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２００４（平成１６）年に人間ドックセンターを開設して以来、より快適な環境の
もとで充実した内容の人間ドックを提供するため、検査内容の見直しを図り、
検査項目を追加してきた。２００８（平成２０）年４月より健診項目としては日本
で始めての取組みとされる唾液による歯周病検査を新たに追加した。また同
年、健診の質の良さ等が高く評価され、日本人間ドック学会より健診施設機
能評価認定を受けた。

■実施状況
平成２１年度の検査人数は前年度より１０８人増の
１８，６６７人であった（表１）。受診構成は、男性１０，９８９
人（５８．９％）、女性７，６７８人（４１．１％）となってお
り、ここ１０年以上は男女比６：４の割合が続いて
いる。

年代別では５０代の受診が最も多く、次いで６０歳代、
４０歳代となっている。有所見率は９８．６％と例年同
様高い数字であった。このうち、７０％近くの人た
ちが何らかの検査で要医療という判定結果であっ
た。

必須項目の有所見率は、腹部超音波６１．７％が最も
高く、ＬＤＬ－コレステロール５３．８％、ヘモグロ
ビンA1c３９．７％、骨強度測定４４．３％、体脂肪４０．８
％となっており、地域保健部門や産業保健部門の
健診同様、ＬＤＬ－コレステロールは半数以上の
人が所見を持っていた（表２）。

オプション検査人数は、脳ＭＲＩ・ＭＲＡ検査８４７
人（前年度比１２５．１％）、心臓血管系超音波検査５１
７人（前年度比９８．９％）、胸部マルチヘリカルＣ
Ｔ検査４４９人（前年度比１００．０％）、ホルター心電
図検査１０８人（前年度比１０１．９％）、膀胱超音波検
査７８５人（前年度比１００．６％）、腹部ＣＴ検査４１１人
（前年度比９３．８％）であった（表２）。また、前
年度新たに導入した歯周病検査は２５９人（前年度
比３８．５％）であった（表３）。

婦人科検査については、レディースドックとして
一日人間ドックとの同時受診が可能となっている。
表２はレディースドック同時受診の成績を含んだ
ものである。平成２１年度の一日人間ドックとレ
ディースドックク同時受診人数は６８４人、前年度
より１２３人増であった。

■一日人間ドック検査項目

一日人間ドックとオプション検査

■オプション検査
血 液 型 ABO・Rh（初回、２回目）
体 温
身 体 計 測 身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・腹囲
感 覚 器 視力・聴力・眼圧
免疫学的検査 RF・CRP
代 謝 尿糖・血糖（空腹時）・ヘモグロビンA1c・総コレステロール・HDL‐コレステロール

LDL‐コレステロール・中性脂肪・尿酸・カルシウム・リン
骨 強 度 音響的骨評価（踵骨超音波法）
末 梢 血 等 赤血球系・白血球系・血小板数
泌 尿 器 クレアチニン・尿検査・前立腺特異抗原（５０歳以上男性）
肝・胆・膵 AST（GOT）・ALT（GPT）・γ-GTP・乳酸脱水素酵素・アルカリ性フォスファターゼ

総ビリルビン・（直接・間接）ビリルビン・総蛋白・アルブミン・A/G
肝炎ウイルス（初回のみ）・AFP・膵アミラーゼ

腹部超音波 肝臓・胆のう・膵臓・脾臓・腎臓
消 化 管 胃部Ｘ線・便潜血
循 環 器 血圧・心電図（安静時）・眼底
呼 吸 器 胸部X線・肺機能・喀痰細胞診（危険因子の高い人）
内 科 診 察
甲 状 腺 視触診
乳 房 視触診・乳房Ｘ線（４０歳以上の女性）

脳MRI・MRA、高次脳機能検査
膀胱超音波検査
ホルター心電図検査
心臓・血管系超音波検査
胸部マルチヘリカルCT検査
腹部CT検査（内蔵脂肪測定）
婦人科検査（内診・子宮頸部細胞診）
歯周病検査
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図１ 性別・年代別・項目別有所見率の比較
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表１ 年代別総合成績 （ ）内は％

区 分

計 男 女

検査

人数
有所見者数

検査

人数
有所見者数

有所見内訳 検査

人数
有所見者数

有所見内訳

要指導 要医療 要指導 要医療

計 １８，６６７１８，４０５（９８．６）１０，９８９１０，８５５（９８．８）３，２６３（２９．７）７，５９２（６９．１）７，６７８７，５５０（９８．３）２，３５９（３０．７）５，１９１（６７．６）

２９歳以下 １２５ １１９（９５．２） ６３ ６０（９５．２） ２９（４６．０） ３１（４９．２） ６２ ５９（９５．２） ３４（５４．８） ２５（４０．３）

３０～３９歳 １，７０２１，６１２（９４．７） ９８０ ９４１（９６．０） ４５４（４６．３） ４８７（４９．７） ７２２ ６７１（９２．９） ３５８（４９．６） ３１３（４３．４）

４０～４９歳 ４，１７５４，０７５（９７．６）２，５８５２，５３２（９７．９） ９０１（３４．９）１，６３１（６３．１）１，５９０１，５４３（９７．０） ６７４（４２．４） ８６９（５４．７）

５０～５９歳 ５，６９１５，６４５（９９．２）３，３９４３，３６９（９９．３） ９９１（２９．２）２，３７８（７０．１）２，２９７２，２７６（９９．１） ７０３（３０．６）１，５７３（６８．５）

６０～６９歳 ４，８３８４，８２２（９９．７）２，７０５２，６９５（９９．６） ６７７（２５．０）２，０１８（７４．６）２，１３３２，１２７（９９．７） ４７３（２２．２）１，６５４（７７．５）

７０歳以上 ２，１３６２，１３２（９９．８）１，２６２１，２５８（９９．７） ２１１（１６．７）１，０４７（８３．０） ８７４ ８７４（１００．０） １１７（１３．４） ７５７（８６．６）
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表２ 項目別成績

区 分

体
脂
肪
率

腹

囲

腹
部
Ｃ
Ｔ

（
内
蔵
脂
肪
）

視

力

聴

力

眼

圧

Ｒ

Ｆ

Ｃ

Ｒ

Ｐ

尿

糖

血

糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ

１

ｃ

総
コ
レ
ス
テ

ロ

ー

ル
検査人数 １８，６２１ １８，６６３ ４１１ １８，６６２ １８，５７４ １８，６３９ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６２ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７

計 有所見者数 ７，５９１ ７，３２４ ２３６ ４，１８１ ８９２ １，１４０ １，０４０ ２５１ ２，６９４ ６，４３０ ６，１７１
（４０．８） （３９．２） （５７．４） （２２．５） （４．８） （６．１） （５．６） （１．３） （１４．４） （３４．４） （３３．１）

検査人数 １０，９５８ １０，９８８ ２６７ １０，９８６ １０，９２３ １０，９７５ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８５ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９

有所見者数 ４，００１ ５，９２２ １７７ ３，１４１ ５９３ ６４４ ７０９ ２２１ ２，０３３ ３，８５４ ３，２６４
（３６．５） （５３．９） （６６．３） （２８．８） （５．４） （５．９） （６．５） （２．０） （１８．５） （３５．１） （２９．７）

要指導 ３，２８０ ５，９２２ １７７ ２，１８２ ３６２ ２７９ ３４４ ７０ １，１６２ ２，７２２ １，８２１
男 有

所
見
内
訳

（２９．９） （５３．９） （６６．３） （２０．０） （３．３） （２．５） （３．１） （０．６） （１０．６） （２４．８） （１６．６）

要医療 ７２１ ９５９ ２３１ ３６５ ３６５ １５１ ８７１ １，１３２ １，４４３
（６．６） （８．８） （２．１） （３．３） （３．３） （１．４） （７．９） （１０．３） （１３．１）

判定保留

検査人数 ７，６６３ ７，６７５ １４４ ７，６７６ ７，６５１ ７，６６４ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７７ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８

有所見者数 ３，５９０ １，４０２ ５９ １，０４０ ２９９ ４９６ ３３１ ３０ ６６１ ２，５７６ ２，９０７
（４６．８） （１８．３） （４１．０） （１３．６） （３．９） （６．５） （４．３） （０．４） （８．６） （３３．６） （３７．９）

要指導 ２，２５０ １，４０２ ５９ ３５２ ２０６ ２１２ １６６ ９ ４４７ ２，１４５ １，５０８
女 有

所
見
内
訳

（２９．４） （１８．３） （４１．０） （４．６） （２．７） （２．８） （２．２） （０．１） （５．８） （２７．９） （１９．６）

要医療 １，３４０ ６８８ ９３ ２８４ １６５ ２１ ２１４ ４３１ １，３９９
（１７．５） （９．０） （１．２） （３．７） （２．１） （０．３） （２．８） （５．６） （１８．２）

判定保留

区 分

血

液

像

血
小
板
数

ク
レ
ア
チ
ニ
ン

前

立

腺

特
異
抗
原

尿

蛋

白

尿

潜

血

尿

比

重

尿

沈

渣

膀
胱
超
音
波

Ａ

Ｓ

Ｔ

（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ａ

Ｌ

Ｔ

（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ

検査人数 １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ ７，５０７ １８，６６２ １８，６６２ １８，６６２ １８，６６０ ７８５ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７
計 有所見者数 ４９０ ６０１ ９７２ ５９０ １，１２４ ２，８７９ ４３９ ４，７０９ １１ ２，６２０ ３，７８７ ４，３９２

（２．６） （３．２） （５．２） （７．９） （６．０） （１５．４） （２．４） （２５．２） （１．４） （１４．０） （２０．３） （２３．５）
検査人数 １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ ７，５０７ １０，９８５ １０，９８５ １０，９８５ １０，９８５ ５４９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９

有所見者数 ３２１ ３３４ ４９６ ５９０ ８１３ １，０４４ ３４６ １，７０５ ７ ２，０３１ ３，１２２ ３，８１８
（２．９） （３．０） （４．５） （７．９） （７．４） （９．５） （３．１） （１５．５） （１．３） （１８．５） （２８．４） （３４．７）

要指導 ３２０ ２０１ ４６１ ２７４ ５０７ ５３１ ３４６ １，４３５ ５ １，７２１ ２，１８３ ２，５０２
男 有

所
見
内
訳

（２．９） （１．８） （４．２） （３．６） （４．６） （４．８） （３．１） （１３．１） （０．９） （１５．７） （１９．９） （２２．８）

要医療 １ １３３ ３５ ３１６ ３０６ ５１３ ２７０ ２ ３１０ ９３９ １，３１６
（０．０） （１．２） （０．３） （４．２） （２．８） （４．７） （２．５） （０．４） （２．８） （８．５） （１２．０）

判定保留

検査人数 ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７７ ７，６７７ ７，６７７ ７，６７５ ２３６ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８

有所見者数 １６９ ２６７ ４７６ ３１１ １，８３５ ９３ ３，００４ ４ ５８９ ６６５ ５７４
（２．２） （３．５） （６．２） （４．１） （２３．９） （１．２） （３９．１） （１．７） （７．７） （８．７） （７．５）

要指導 １６８ １８０ ４７０ ２１２ ７００ ９３ ２，３５３ ３ ５０２ ５０４ ４４５
女 有

所
見
内
訳

（２．２） （２．３） （６．１） （２．８） （９．１） （１．２） （３０．７） （１．３） （６．５） （６．６） （５．８）

要医療 １ ８７ ６ ８６ ８５３ ５４３ ０ ８７ １６１ １２９
（０．０） （１．１） （０．１） （１．１） （１１．１） （７．１） （０） （１．１） （２．１） （１．７）

判定保留 １３ ２８２ １０８
（０．２） （３．７） （１．４）

区 分

胃
部
Ｘ
線

便

潜

血

血

圧

心

電

図

（
安
静
時
）

ホ
ル
タ
ー

心

電

図

眼

底

心
臓
超
音
波

血

管

系

超

音

波

胸
部
Ｘ
線

マ
ル
チ
ヘ
リ
カ
ル

Ｃ

Ｔ

肺

機

能

喀
痰
細
胞
診

検査人数 １８，０１６ １８，２７０ １８，６６７ １８，６６５ １０８ １８，６２６ ５１７ ５１７ １８，６３２ ４４９ １８，０３４ １，６７９
計 有所見者数 ３，４６１ ９７２ ４，３７７ ６，６６２ １０８ ４，８２８ ７７ １４７ ２，６５１ ２２７ １，８３３ １８

（１９．２） （５．３） （２３．４） （３５．７） （１００．０） （２５．９） （１４．９） （２８．４） （１４．２） （５０．６） （１０．２） （１．１）
検査人数 １０，６６０ １０，８４１ １０，９８９ １０，９８８ ６８ １０，９７０ ３３３ ３３３ １０，９８０ ３３７ １０，９７６ １，６１７

有所見者数 ２，１７４ ６３４ ２，９２３ ４，３１１ ６８ ３，０９６ ５６ １００ １，６６４ １７２ １，３７７ １７
（２０．４） （５．８） （２６．６） （３９．２） （１００．０） （２８．２） （１６．８） （３０．０） （１５．２） （５１．０） （１２．５） （１．１）

要指導 ８０７ １，４８７ ３，６２４ ５９ １，６０４ ４０ ５６ １，５１８ １５６ １，２６３ １５
男 有

所
見
内
訳

（７．６） （１３．５） （３３．０） （８６．８） （１４．６） （１２．０） （１６．８） （１３．８） （４６．３） （１１．５） （０．９）

要医療 １，３６７ ６３４ １，４３６ ６８７ ９ １，４９２ １６ ４４ １４６ １６ １１４ ２
（１２．８） （５．８） （１３．１） （６．３） （１３．２） （１３．６） （４．８） （１３．２） （１．３） （４．７） （１．０） （０．１）

判定保留

検査人数 ７，３５６ ７，４２９ ７，６７８ ７，６７７ ４０ ７，６５６ １８４ １８４ ７，６５２ １１２ ７，０５８ ６２

有所見者数 １，２８７ ３３８ １，４５４ ２，３５１ ４０ １，７３２ ２１ ４７ ９８７ ５５ ４５６ １
（１７．５） （４．５） （１８．９） （３０．６） （１００．０） （２２．６） （１１．４） （２５．５） （１２．９） （４９．１） （６．５） （１．６）

要指導 ６０６ ８９０ １，９８１ ３６ ９６４ １６ ３４ ９０９ ４０ ４３２ １
女 有

所
見
内
訳

（８．２） （１１．６） （２５．８） （９０．０） （１２．６） （８．７） （１８．５） （１１．９） （３５．７） （６．１） （１．６）

要医療 ６８１ ３３８ ５６４ ３７０ ４ ７６８ ５ １３ ７８ １５ ２４ ０
（９．３） （４．５） （７．３） （４．８） （１０．０） （１０．０） （２．７） （７．１） （１．０） （１３．４） （０．３） （０）

判定保留
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：オプション検査項目 ※１：レディースドックと重複する項目 ※２：医師の判断による

（ ）内は％

（ ）内は％

（ ）内は％

Ｌ

Ｄ

Ｈ

Ａ

Ｌ

Ｐ

総
ビ
リ
ル
ビ
ン

直

接

ビ
リ
ル
ビ
ン

間

接

ビ
リ
ル
ビ
ン

総

蛋

白

ア
ル
ブ
ミ
ン

Ａ

／

Ｇ

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
体

Ｈ

Ｃ

Ｖ

Ａ

Ｆ

Ｐ

膵
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

腹
部
超
音
波

１８，６６７ １８，６６７ ８，７７６ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，００６ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６１
２，２６０ ８４２ ２，２７６ １，１５３ ９０７ ３０４ ７２８ ４２７ ３１２ ３，５５３ ５８ ２９ ７６７ １１，５０６
（１２．１） （４．５） （２５．９） （６．２） （４．９） （１．６） （３．９） （２．３） （１．７） （１９．７） （０．３） （０．２） （４．１） （６１．７）
１０，９８９ １０，９８９ １，０９８ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，４４１ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８８
１，０５６ ３３７ １，６６８ ９３６ ６６３ ２０２ ４１３ ３０８ １９６ ２，０５２ ２９ １６ ４９３ ７，４０１
（９．６） （３．１） （１５１．

９）
（８．５） （６．０） （１．８） （３．８） （２．８） （１．８） （１９．７） （０．３） （０．１） （４．５） （６７．４）

７７１ ２９７ １，０７０ ９２７ ５７３ １９０ ３６２ ２７３ １７０ ４２５ ７，００７
（７．０） （２．７） （９７．４） （８．４） （５．２） （１．７） （３．３） （２．５） （１．５） （３．９） （６３．８）
２８５ ４０ ５９８ ９ ９０ １２ ５１ ３５ ２６ ２９ １６ ６８ ３９４

（２．６） （０．４） （５４．５） （０．１） （０．８） （０．１） （０．５） （０．３） （０．２） （０．３） （０．１） （０．６） （３．６）

７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，５６５ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７３
１，２０４ ５０５ ６０８ ２１７ ２４４ １０２ ３１５ １１９ １１６ １，５０１ ２９ １３ ２７４ ４，１０５
（１５．７） （６．６） （７．９） （２．８） （３．２） （１．３） （４．１） （１．５） （１．５） （１９．８） （０．４） （０．２） （３．６） （５３．５）
８６０ ４５８ ４２２ ２１５ ２２３ ９２ ２８７ １０８ １０１ ２４４ ３，８３６

（１１．２） （６．０） （５．５） （２．８） （２．９） （１．２） （３．７） （１．４） （１．３） （３．２） （５０．０）
３４４ ４７ １８６ ２ ２１ １０ ２８ １１ １５ ２９ １１ ３０ ２６９

（４．５） （０．６） （２．４） （０．０） （０．３） （０．１） （０．４） （０．１） （０．２） （０．４） （０．１） （０．４） （３．５）
２

（０．０）

Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪

尿

酸

カ
ル
シ
ウ
ム

リ

ン

骨
強
度
測
定

赤
血
球
数

血
色
素
量

血
球
容
積

Ｍ

Ｃ

Ｈ

Ｍ

Ｃ

Ｖ

Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ

白
血
球
数

１８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６３３ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７
１，２９１ １０，０５０ ４，４７６ ４，５１３ １７３ ５４０ ８，２４９ １，７１５ １，７７２ １，５１０ １，４３１ １，１８４ ６５２ １，３２７
（６．９） （５３．８） （２４．０） （２４．２） （０．９） （２．９） （４４．３） （９．２） （９．５） （８．１） （７．７） （６．３） （３．５） （７．１）
１０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９６９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９
８７１ ５，９３４ ３，４１１ ３，１０３ ８０ ３８７ ４，２０９ ９７５ ７３２ ８６１ ５０８ ５７４ １８０ ８６９

（７．９） （５４．０） （３１．０） （２８．２） （０．７） （３．５） （３８．４） （８．９） （６．７） （７．８） （４．６） （５．２） （１．６） （７．９）
６８８ ２，８５５ ２，４１５ ２，６４６ ７５ ３７１ ３，４４８ ８８４ ５８７ ６６０ ４２７ ４４７ １５０ ５１６

（６．３） （２６．０） （２２．０） （２４．１） （０．７） （３．４） （３１．４） （８．０） （５．３） （６．０） （３．９） （４．１） （１．４） （４．７）
１８３ ３，０７９ ９９６ ４５７ ５ １６ ７６１ ９１ １４５ ２０１ ８１ １２７ ３０ ３５３

（１．７） （２８．０） （９．１） （４．２） （０．０） （０．１） （６．９） （０．８） （１．３） （１．８） （０．７） （１．２） （０．３） （３．２）

７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６６４ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８
４２０ ４，１１６ １，０６５ １，４１０ ９３ １５３ ４，０４０ ７４０ １，０４０ ６４９ ９２３ ６１０ ４７２ ４５８

（５．５） （５３．６） （１３．９） （１８．４） （１．２） （２．０） （５２．７） （９．６） （１３．５） （８．５） （１２．０） （７．９） （６．１） （６．０）
４０８ １，９２７ ９３１ １，２７３ ８９ １４４ ２，７５９ ６９７ ７１９ ４８９ ５２０ ３３５ ２６９ ３３５

（５．３） （２５．１） （１２．１） （１６．６） （１．２） （１．９） （３６．０） （９．１） （９．４） （６．４） （６．８） （４．４） （３．５） （４．４）
１２ ２，１８９ １３４ １３７ ４ ９ １，２８１ ４３ ３２１ １６０ ４０３ ２７５ ２０３ １２３

（０．２） （２８．５） （１．７） （１．８） （０．１） （０．１） （１６．７） （０．６） （４．２） （２．１） （５．２） （３．６） （２．６） （１．６）

内
科
診
察

Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ

高
次
脳
機
能

検

査

※
１

甲
状
腺
視
触
診

甲
状
腺
超
音
波

※
２

Ｔ

Ｓ

Ｈ

※
２

Ｆ

Ｔ

４

※
１

乳
房
視
触
診

※
１

乳
房
Ｘ
線

乳
房
超
音
波

※
１

婦
人
科
内
診

※
１

婦
人
科
細
胞
診

婦
人
科
超
音
波

１８，６１５ ８４７ ８４７ ７，４５２ ７３８ ３６ ３６ ７，４５０ ６，７４８ １，００４ ６，９７３ ６，９７３ ６７８
７３９ ３９０ ９ ３２５ １５３ ９ １ ４７５ ３９２ １２８ ８３１ ７１ １９３

（４．０） （４６．０） （１．１） （４．４） （２０．７） （２５．０） （２．８） （６．４） （５．８） （１２．７） （１１．９） （１．０） （２８．５）
１０，９４８ ５３７ ５３７
４１０ ２５３ ８

（３．７） （４７．１） （１．５）
２８２ １２９

（２．６） （２４．０）
１２８ １２４ ８

（１．２） （２３．１） （１．５）

７，６６７ ３１０ ３１０ ７，４５２ ７３８ ３６ ３６ ７，４５０ ６，７４８ １，００４ ６，９７３ ６，９７３ ６７８
３２９ １３７ １ ３２５ １５３ ９ １ ４７５ ３９２ １２８ ８３１ ７１ １９３

（４．３） （４４．２） （０．３） （４．４） （２０．７） （２５．０） （２．８） （６．４） （５．８） （１２．７） （１１．９） （１．０） （２８．５）
２３２ ７８ １６７ ９８ ３５３ １７３ １１３ ７２２ ２６ １７８

（３．０） （２５．２） （２．２） （１３．３） （４．７） （２．６） （１１．３） （１０．４） （０．４） （２６．３）
９７ ５９ １ １５８ ５５ ９ １ １２２ ２１９ １５ １０９ ４５ １５

（１．３） （１９．０） （０．３） （２．１） （７．５） （２５．０） （２．８） （１．６） （３．２） （１．５） （１．６） （０．６） （２．２）

�

人
間
ド
ッ
ク
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表３ 歯周病検査（オプション検査） （ ）内は％

区 分

総

合

判

定

出

血

検

査

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）

炎

症

検

査

（
乳
酸
脱
水
素
酵
素
）

問
診
ス
コ
ア

検査人数 ２５９ ２５９ ２５９ ２５９
計

有所見者数
２０２ ８８ １０３ １５５

（７８．０） （３４．０） （３９．８） （５９．８）

男

検査人数 １４２ １４２ １４２ １４２

有所見者数
１１７ ４８ ４６ １０２

（８２．４） （３３．８） （３２．４） （７１．８）

有
所
見
内
訳

要指導
２３ ８ ５ ３３

（１６．２） （５．６） （３．５） （２３．２）

要医療
９４ ４０ ４１ ６９

（６６．２） （２８．２） （２８．９） （４８．６）

女

検査人数 １１７ １１７ １１７ １１７

有所見者数
８５ ４０ ５７ ５３

（７２．６） （３４．２） （４８．７） （４５．３）

有
所
見
内
訳

要指導
１３ ４ ５ １９

（１１．１） （３．４） （４．３） （１６．２）

要医療
７２ ３６ ５２ ３４

（６１．５） （３０．８） （４４．４） （２９．１）
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専門ドックは、「より専門的な検査を受診したい」との要望に応えるため、
一日人間ドックセンターの開設とともにスタートした。開設当初は目標人数
には及ばなかったが、２００５（平成１７）年に専門ドックの主要な検査のみ一日
人間ドックへ追加するオプション検査とし、受診し易い体制を整備し、大変
好評を得ている。
ここでは、単独で実施された専門ドックの結果のみを掲載している。

■実施状況
平成２１年度の検査人数は、脳ドック４３９人（前年
度比９８．２％）、心臓ドック６３人（前年度比７２．４％）、
肺ドック３０人（前年度比６３．８％）、レディースドッ
ク１３２人（前年度比８６．３％）であった（表１）。い
ずれも前年度を下回る結果となった。

要医療と判定された割合は、脳ドック５７．４％、心
臓ドック５７．１％、肺ドック４３．３％であった。およ
そ２人に１人は治療を必要とする結果であった
（表１）。

項目別にみると、有所見率が最も高いのはマルチ
ヘリカルＣＴで８３．３％、次いでＬＤＬ－コレステ
ロール５０．５％、体脂肪率３８．５％であった（表２‐
１）。

レディースドックにおいて有所見率が最も高いの
は血清鉄の４７．０％で、ほぼ半数の人に所見が認め
られた。また、４０歳以上を対象とした乳房X線の
有所見者数は１２人（有所見率１３．６％）、４０歳未満
へ推奨している乳房超音波では２１人（有所見率
１５．９％）という結果であった（表２‐２）。乳がん
は、若い世代でも罹患率が高くなっているが、早
期に発見できれば完治できるがんである。今後も、
年に一度のレディースドック受診を若い世代へも
推進して行きたい。

■専門ドック検査項目

専門ドック

区 分 検 査 項 目
MRI・MRA・高次脳機能検査
血液型（ABO・Rh）・体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・内科診察
尿糖・血糖・ヘモグロビンA1c・総コレステロール・HDLコレステロール・LDLコレステロール・中性脂肪・尿酸

脳 赤血球数・血色素量・血球容積・白血球数・血小板数
クレアチニン・尿（蛋白・潜血・沈渣）・AST（GOT）・ALT（GPT）・γ‐GTP
AST（GOT）・ALT（GPT）・γ‐GTP・総蛋白・アルブミン・A/G
胸部X線（CR）・血圧・心電図（安静時）
心臓超音波・血管系超音波（頸動脈・腹部大動脈）・ABI・CAVI・BMP
血液型（ABO・Rh）・体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・内科診察
尿糖・血糖・ヘモグロビンA1c・総コレステロール・HDLコレステロール・LDLコレステロール・中性脂肪・尿酸

心 臓 赤血球数・血色素量・血球容積・白血球数・血小板数
クレアチニン・尿（蛋白・潜血・沈渣）
AST（GOT）・ALT（GPT）・γ‐GTP・総蛋白・アルブミン・A/G
胸部Ｘ線（CR）・血圧・心電図（安静時）・ホルター心電図

肺

胸部Ｘ線（CR）・マルチヘリカルCT・肺機能・酸素飽和度・喀痰細胞診
CRP・CEA・シフラ２１
体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・内科診察
尿（蛋白・潜血・沈渣）
赤血球数・血色素量・血球容積・白血球数・血液像
血圧・心電図（安静時）
婦人科：内診・子宮頚部細胞診・経膣超音波検査・体部細胞診（医師の判断による）
乳房：視触診・Ｘ線（４０歳以上）・超音波（４０歳未満、希望者）
甲状腺：視触診・超音波・※TSH・FT４（医師の判断による）

レディース 体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・腹囲・基礎代謝量
血圧・赤血球数・血色素量・血清鉄・MCH・尿（蛋白・潜血・沈渣）
尿糖・血糖・総コレステロール・HDLコレステロール・LDLコレステロール・中性脂肪
音響的骨評価（踵骨超音波法）
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表１ 総合成績

※組み合わせ受診の場合は、それぞれの単コースに分けて集計した。

表２ 項目別成績

表２‐１ 脳・心臓・肺ドック

（ ）内は％

区 分

計 男 女

検査
人数

有所見
者数

有所見内訳
検査
人数

有所見
者数

有所見内訳
検査
人数

有所見
者数

有所見内訳
要経過
観察

要医療
要経過
観察

要医療
要経過
観察

要医療

脳
４３９ ４１６ １６４ ２５２ ２８４ ２６５ ９１ １７４ １５５ １５１ ７３ ７８

（９４．８） （３７．４） （５７．４） （９３．３） （３２．０） （６１．３） （９７．４） （４７．１） （５０．３）

心 臓
６３ ５７ ２１ ３６ ４８ ４３ １３ ３０ １５ １４ ８ ６

（９０．５） （３３．３） （５７．１） （８９．６） （２７．１） （６２．５） （－） （－） （－）

肺
３０ ２４ １１ １３ ２７ ２２ １０ １２ ３ ２ １ １

（８０．０） （３６．７） （４３．３） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

レディース
１３２ １１０ ６１ ４９ １３２ １１０ ６１ ４９

（８３．３） （４６．２） （３７．１） （８３．３） （４６．２） （３７．１）

区 分

体

脂

肪

率

内

科

診

察

Ｃ

Ｒ

Ｐ

Ｃ

Ｅ

Ａ

シ
フ
ラ
２１
‐
１

尿

糖

血

糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ

１

ｃ

総
コ
レ
ス
テ

ロ

ー

ル

Ｈ
Ｄ
Ｌ－

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ－

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

中

性

脂

肪

尿

酸

赤

血

球

数

血

色

素

量

検査人数 ４８１ ４８１ ３０ ３０ ３０ ４７０ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４７９ ４７９
計

有所見者数
１８５ ５４ ３ ９ ２ ３６ ８７ １２９ １３７ ４９ ２３７ １６５ １１０ ５３ ４５

（３８．５）（１１．２）（１０．０）（３０．０） （６．７） （７．７）（１８．６）（２７．５）（２９．２）（１０．４）（５０．５）（３５．２）（２３．５）（１１．１） （９．４）
検査人数 ３１７ ３１７ ２７ ２７ ２７ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３１６ ３１６

有所見者数
１０３ ３２ ３ ８ ２ ３４ ７０ ８９ ８１ ３６ １５７ １３７ ８０ ４０ ２１

（３２．５）（１０．１） （－） （－） （－）（１１．１）（２２．９）（２９．１）（２６．５）（１１．８）（５１．３）（４４．８）（２６．１）（１２．７） （６．６）

要指導
８４ ２５ ２ ６ １０ ５３ ６２ ４３ ２６ ９３ ６８ ６５ ３４ １３

男 有
所
見
内
訳

（２６．５） （７．９） （－） （－） （３．３）（１７．３）（２０．３）（１４．１） （８．５）（３０．４）（２２．２）（２１．２）（１０．８） （４．１）

要医療
１９ ７ １ ２ ２ ２４ １７ ２７ ３８ １０ ６４ ６９ １５ ６ ８

（６．０） （２．２） （－） （－） （－） （７．８） （５．６） （８．８）（１２．４） （３．３）（２０．９）（２２．５） （４．９） （１．９） （２．５）

判定保留

検査人数 １６４ １６４ ３ ３ ３ １６４ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３

有所見者数
８２ ２２ ０ １ ０ ２ １７ ４０ ５６ １３ ８０ ２８ ３０ １３ ２４

（５０．０）（１３．４） （－） （－） （－） （１．２）（１０．４）（２４．５）（３４．４） （８．０）（４９．１）（１７．２）（１８．４） （８．０）（１４．７）

要指導
４８ １８ ０ ０ １ １７ ３６ ３４ １２ ４１ ２０ ２６ １２ １７

女 有
所
見
内
訳

（２９．３）（１１．０） （－） （－） （０．６）（１０．４）（２２．１）（２０．９） （７．４）（２５．２）（１２．３）（１６．０） （７．４）（１０．４）

要医療
３４ ４ ０ １ ０ １ ０ ４ ２２ １ ３９ ８ ４ １ ７

（２０．７） （２．４） （－） （－） （－） （０．６） （０） （２．５）（１３．５） （０．６）（２３．９） （４．９） （２．５） （０．６） （４．３）

判定保留

区 分

血

圧

心

電

図

ホ

ル

タ

ー

心

電

図

心
臓
超
音
波

血
管
系
超
音
波

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｖ

Ｉ

Ｂ

Ｎ

Ｐ

胸

部

Ｘ

線

マ
ル
チ
ヘ
リ
カ
ル

Ｃ

Ｔ

肺

機

能

酸
素
飽
和
度

喀
痰
細
胞
診

Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ

高
次
脳
機
能

検査人数 ４８１ ４７９ ５ ６３ ６３ ６２ ６２ ６３ ４７２ ３０ ３０ ３０ ３０ ４３９ ４３９
計

有所見者数
１０８ １７１ ５ ６ １８ ５ ８ ８ ３２ ２５ ６ ０ ０ １５６ ０

（２２．５）（３５．７） （－） （９．５）（２８．６） （８．１）（１２．９）（１２．７） （６．８）（８３．３）（２０．０） （０） （０）（３５．５） （０）
検査人数 ３１７ ３１７ ５ ４８ ４８ ４７ ４７ ４８ ３１５ ２７ ２７ ２７ ２７ ２８４ ２８４

有所見者数
８９ １２０ ５ ４ １６ ４ ６ ５ １９ ２２ ６ ０ ０ ９９ ０

（２８．１）（３７．９） （－） （８．３）（３３．３） （８．５）（１２．８）（１０．４） （６．０） （－） （－） （－） （－）（３４．９） （０）

要指導
３５ ９８ ４ ２ １２ ４ ２ １７ ２０ ４ ０ ０ ５６

男 有
所
見
内
訳

（１１．０）（３０．９） （－） （４．２）（２５．０） （８．５） （４．２） （５．４） （－） （－） （－） （－）（１９．７）

要医療
５４ ２２ １ ２ ４ ０ ６ ３ ２ ２ ２ ０ ０ ４３ ０

（１７．０） （６．９） （－） （４．２） （８．３） （０）（１２．８） （６．３） （０．６） （－） （－） （－） （－）（１５．１） （０）

判定保留

検査人数 １６４ １６２ １５ １５ １５ １５ １５ １５７ ３ ３ ３ ３ １５５ １５５

有所見者数
１９ ５１ ２ ２ １ ２ ３ １３ ３ ０ ０ ０ ５７ ０

（１１．６）（３１．５） （－） （－） （－） （－） （－） （８．３） （－） （－） （－） （－）（３６．８） （０）

要指導
９ ４１ ０ ２ ０ ２ １３ ２ ０ ０ ０ ２５

女 有
所
見
内
訳

（５．５）（２５．３） （－） （－） （－） （－） （８．３） （－） （－） （－） （－）（１６．１）

要医療
１０ １０ ２ ０ １ ２ １ ０ １ ０ ０ ０ ３２ ０

（６．１） （６．２） （－） （－） （－） （－） （－） （０） （－） （－） （－） （－）（２０．６） （０）

判定保留
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（ ）内は％

血

球

容

積

Ｍ

Ｃ

Ｈ

Ｍ

Ｃ

Ｖ

Ｍ

Ｃ

Ｈ

Ｃ

白

血

球

数

血

液

像

血

小

板

数

ク
レ
ア
チ
ニ
ン

尿

蛋

白

尿

潜

血

尿

沈

渣

Ａ

Ｓ

Ｔ

（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ａ

Ｌ

Ｔ

（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ

総

蛋

白

ア
ル
ブ
ミ
ン

Ａ

／

Ｇ

４７９ ４７９ ４７９ ４７９ ４７９ ２９ ４６９ ４６９ ４８０ ４８０ ４８０ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９
４６ ３７ ３１ ２０ ２５ ３ １２ ２５ １４ ５１ ７８ ７０ １０２ １２５ ２４ ４５ １４

（９．６） （７．７） （６．５） （４．２） （５．２） （－） （２．６） （５．３） （２．９）（１０．６）（１６．３）（１４．９）（２１．７）（２６．７） （５．１） （９．６） （３．０）
３１６ ３１６ ３１６ ３１６ ３１６ ２６ ３０６ ３０６ ３１６ ３１６ ３１６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６
３５ ２０ １８ １３ ２０ ３ ８ １０ １３ ２２ ２８ ６０ ８９ １１４ １６ ２９ １３

（１１．１） （６．３） （５．７） （４．１） （６．３） （－） （２．６） （３．３） （４．１） （７．０） （８．９）（１９．６）（２９．１）（３７．３） （５．２） （９．５） （４．２）
２３ １４ ９ １２ １２ ３ ５ ９ ３ １１ ２２ ５０ ５２ ６３ １６ ２７ １２

（７．３） （４．４） （２．８） （３．８） （３．８） （－） （１．６） （２．９） （０．９） （３．５） （７．０）（１６．３）（１７．０）（２０．６） （５．２） （８．８） （３．９）

１２ ６ ９ １ ８ ０ ３ １ １０ １１ ６ １０ ３７ ５１ ０ ２ １
（３．８） （１．９） （２．８） （０．３） （２．５） （－） （１．０） （０．３） （３．２） （３．５） （１．９） （３．３）（１２．１）（１６．７） （０） （０．７） （０．３）

１６３ １６３ １６３ １６３ １６３ ３ １６３ １６３ １６４ １６４ １６４ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３
１１ １７ １３ ７ ５ ０ ４ １５ １ ２９ ５０ １０ １３ １１ ８ １６ １

（６．７）（１０．４） （８．０） （４．３） （３．１） （－） （２．５） （９．２） （０．６）（１７．７）（３０．５） （６．１） （８．０） （６．７） （４．９） （９．８） （０．６）
６ ９ ８ ５ ２ ０ １ １５ ０ １１ ３９ １０ ９ ９ ８ １６ １

（３．７） （５．５） （４．９） （３．１） （１．２） （－） （０．６） （９．２） （０） （６．７）（２３．８） （６．１） （５．５） （５．５） （４．９） （９．８） （０．６）

５ ８ ５ ２ ３ ０ ３ ０ １ １２ ７ ０ ４ ２ ０ ０ ０
（３．１） （４．９） （３．１） （１．２） （１．８） （－） （１．８） （０） （０．６） （７．３） （４．３） （０） （２．５） （１．２） （０） （０） （０）

６ ４
（３．７） （２．４）

�

人
間
ド
ッ
ク

専門ドック 135Ⅳ 人間ドック



表２‐２ レディースドック （ ）内は％

区 分

体

脂

肪

率

腹

囲

基
礎
代
謝
量

血

圧

赤

血

球

数

血

色

素

量

Ｍ

Ｃ

Ｈ

血

清

鉄

尿

蛋

白

尿

潜

血

尿

沈

渣

尿

糖

血

糖

総
コ
レ
ス
テ

ロ

ー

ル

検 査 人 数 １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２

有所見者数
３７ ２０ ７ ７ ２４ ２５ ６２ ２ ２２ ４２ ０ ８ ２６

（２８．０）（１５．２） （５．３） （５．３）（１８．２）（１８．９）（４７．０） （１．５）（１６．７）（３１．８） （０） （６．１）（１９．７）

要 指 導
３２ ２０ ５ ７ １２ １１ ２６ ０ ６ ３５ ０ ８ １７

有

所

見

内

訳

（２４．２）（１５．２） （３．８） （５．３） （９．１） （８．３）（１９．７） （０） （４．５）（２６．５） （０） （６．１）（１２．９）

要 医 療
５ ２ ０ １２ １４ ３６ ０ ８ ２ ０ ０ ９

（３．８） （１．５） （０） （９．１）（１０．６）（２７．３） （０） （６．１） （１．５） （０） （０） （６．８）

判定保留
２ ８ ５

（１．５） （６．１） （３．８）

区 分

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ

ロ

ー

ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ

ロ

ー

ル

中

性

脂

肪

音

響

的

骨

評

価

値

甲
状
腺
視
触
診

甲
状
腺
超
音
波

甲

状

腺

Ｔ

Ｓ

Ｈ

甲

状

腺

Ｆ

Ｔ

４

乳
房
視
触
診

乳

房

Ｘ

線

乳
房
超
音
波

婦
人
科
内
診

婦
人
科
細
胞
診

婦
人
科
超
音
波

検 査 人 数 １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ ９ ９ １３２ ８８ １３２ １３１ １３１ １３１

有所見者数
９ ４２ １５ １９ １２ ２７ １ ０ １５ １２ ２１ ４２ ２ ４５

（６．８）（３１．８）（１１．４）（１４．４） （９．１）（２０．５） （－） （－）（１１．４）（１３．６）（１５．９）（３２．１） （１．５）（３４．４）

要 指 導
９ ３０ １４ １７ ８ １９ １１ ５ １７ ４１ ０ ４３

有

所

見

内

訳

（６．８）（２２．７）（１０．６）（１２．９） （６．１）（１４．４） （８．３） （５．７）（１２．９）（３１．３） （０）（３２．８）

要 医 療
０ １２ １ ２ ４ ８ １ ０ ４ ７ ４ １ ２ ２

（０） （９．１） （０．８） （１．５） （３．０） （６．１） （－） （－） （３．０） （８．０） （３．０） （０．８） （１．５） （１．５）

判定保留
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高齢社会に突入した現在、「元気に自分らしく、長生きする」ことが誰もの
願いである。元気で長生きするには生活習慣病を予防するとともに、老化の
進行を防ぎ改善を図ることが必要である。介護保険制度の改正とともに、介
護予防の第一歩として生活機能に関する評価の実施が２００６（平成１８）年から
開始された。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は３１市町村、検査人数は前年度よ
り４，７２３人増の３１，３７４人であった。団体数の増加による
ものと思われる。全体の４１．１％にあたる候補者１２，９０２人
が特定高齢者の条件に該当するとして選定された（表１）。
前年度より１割近く多い選定となった。

特定高齢者の把握については、生活機能評価からの選定
だけでなく、地域住民からの連絡や市町村の訪問活動・
相談窓口からも見出される。最終的には地域包括支援セ
ンターにおいて特定高齢者の決定がなされる。こうした
広汎な地域ネットワークによる密接な連携の下、高齢者
本人の自己実現の支援をすることが介護予防のめざすと
ころである。

■生活機能に関する項目（基本チェックリスト）

※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が１８．５未満の場合に該当とする。

生活機能評価

■問診
自覚症状・既往歴・生活機能に関する項目

■検査
身長・体重・ＢＭＩ・血圧・

口腔内視診
理学的検査

�
�
�
�
�

反復唾液嚥下テスト
関節可動域
血色素量

貧 血 検 査

�
�
�
�
�

血球容積
赤血球数

血清アルブミン
心電図検査
※基本健康診査のデータを基本とし、不足する項目
は新たに実施する。

■検診から判定報告書提
出までの流れ基本チェックリスト 介護プログラムとの対応

１ バスや電車で１人で外出すてますか
２ 日用品の買物をしていますか
３ 預貯金の出し入れをしていますか
４ 友人の家をたずねていますか
５ 家族や友人の相談にのっていますか
６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

運動器の機能向上
７ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか
８ １５分位続けて歩いていますか
９ この１年間に転んだことがありますか
１０ 転倒に対する不安は大きいですか
１１ ６ケ月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか

栄養改善
１２ 身長 ㎝ 体重 ㎏ （ＢＭＩ＝ ）※
１３ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

口腔機能の向上１４ お茶や汁物等でむせることがありますか
１５ 口の渇きが気になりますか
１６ 週に１回以上は外出していますか
１７ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか
１８ 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか

認知症予防・支援１９ 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか
２０ 今日が何日かわからない時がありますか
２１（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない

うつ病予防・支援
２２（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
２３（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
２４（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない
２５（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

問診

自覚症状・既往歴等

生活機能に関する項目

（基本チェックリスト）

検査

身長・体重・ＢＭＩ

血圧測定

理学的検査

�
�
�
�

口腔内視診

反復唾液嚥下テスト

関節可動域

貧血検査

�
�
�
�

血色素量

血球容積

赤血球数

血清アルブミン検査

心電図検査

判定報告書
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表１ 実施状況

団体名
受診
者数

候補 決定
全般 運 動 栄 養 口 腔 閉じこもり 認知症 うつ
候補 候補 決定 候補 決定 （Alb） 候補 決定 決定 決定 決定

計
３１，３７４ １２，９０２ １２，９０２ １，６８０ ８，０３８ ８，０３８ ３９６ １，１３３ （７８０） ６，６９３ ８，０２９ ２，４１１ ７，０３４ ５，７７７

（４１．１）（４１．１） （５．４）（２５．６）（２５．６） （１．３） （３．６） （２．５）（２１．３）（２５．６） （７．７）（２２．４）（１８．４）

盛岡市
４３０ ８１ ８１ ４ ４６ ４６ １ ４ （３） ４５ ５２ １１ ４７ ３５

（１８．８）（１８．８） （０．９）（１０．７）（１０．７） （０．２） （０．９） （０．７）（１０．５）（１２．１） （２．６）（１０．９） （８．１）

紫波町
６５７ ６５０ ６５０ １１２ ４４４ ４４４ １３ ７２ （５９） ３１４ ３８６ １２４ ３５７ ３００

（９８．９）（９８．９）（１７．０）（６７．６）（６７．６） （２．０）（１１．０） （９．０）（４７．８）（５８．８）（１８．９）（５４．３）（４５．７）

矢巾町
１，７４９ ４２８ ４２８ ４１ ２５３ ２５３ １５ ３３ （２０） ２２６ ２６３ ６２ ２１９ １４１

（２４．５）（２４．５） （２．３）（１４．５）（１４．５） （０．９） （１．９） （１．１）（１２．９）（１５．０） （３．５）（１２．５） （８．１）

八幡平市
２，２５０ ４３６ ４３６ ５３ ２４９ ２４９ ２４ ３８ （１６） ２２０ ２５４ ８１ ２４３ １３５

（１９．４）（１９．４） （２．４）（１１．１）（１１．１） （１．１） （１．７） （０．７） （９．８）（１１．３） （３．６）（１０．８） （６．０）

葛巻町
８１６ １７７ １７７ ２１ １０７ １０７ ３ １４ （１１） ８６ １１１ ４４ １０１ ９１

（２１．７）（２１．７） （２．６）（１３．１）（１３．１） （０．４） （１．７） （１．３）（１０．５）（１３．６） （５．４）（１２．４）（１１．２）

岩手町
１，２４９ ２５１ ２５１ ３２ １３４ １３４ ７ ２６ （２０） １４９ １６３ ５７ １５０ １１３

（２０．１）（２０．１） （２．６）（１０．７）（１０．７） （０．６） （２．１） （１．６）（１１．９）（１３．１） （４．６）（１２．０） （９．０）

花巻市
２，６８３ ２，６７５ ２，６７５ ３５９ １，７００ １，７００ ８６ ２８７ （２１１） １，４０６ １，７２７ ５１７ １，４９７ １，３３６

（９９．７）（９９．７）（１３．４）（６３．４）（６３．４） （３．２）（１０．７） （７．９）（５２．４）（６４．４）（１９．３）（５５．８）（４９．８）

北上市
９１２ ８９９ ８９９ １１８ ５３６ ５３６ ２２ ６９ （４９） ４９４ ６０２ １４０ ５２５ ４１０

（９８．６）（９８．６）（１２．９）（５８．８）（５８．８） （２．４） （７．６） （５．４）（５４．２）（６６．０）（１５．４）（５７．６）（４５．０）

西和賀町
１６６ １６５ １６５ ２４ １１７ １１７ ３ １９ （１７） ７７ １０２ ４０ ８９ ８１

（９９．４）（９９．４）（１４．５）（７０．５）（７０．５） （１．８）（１１．４）（１０．２）（４６．４）（６１．４）（２４．１）（５３．６）（４８．８）

奥州市
４３ ４３ ４３ ３ ３２ ３２ ３ ５ （３） ２２ ２５ １２ ２７ ２２

（１００．０）（１００．０） （７．０）（７４．４）（７４．４） （７．０）（１１．６） （７．０）（５１．２）（５８．１）（２７．９）（６２．８）（５１．２）

金ケ崎町
１，０８０ ２２９ ２２９ ３０ １４０ １４０ １４ ２１ （９） １１８ １３８ ３６ １４０ １２３

（２１．２）（２１．２） （２．８）（１３．０）（１３．０） （１．３） （１．９） （０．８）（１０．９）（１２．８） （３．３）（１３．０）（１１．４）

一関市
７１３ ６４２ ６４２ ８２ ３７５ ３７５ １３ ５０ （３８） ３７６ ４２２ １１５ ３４２ ３１０

（９０．０）（９０．０）（１１．５）（５２．６）（５２．６） （１．８） （７．０） （５．３）（５２．７）（５９．２）（１６．１）（４８．０）（４３．５）

平泉町
１３４ １０８ １０８ １１ ６９ ６９ ４ ６ （２） ５９ ７３ ２１ ６２ ４８

（８０．６）（８０．６） （８．２）（５１．５）（５１．５） （３．０） （４．５） （１．５）（４４．０）（５４．５）（１５．７）（４６．３）（３５．８）

藤沢町
３０６ ２９９ ２９９ ４８ １８４ １８４ １０ ２１ （１２） １７３ ２０４ ７９ １８１ １２０

（９７．７）（９７．７）（１５．７）（６０．１）（６０．１） （３．３） （６．９） （３．９）（５６．５）（６６．７）（２５．８）（５９．２）（３９．２）

陸前高田市
７６ ４９ ４９ １ ３０ ３０ ４ ５ （１） １７ ３０ ２ １２ １２
（６４．５）（６４．５） （１．３）（３９．５）（３９．５） （５．３） （６．６） （１．３）（２２．４）（３９．５） （２．６）（１５．８）（１５．８）

大船渡市
１，７５９ ２８３ ２８３ １３ １５１ １５１ ９ １１ （２） １６３ １８７ ３５ １３６ ７６

（１６．１）（１６．１） （０．７） （８．６） （８．６） （０．５） （０．６） （０．１） （９．３）（１０．６） （２．０） （７．７） （４．３）

遠野市
２，５７０ ５９０ ５９０ ８３ ３６５ ３６５ ２３ ６０ （３９） ３２３ ３７６ １２０ ３３２ ３００

（２３．０）（２３．０） （３．２）（１４．２）（１４．２） （０．９） （２．３） （１．５）（１２．６）（１４．６） （４．７）（１２．９）（１１．７）

釜石市
３，７６０ ５９２ ５９２ ２９ ３８９ ３８９ ３１ ７４ （４７） ２３８ ３１４ ６４ １５８ ８３

（１５．７）（１５．７） （０．８）（１０．３）（１０．３） （０．８） （２．０） （１．３） （６．３） （８．４） （１．７） （４．２） （２．２）

大槌町
２９５ ２９５ ２９５ ４０ １９９ １９９ ４ １２ （８） １４１ １８２ ６０ １４４ １３０

（１００．０）（１００．０）（１３．６）（６７．５）（６７．５） （１．４） （４．１） （２．７）（４７．８）（６１．７）（２０．３）（４８．８）（４４．１）

宮古市
８９５ ８４６ ８４６ ９３ ４８９ ４８９ ２８ ５８ （３２） ４６８ ５３３ １１３ ４５６ ３４０

（９４．５）（９４．５）（１０．４）（５４．６）（５４．６） （３．１） （６．５） （３．６）（５２．３）（５９．６）（１２．６）（５０．９）（３８．０）

山田町
１，９５３ ４５２ ４５２ ８６ ３０６ ３０６ １８ ４３ （２９） １９９ ２５４ １１０ ２１５ １７５

（２３．１）（２３．１） （４．４）（１５．７）（１５．７） （０．９） （２．２） （１．５）（１０．２）（１３．０） （５．６）（１１．０） （９．０）

川井村
４３ ４２ ４２ ８ ２５ ２５ １ ４ （３） ２４ ２８ １５ ２４ ２３
（９７．７）（９７．７）（１８．６）（５８．１）（５８．１） （２．３） （９．３） （７．０）（５５．８）（６５．１）（３４．９）（５５．８）（５３．５）

岩泉町
１８２ １７７ １７７ ２３ １３３ １３３ ４ １４ （１０） ６９ ８８ ４１ ９１ ８２

（９７．３）（９７．３）（１２．６）（７３．１）（７３．１） （２．２） （７．７） （５．５）（３７．９）（４８．４）（２２．５）（５０．０）（４５．１）

洋野町
４００ ２１９ ２１９ １８ １５１ １５１ ３ １０ （７） １０９ １３０ ３１ １１２ ８５

（５４．８）（５４．８） （４．５）（３７．８）（３７．８） （０．８） （２．５） （１．８）（２７．３）（３２．５） （７．８）（２８．０）（２１．３）

普代村
２７２ ３２ ３２ ５ ２３ ２３ １ １ （０） １５ １５ １１ １８ １４

（１１．８）（１１．８） （１．８） （８．５） （８．５） （０．４） （０．４） （０） （５．５） （５．５） （４．０） （６．６） （５．１）

野田村
１６ ６ ６ ２ ４ ４ ０ ０ （０） ３ ４ ２ ５ ５

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

久慈市
３５４ ３３５ ３３５ ４８ １９８ １９８ ８ ２７ （２１） １７７ １９８ ５２ １６９ １５０

（９４．６）（９４．６）（１３．６）（５５．９）（５５．９） （２．３） （７．６） （５．９）（５０．０）（５５．９）（１４．７）（４７．７）（４２．４）

二戸市
２，９７４ ７８８ ７８８ ９９ ４６３ ４６３ ２６ ５７ （３５） ４０４ ４６５ １３７ ５０３ ４０１

（２６．５）（２６．５） （３．３）（１５．６）（１５．６） （０．９） （１．９） （１．２）（１３．６）（１５．６） （４．６）（１６．９）（１３．５）

軽米町
２８４ ２７１ ２７１ ３５ １７０ １７０ ５ ２７ （２２） １４０ １７３ ５３ １５４ １５０

（９５．４）（９５．４）（１２．３）（５９．９）（５９．９） （１．８） （９．５） （７．７）（４９．３）（６０．９）（１８．７）（５４．２）（５２．８）

一戸町
２，１４２ ６３２ ６３２ １２０ ４１５ ４１５ １０ ５１ （４３） ３２５ ４００ １７２ ４０６ ３６１

（２９．５）（２９．５） （５．６）（１９．４）（１９．４） （０．５） （２．４） （２．０）（１５．２）（１８．７） （８．０）（１９．０）（１６．９）

九戸村
２１１ ２１０ ２１０ ３９ １４１ １４１ ３ １４ （１１） １１３ １３０ ５４ １１９ １２５

（９９．５）（９９．５）（１８．５）（６６．８）（６６．８） （１．４） （６．６） （５．２）（５３．６）（６１．６）（２５．６）（５６．４）（５９．２）
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Ⅵ 追跡調査結果

１．胃がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

２．肺がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

３．子宮がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

４．乳がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

５．大腸がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

６．前立腺特異抗原検診追跡調査結果
（平成２０年度）

７．至急連絡による追跡調査結果
（平成２０年度）

８．肝炎ウイルス検診追跡調査結果



追跡調査は、各種検査で要精密検査と判断したものを確実に医療機関につな
ぐことと、更にその診断結果を把握することで健康診断の精度向上をはかる
ことを目的としている。現在、地域保健部門では実施市町村の保健師が精密
検査未受診者に直接働きかけ、受診状況の確認および受診勧奨を行っている。
また、人間ドック部門では受診後３～４カ月を目安に精密検査未受診者に対
して受診確認の文書を送付し、受診状況を把握するとともに受診を勧奨して
いる。これに比較して産業保健部門では専門的な知識を持ったスタッフの配
置が少ないため、他部門のように精密検査未受診者に対しての調査、受診勧
奨が徹底出来ない状況にある。
当協会では、受診情報をもとに医療機関へ直接に結果を問い合わせるなど、
回収率の向上に努めている。

■実施状況
主な検査・検診の平成２０年度追跡調査結果を表に
した。精密検査受診率は、性別にみると男性に比
べ女性が高くなっている。また、検診別では肺が
ん検診が最も高く８９．５％、最も低いのが大腸がん
検診６０．６％と検診により大きな差があった。部門
別では、地域保健部門が７０％を超え、以下の人間
ドック部門、産業保健部門と続いている。

精密検査受診率については、医療機関からの回答
率も大きく関係する。地域保健・一日人間ドック
については得られた情報をもとに医療機関に問い
合わせるなどして回収率の向上に努めている。

なお、追跡調査の集計において、対象者から精密
検査受診の報告があっても、医療機関から診断結
果の報告がないものについては未受診者とし、精
密検査受診者数には含めていない。

■追跡調査の対象とする条件
１．①～⑭に関してｃ判定および医師の指示
２．⑮に関して基準値を越えたものおよび医師の
指示

３．健診実施団体が追跡調査実施に同意している
こと

■追跡調査対象検査項目
①胃がん検診（胃部Ｘ線検査）
②肺がん検診（胸部Ｘ線検査・喀痰細胞診検査）
③子宮がん検診（子宮内診検査・子宮頚部細胞診
検査・子宮体部細胞診検査）
④乳がん検診（乳房視触診検査・乳房Ｘ線検査・
乳房超音波検査）
⑤大腸がん検診（便潜血反応検査）
⑥前立腺特異抗原検診（前立腺特異抗原検査）
⑦甲状腺視触診検査・甲状腺超音波検査
⑧ＡＦＰ検査
⑨腹部超音波検査
⑩膀胱超音波検査
⑪心臓血管系超音波検査
⑫胸部ＣＴ検査
⑬脳ＭＲＩ検査
⑭肝炎ウイルス検査
⑮血液一般検査・生化学的検査・眼底検査・心電
図検査の至急連絡

■追跡調査結果の流れ
１．対象者に対して、精密検査受診勧奨文書と医
療機関宛の紹介状（診断名報告用連絡票を同
封）を発行する。
２．精密検査実施医療機関から診断名などの報告
を受ける。
３．個々に記録を整備し、結果を解析する。

追跡調査結果

�
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果
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１．胃がん検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
当協会の胃がん検診（胃部Ｘ線検査）は、産業保健と一日人間ドックで全体の９９％以上を占める。要精
密検査率は全体の７．７％、精密検査受診率は６９．０％であった。精密検査受診者３，３００人のうち、胃がんと
診断されたのは４１人、うち７８．０％が早期がんであった。性別・年代別では６０歳以上の男性のがん発見率
が特に高い。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数
要精

検者数
要精検率

精検

受診者数

精検

受診率
胃 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ６２，０４１ ４，７８６ ７．７％ ３，３００ ６９．０％ ４１ ３２ ７

～２９歳 ３０６ ３ １．０％ ２ － ０ ０ ０

３０～３４ １，１４１ ３３ ２．９％ ２６ ７８．８％ ０ ０ ０

３５～３９ ５，５３８ ２３６ ４．３％ １３７ ５８．１％ ０ ０ ０

４０～４４ ６，５３８ ３３５ ５．１％ ２０３ ６０．６％ ０ ０ ０

４５～４９ ６，９９２ ５２６ ７．５％ ３３０ ６２．７％ ２ ２ ０

５０～５４ ６，４５２ ６７２ １０．４％ ３９０ ５８．０％ ２ １ ０

男 ５５～５９ ６，４４３ ７５８ １１．８％ ４６１ ６０．８％ ５ ５ ０

６０～６４ ３，５８１ ４７０ １３．１％ ３３８ ７１．９％ １２ ６ ５

６５～６９ １，５２３ ２３４ １５．４％ １９０ ８１．２％ ７ ７ ０

７０～７４ ８６１ １３３ １５．４％ １１２ ８４．２％ ３ ２ １

７５～７９ ３４９ ４３ １２．３％ ３７ ８６．０％ １ ０ １

８０歳～ １１８ １６ １３．６％ １２ － １ １ ０

小計 ３９，８４２ ３，４５９ ８．７％ ２，２３８ ６４．７％ ３３ ２４ ７

～２９歳 ２１０ ８ ３．８％ ６ － ０ ０ ０

３０～３４ ６０４ １８ ３．０％ １４ － ０ ０ ０

３５～３９ ２，９４６ ９１ ３．１％ ７１ ７８．０％ ０ ０ ０

４０～４４ ３，６０８ １５２ ４．２％ １１９ ７８．３％ ２ ２ ０

４５～４９ ３，９２９ ２１６ ５．５％ １５６ ７２．２％ ２ ２ ０

５０～５４ ３，８１２ ２３９ ６．３％ １８２ ７６．２％ ２ ２ ０

女 ５５～５９ ３，４５７ ２６５ ７．７％ ２１９ ８２．６％ １ １ ０

６０～６４ １，７６０ １５９ ９．０％ １３４ ８４．３％ ０ ０ ０

６５～６９ １，０５９ ９３ ８．８％ ８４ ９０．３％ １ １ ０

７０～７４ ６００ ６４ １０．７％ ５８ ９０．６％ ０ ０ ０

７５～７９ １７９ １９ １０．６％ １６ － ０ ０ ０

８０歳～ ３５ ３ ８．６％ ３ － ０ ０ ０

小計 ２２，１９９ １，３２７ ６．０％ １，０６２ ８０．０％ ８ ８ ０

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率
精検

受診者数

精検

受診率
胃 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ６２，０４１ ４，７８６ ７．７％ ３，３００ ６９．０％ ４１ ３２ ７

地域保健 ４２３ ４１ ９．７％ ３０ ７３．２％ ０ ０ ０

産業保健 ４３，６２８ ２，９１９ ６．７％ １，８２５ ６２．５％ １７ １３ ３

一日人間ドック １７，９９０ １，８２６ １０．２％ １，４４５ ７９．１％ ２４ １９ ４
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その他：食道がん� 含む

男６０～６４歳 その他：食道がん� 含む

（備考）がん発見率（％）＝胃がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝胃がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 検 結 果 内 訳
がん

発見率

陽性反応

適中度
胃がん

疑い
胃ポリープ 胃潰瘍 その他 異常なし 不 明

期別不明

２ ２ ４１３ １８９ １，８１３ ８４０ ２ ０．０７％ １．２４％

０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０％ －

０ １ １ ３ １０ １１ ０ ０％ －

０ ０ １０ ６ ８１ ４０ ０ ０％ ０％

０ ０ ２１ １３ １１０ ５８ １ ０％ ０％

０ １ ２３ ３０ ２０１ ７３ ０ ０．０３％ ０．６１％

１ ０ ３０ ２７ ２４８ ８３ ０ ０．０３％ ０．５１％

０ ０ ４５ ３８ ２８１ ９２ ０ ０．０８％ １．０８％

１ ０ ３４ ２２ ２１５ ５５ ０ ０．３４％ ３．５５％

０ ０ １８ ８ １１１ ４６ ０ ０．４６％ ３．６８％

０ ０ １５ ２ ６０ ３２ ０ ０．３５％ ２．６８％

０ ０ ７ ０ ２３ ６ ０ ０．２９％ ２．７０％

０ ０ １ ０ １０ ０ ０ ０．８５％ －

２ ２ ２０５ １４９ １３５１ ４９７ １ ０．０８％ １．４７％

０ ０ ２ ０ １ ３ ０ ０％ －

０ ０ ４ ０ １ ９ ０ ０％ －

０ ０ １６ １ ２３ ３１ ０ ０％ ０％

０ ０ ２２ ３ ４６ ４６ ０ ０．０６％ １．６８％

０ ０ ２５ ８ ７１ ５０ ０ ０．０５％ １．２８％

０ ０ ３２ １０ ７７ ６１ ０ ０．０５％ １．１０％

０ ０ ４８ ８ ９２ ７０ ０ ０．０３％ ０．４６％

０ ０ ２３ ２ ７３ ３６ ０ ０％ ０％

０ ０ ２１ ６ ３７ １９ ０ ０．０９％ １．１９％

０ ０ １２ ２ ３３ １１ ０ ０％ ０％

０ ０ ２ ０ ６ ７ １ ０％ －

０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０％ －

０ ０ ２０８ ４０ ４６２ ３４３ １ ０．０４％ ０．７５％

精 検 結 果 内 訳
がん

発見率

陽性反応

適中度
胃がん

疑い
胃ポリープ 胃潰瘍 その他 異常なし 不 明

期別不明

２ ２ ４１３ １８９ １，８１３ ８４０ ２ ０．０７％ １．２４％

０ ０ ７ １ １６ ６ ０ ０％ ０％

１ ２ １８８ １２６ ９９６ ４９５ １ ０．０４％ ０．９３％

１ ０ ２１８ ６２ ８０１ ３３９ １ ０．１３％ １．６６％
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２．肺がん検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
胸部Ｘ線検査の要精密検査率は１．９％、精密検査受診率は８９．５％であった。精密検査受診者１，１６５人のう
ち原発性肺がんは４１人、転移性肺がん２人、肺がん疑い５人であった。がん発見率は男女とも従来に比
べ高い傾向にあった。

喀痰細胞診検査の要精密検査率は０．２％、精密検査受診者１５人のうち原発性肺がん７人、がん発見率０．０９
％であった。

【胸部Ｘ線検査】

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率
精検

受診者数

精検

受診率 原発性肺がん 転移性肺がん

計 ６８，５３５ １，３０１ １．９％ １，１６５ ８９．５％ ４１ ２

地域保健 ４１，８２８ １，０３６ ２．５％ ９４８ ９１．５％ ２８ ２

産業保健 ８，２０７ ８１ １．０％ ６１ ７５．３％ ４ ０

一日人間ドック １８，５００ １８４ １．０％ １５６ ８４．８％ ９ ０

性
別 年齢区分 検査人数 要精検者数 要精検率

精検

受診者数

精検

受診率 原発性肺がん 転移性肺がん

計 ６８，５３５ １，３０１ １．９％ １，１６５ ８９．５％ ４１ ２

～３９歳 ２，６９２ １１ ０．４％ ８ － ０ ０

４０～４４ ２，８９２ ２８ １．０％ ２１ － ０ ０

４５～４９ ３，４０６ ４０ １．２％ ２９ ７２．５％ １ ０

５０～５４ ４，０１９ ４０ １．０％ ２９ ７２．５％ ０ ０

５５～５９ ５，０７８ ７４ １．５％ ５８ ７８．４％ ２ ０

男 ６０～６４ ４，５８８ ８４ １．８％ ６６ ７８．６％ ３ ０

６５～６９ ３，９０１ １０１ ２．６％ ９０ ８９．１％ ４ ０

７０～７４ ３，７２８ １２１ ３．２％ １１０ ９０．９％ ４ １

７５～７９ ２，５７５ １１１ ４．３％ １０２ ９１．９％ ８ ０

８０歳～ １，２４９ ８１ ６．５％ ８０ ９８．８％ ５ １

小計 ３４，１２８ ６９１ ２．０％ ５９３ ８５．８％ ２７ ２

～３９歳 １，６１５ ８ ０．５％ ８ － ０ ０

４０～４４ ２，３２３ １６ ０．７％ １５ － １ ０

４５～４９ ２，８２９ ２５ ０．９％ ２２ － １ ０

５０～５４ ３，７６９ ３９ １．０％ ３６ ９２．３％ ２ ０

５５～５９ ５，４９６ ７３ １．３％ ６７ ９１．８％ ３ ０

女 ６０～６４ ５，７１８ ８１ １．４％ ７４ ９１．４％ ３ ０

６５～６９ ４，５４７ ９１ ２．０％ ８７ ９５．６％ ０ ０

７０～７４ ４，２８８ １１９ ２．８％ １１４ ９５．８％ １ ０

７５～７９ ２，６１２ １０１ ３．９％ ９５ ９４．１％ １ ０

８０歳～ １，２１０ ５７ ４．７％ ５４ ９４．７％ ２ ０

小計 ３４，４０７ ６１０ １．８％ ５７２ ９３．８％ １４ ０
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（備考）がん発見率（％）＝原発性肺がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝原発性肺がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 密 検 査 結 果 がん

発見率

陽性反応

適中度肺がん疑い 縦隔腫瘍 肺結核 その他 異常なし 不 明

５ １ ３ ６９１ ４１７ ５ ０．０６％ ３．５２％

５ ０ ２ ５８２ ３２５ ４ ０．０７％ ２．９５％

０ １ １ ２３ ３１ １ ０．０５％ ６．５６％

０ ０ ０ ８６ ６１ ０ ０．０５％ ５．７７％

精 密 検 査 結 果 がん

発見率

陽性反応

適中度肺がん疑い 縦隔腫瘍 肺結核 その他 異常なし 不 明

５ １ ３ ６９１ ４１７ ５ ０．０６％ ３．５２％

０ ０ ０ ４ ４ ０ ０％ －

０ ０ ０ １０ １１ ０ ０％ －

０ １ ０ １５ １２ ０ ０．０３％ －

０ ０ １ １１ １６ １ ０％ －

１ ０ ０ ３１ ２４ ０ ０．０４％ ３．４５％

０ ０ １ ３９ ２３ ０ ０．０７％ ４．５５％

２ ０ ０ ５０ ３４ ０ ０．１０％ ４．４４％

０ ０ １ ７４ ２９ １ ０．１１％ ３．６４％

０ ０ ０ ６４ ３０ ０ ０．３１％ ７．８４％

０ ０ ０ ６２ １１ １ ０．４０％ ６．２５％

３ １ ３ ３６０ １９４ ３ ０．０８％ ４．５５％

０ ０ ０ ２ ６ ０ ０％ －

０ ０ ０ ６ ８ ０ ０．０４％ －

０ ０ ０ １０ １１ ０ ０．０４％ －

０ ０ ０ １７ １７ ０ ０．０５％ ５．５６％

０ ０ ０ ２８ ３６ ０ ０．０５％ ４．４８％

０ ０ ０ ５０ ２１ ０ ０．０５％ ４．０５％

０ ０ ０ ４９ ３８ ０ ０％ ０％

０ ０ ０ ６８ ４５ ０ ０．０２％ ０．８８％

１ ０ ０ ６５ ２７ １ ０．０４％ １．０５％

１ ０ ０ ３６ １４ １ ０．１７％ ３．７０％

２ ０ ０ ３３１ ２２３ ２ ０．０４％ ２．４５％
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【喀痰細胞診検査】

表３ 精密検査受診状況

表４ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数

肺 癌 学 会 基 準 分 類
要精検

者数
要精検率

精検

受診者数Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

計 ７，９２３ ４０７ ７，４５５ ４２ １４ ５ １９ ０．２％ １５

地域保健 ３，００９ ８１ ２，９０１ １７ ７ ３ １０ ０．３％ ８

産業保健 ３，２２９ ２８０ ２，９３６ １３ ０ ０ ０ ０％ ０

一日人間ドック １，６８５ ４６ １，６１８ １２ ７ ２ ９ ０．５％ ７

性

別
年齢区分 検査人数

肺 癌 学 会 基 準 分 類
要精検

者数
要精検率

A B C D E

計 ７，９２３ ４０７ ７，４５５ ４２ １４ ５ １９ ０．２％

～３９歳 ５８５ ６０ ５２４ １ ０ ０ ０ ０％

４０～４４ ６６５ ５６ ６０７ ２ ０ ０ ０ ０％

４５～４９ ６９７ ４５ ６４７ ５ ０ ０ ０ ０％

５０～５４ １，０４１ ４９ ９８７ ４ １ ０ １ ０．１％

５５～５９ １，１７０ ３２ １，１３０ ５ ３ ０ ３ ０．３％

男 ６０～６４ ９８４ ２６ ９５２ ４ １ １ ２ ０．２％

６５～６９ ８１７ １８ ７８６ ８ ３ ２ ５ ０．６％

７０～７４ ６４２ １６ ６１６ ６ ２ ２ ４ ０．６％

７５～７９ ４３２ １７ ４０９ ４ ２ ０ ２ ０．５％

８０歳～ １８８ ７ １７６ ３ ２ ０ ２ １．１％

小計 ７，２２１ ３２６ ６，８３４ ４２ １４ ５ １９ ０．３％

～３９歳 ９４ １５ ７９ ０ ０ ０ ０ ０％

４０～４４ ９８ １２ ８６ ０ ０ ０ ０ ０％

４５～４９ ９８ １７ ８１ ０ ０ ０ ０ ０％

５０～５４ １１５ １７ ９８ ０ ０ ０ ０ ０％

５５～５９ １０６ １１ ９５ ０ ０ ０ ０ ０％

女 ６０～６４ ５９ ２ ５７ ０ ０ ０ ０ ０％

６５～６９ ５８ １ ５７ ０ ０ ０ ０ ０％

７０～７４ ３８ ４ ３４ ０ ０ ０ ０ ０％

７５～７９ ２６ １ ２５ ０ ０ ０ ０ －

８０歳～ １０ １ ９ ０ ０ ０ ０ －

小計 ７０２ ８１ ６２１ ０ ０ ０ ０ ０％

144



（備考）がん発見率（％）＝原発性肺がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝原発性肺がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精検

受診者数

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
原発性

肺がん

転移性

肺がん

肺がん

疑い
その他 異常なし 不 明

１５ － ７ ０ ０ ４ ４ ０ ０．０９％ －

０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０％

０ － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

３ － ０ ０ ０ ２ １ ０ ０％ －

１ － １ ０ ０ ０ ０ ０ ０．１０％ －

３ － ２ ０ ０ ０ １ ０ ０．２４％ －

４ － ２ ０ ０ １ １ ０ ０．３１％ －

２ － １ ０ ０ ０ １ ０ ０．２３％ －

２ － １ ０ ０ １ ０ ０ ０．５３％ －

１５ － ７ ０ ０ ４ ４ ０ ０．１０％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
原発性

肺がん

転移性

肺がん

肺がん

疑い
その他 異常なし 不 明

－ ７ ０ ０ ４ ４ ０ ０．０９％ －

－ ５ ０ ０ ２ １ ０ ０．１７％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

－ ２ ０ ０ ２ ３ ０ ０．１２％ －
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３．子宮がん検診（頚部細胞診検査）追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
頚部細胞診検査の要精密検査率は１．４％、精密検査受診率は８０．６％であった。精密検査受診者２０８人のう
ち子宮頚がんと診断されたのは１３人、うち１２人は早期がんであった。要精密検査率、がん発見率ともに、
２０～３０代が高い。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 年齢階級別精密検査受診状況

年齢区分
検査

人数

細 胞 診 ク ラ ス 分 類
要精検

者数

要精

検率Ⅰ Ⅱ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲ Ⅲｂ Ⅳ Ⅴ
判定

不能

計 １８，６２５ １，６５６ １６，６１４ ９７ ２０３ ９ ２２ ２２ ２ ０ ２５８ １．４％

～２４歳 ３５７ ６４ ２６７ ５ １８ ０ ３ ０ ０ ０ ２１ ５．９％

２５～２９ ７４０ １０８ ５９２ ８ ２９ ０ ２ １ ０ ０ ３２ ４．３％

３０～３４ １，３３１ １５０ １，１２３ １１ ３６ １ ５ ５ ０ ０ ４７ ３．５％

３５～３９ ２，１２７ ２０９ １，８４３ １９ ３８ ２ ６ ８ ２ ０ ５６ ２．６％

４０～４４ ２，３１９ ２３１ ２，０４３ ７ ２９ ２ ４ ３ ０ ０ ３８ １．６％

４５～４９ ２，４６８ ２６７ ２，１５３ １４ ２９ １ １ ３ ０ ０ ３４ １．４％

５０～５４ ２，４３０ ２２８ ２，１７７ １３ ９ １ １ １ ０ ０ １２ ０．５％

５５～５９ ２，５７９ １７７ ２，３９０ ６ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０．２％

６０～６４ １，６９１ ９６ １，５８６ ４ ４ ０ ０ １ ０ ０ ５ ０．３％

６５～６９ １，３８６ ７２ １，３０６ ６ １ １ ０ ０ ０ ０ ２ ０．１％

７０～７４ ８４６ ３７ ８０３ ２ ３ １ ０ ０ ０ ０ ４ ０．５％

７５～７９ ２９３ １５ ２７６ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

８０歳～ ５８ ２ ５５ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．７％

区 分
検査

人数

細 胞 診 ク ラ ス 分 類
要精検

者数

要精

検率Ⅰ Ⅱ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲ Ⅲｂ Ⅳ Ⅴ
判定

不能

計 １８，６２５ １，６５６ １６，６１４ ９７ ２０３ ９ ２２ ２２ ２ ０ ２５８ １．４％

地域保健 ４，３４４ ３１７ ３，９５８ ２０ ４０ ０ ５ ４ ０ ０ ４９ １．１％

産業保健 ７，４５７ ６９４ ６，５６９ ４１ １１７ ５ １６ １３ ２ ０ １５３ ２．１％

一日人間ドック ６，８２４ ６４５ ６，０８７ ３６ ４６ ４ １ ５ ０ ０ ５６ ０．８％
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（備考）がん発見率（％）＝子宮頚がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝子宮頸がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精検受

診者数

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性

反応

適中度

子 宮 頚 が ん 子宮頚
がんの
疑い

子宮

体がん
異形成 その他

異常

なし
不 明

小計 早期がん 進行がん

２０８ ８０．６％ １３ １２ １ ０ ０ １１９ ４６ ３０ ０ ０．０７％ ６．２５％

１７ － １ １ ０ ０ ０ ７ ４ ５ ０ ０．２８％ －

２８ ８７．５％ １ １ ０ ０ ０ １２ １２ ３ ０ ０．１４％ －

３９ ８３．０％ １ １ ０ ０ ０ ２８ ７ ３ ０ ０．０８％ ２．５６％

４６ ８２．１％ ６ ５ １ ０ ０ ２７ ７ ６ ０ ０．２８％ １３．０４％

２７ ７１．１％ １ １ ０ ０ ０ １８ ５ ３ ０ ０．０４％ －

３０ ８８．２％ ２ ２ ０ ０ ０ １９ ４ ５ ０ ０．０８％ ６．６７％

１２ － １ １ ０ ０ ０ ２ ５ ４ ０ ０．０４％ －

４ － ０ ０ ０ ０ ０ ３ １ ０ ０ ０％ －

４ － ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ １ ０ ０％ －

０ － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

１ － ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

精検受

診者数

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性

反応

適中度

子宮頚がん 子宮頚
がんの
疑い

子宮

体がん
異形成 その他

異常

なし
不 明

小計 早期がん 進行がん

２０８ ８０．６％ １３ １２ １ ０ ０ １１９ ４６ ３０ ０ ０．０７％ ６．２５％

３５ ７１．４％ ２ ２ ０ ０ ０ ２２ ６ ５ ０ ０．０５％ ５．７％

１３１ ８５．６％ ８ ７ １ ０ ０ ７４ ３１ １８ ０ ０．１１％ ６．１１％

４２ ７５．０％ ３ ３ ０ ０ ０ ２３ ９ ７ ０ ０．０４％ ７．１４％
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４．乳がん検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
乳がん検診の要精密検査率は４．８％、精密検査受診率は８９．１％であった。精密検査受診者８６１人のうち乳
がんは５０人であった。年代別では４０代前半からがん発見率が高くなっているのが目につく。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表１‐１ 視触診・乳房Ｘ線・超音波検査の単独及び併用方式

表１‐２ 視触診・乳房Ｘ線併用方式

表２ 年齢階級別精密検査受診状況

表２‐１ 全体（視触診・乳房Ｘ線・超音波検査の単独検診及び併用検診の合計）

表２‐２ 視触診・乳房Ｘ線併用方式

年齢区分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 １２，２７２ ５９０ ４．８％ ５２７ ８９．３％ ３４ ２３
～２９歳 １４ ０ － ０ ０ ０

３０～３４ ２９ １ － ０ － ０ ０
３５～３９ ２８５ ２１ ７．４％ １９ － ０ ０
４０～４４ １，６６０ １１４ ６．９％ １０１ ８８．６％ ６ ２
４５～４９ １，８７１ １１７ ６．３％ １０２ ８７．２％ ４ ４
５０～５４ ２，１８２ １２１ ５．５％ １０４ ８６．０％ ７ ４
５５～５９ ２，３２３ ９２ ４．０％ ８５ ９２．４％ １０ ８
６０～６４ １，５２５ ５７ ３．７％ ５２ ９１．２％ ２ １
６５～６９ １，２６１ ３９ ３．１％ ３７ ９４．９％ ４ ３
７０歳～ １，１２２ ２８ ２．５％ ２７ － １ １

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 １２，２７２ ５９０ ４．８％ ５２７ ８９．３％ ３４ ２３

地域保健 ２，２７７ ９４ ４．１％ ８９ ９４．７％ ９ ７
産業保健 ４，０３５ ２２９ ５．７％ ２０１ ８７．８％ １２ ５

一日人間ドック ５，９６０ ２６７ ４．５％ ２３７ ８８．８％ １３ １１

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 ２０，００４ ９６６ ４．８％ ８６１ ８９．１％ ５０ ３６

地域保健 ５，０７８ ２７７ ５．５％ ２６９ ９７．１％ １６ １３
産業保健 ７，５７９ ３５５ ４．７％ ３０３ ８５．４％ １７ ９

一日人間ドック ７，３４７ ３３４ ４．５％ ２８９ ８６．５％ １７ １４

年齢区分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 ２０，００４ ９６６ ４．８％ ８６１ ８９．１％ ５０ ３６
～２９歳 ３２３ ４ １．２％ ２ － ０ ０

３０～３４ ５７４ １２ ２．１％ ７ － ０ ０
３５～３９ １，６０１ ６９ ４．３％ ５４ ７８．３％ １ ０
４０～４４ ２，８２４ ２００ ７．１％ １８１ ９０．５％ ９ ５
４５～４９ ３，０９５ １９１ ６．２％ １６７ ８７．４％ １１ １０
５０～５４ ３，０１８ １５７ ５．２％ １３６ ８６．６％ ７ ４
５５～５９ ３，１３３ １３７ ４．４％ １２６ ９２．０％ １２ ９
６０～６４ ２，１０７ ８５ ４．０％ ８０ ９４．１％ ２ １
６５～６９ １，７５７ ５９ ３．４％ ５７ ９６．６％ ５ ４
７０歳～ １，５７２ ５２ ３．３％ ５１ ９８．１％ ３ ３
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（備考）がん発見率（％）＝乳がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝乳がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
７２．０％ １ １９８ ６３ ２４３ ３０２ ４ ０．２５％ ５．８１％

０ ０ １ １ ０ ０ ０％ －
０ ３ ３ ０ １ ０ ０％ －
０ １５ ６ １４ １６ ２ ０．０６％ １．８５％

５５．６％ ０ ４７ １６ ５８ ５１ ０ ０．３２％ ４．９７％
９０．９％ ０ ３４ ８ ６０ ５３ １ ０．３６％ ６．５９％
５７．１％ １ ３２ １３ ３６ ４７ ０ ０．２３％ ５．１５％
７５．０％ ０ ２９ １０ ２５ ５０ ０ ０．３８％ ９．５２％
５０．０％ ０ １８ ４ ２１ ３４ １ ０．０９％ ２．５０％
８０．０％ ０ １０ １ １３ ２８ ０ ０．２８％ ８．７７％
１００．０％ ０ １０ １ １５ ２２ ０ ０．１９％ ５．８８％

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
６７．６％ ０ １３１ ３６ １４９ １７５ ２ ０．２８％ ６．４５％

０ ０ ０ ０ ０ ０ －
０ ０ ０ ０ ０ ０ －
０ ６ １ ５ ６ １ ０％ －

３３．３％ ０ ３０ ７ ２９ ２９ ０ ０．３６％ ５．９４％
１００．０％ ０ ２４ ２ ３９ ３２ １ ０．２１％ ３．９２％
５７．１％ ０ ２４ １２ ２９ ３２ ０ ０．３２％ ６．７３％
８０．０％ ０ １９ ８ １５ ３３ ０ ０．４３％ １１．７６％
５０．０％ ０ １２ ４ １７ １７ ０ ０．１３％ ３．８５％
７５．０％ ０ ９ １ ７ １６ ０ ０．３２％ １０．８１％
１００．０％ ０ ７ １ ８ １０ ０ ０．０９％ －

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
７２．０％ １ １９８ ６３ ２４３ ３０２ ４ ０．２５％ ５．８１％
８１．３％ ０ ５３ ２０ ７６ １０４ ０ ０．３２％ ５．９５％
５２．９％ １ ７３ ２０ ８７ １０４ １ ０．２２％ ５．６１％
８２．４％ ０ ７２ ２３ ８０ ９４ ３ ０．２３％ ５．８８％

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
６７．６％ ０ １３１ ３６ １４９ １７５ ２ ０．２８％ ６．４５％
７７．８％ ０ ２７ ６ ２３ ２４ ０ ０．４０％ １０．１１％
４１．７％ ０ ５２ ９ ５９ ６８ １ ０．３０％ ５．９７％
８４．６％ ０ ５２ ２１ ６７ ８３ １ ０．２２％ ５．４９％
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５．大腸がん検診精密検査調査結果（平成２０年度）

■実施状況
大腸がん検診（便潜血反応検査）の要精密検査率は５．３％、精密検査受診率はがん検診の中でも最も低
く６０．６％であった。部門別では地域保健は８１．５％、産業保健５１．８％、一日人間ドック６８．５％であった。
精密検査受診者２，７７３人のうち大腸がんと診断されたのは１０２人、うち早期がんは６７．６％であった。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数
要精検
者数

要精検率
精検

受診者数
精検
受診率

大 腸 が ん
小計 早期がん 進行がん 期別不明

計 ８６，０２３ ４，５７９ ５．３％ ２，７７３ ６０．６％ １０２ ６９ ２６ ７

地域保健 １２，０１３ ７５３ ６．３％ ６１４ ８１．５％ ３２ ２２ ８ ２
産業保健 ５５，８６８ ２，７６１ ４．９％ １，４２９ ５１．８％ ４５ ２８ １３ ４

一日人間ドック １８，１４２ １，０６５ ５．９％ ７３０ ６８．５％ ２５ １９ ５ １

性
別

年齢区分 検査人数
要精
検者数

要精検率
精検

受診者数
精検
受診率

大 腸 が ん
小計 早期がん 進行がん 期別不明

計 ８６，０２３ ４，５７９ ５．３％ ２，７７３ ６０．６％ １０２ ６９ ２６ ７

～３９歳 ８，４２１ ３５０ ４．２％ １８５ ５２．９％ １ １ ０ ０
４０～４４ ７，８２０ ３６５ ４．７％ １９９ ５４．５％ ２ ２ ０ ０
４５～４９ ８，６１３ ４００ ４．６％ ２００ ５０．０％ ５ ３ １ １
５０～５４ ８，５４１ ５２６ ６．２％ ２３１ ４３．９％ １４ ９ ３ ２
５５～５９ ８，９２６ ５８３ ６．５％ ３０４ ５２．１％ １６ １３ ２ １

男 ６０～６４ ５，０３８ ３７７ ７．５％ ２３７ ６２．９％ １０ ６ ３ １
６５～６９ ２，６１５ ２０６ ７．９％ １４３ ６９．４％ ６ ３ ２ １
７０～７４ １，８７８ １７９ ９．５％ １３６ ７６．０％ ４ ３ １ ０
７５～７９ １，０９２ ９０ ８．２％ ７４ ８２．２％ ６ ５ ０ １
８０歳～ ４５６ ５９ １２．９％ ４８ ８１．４％ ４ ２ ２ ０
小計 ５３，４００ ３，１３５ ５．９％ １，７５７ ５６．０％ ６８ ４７ １４ ７

～３９歳 ４，３８３ １９７ ４．５％ １１０ ５５．８％ ０ ０ ０ ０
４０～４４ ４，１４２ １７８ ４．３％ ９２ ５１．７％ ０ ０ ０ ０
４５～４９ ４，８８０ １８９ ３．９％ １０７ ５６．６％ １ １ ０ ０
５０～５４ ５，２６７ １９８ ３．８％ １３４ ６７．７％ ２ １ １ ０
５５～５９ ５，２４６ ２１３ ４．１％ １６４ ７７．０％ ６ ３ ３ ０

女 ６０～６４ ３，００３ １１６ ３．９％ ９６ ８２．８％ １ １ ０ ０
６５～６９ ２，３６８ １１５ ４．９％ ９９ ８６．１％ １４ ９ ５ ０
７０～７４ １，９１３ １２７ ６．６％ １１４ ８９．８％ ２ １ １ ０
７５～７９ １，０１９ ７２ ７．１％ ６６ ９１．７％ ４ ３ １ ０
８０歳～ ４０２ ３９ ９．７％ ３４ ８７．２％ ４ ３ １ ０
小計 ３２，６２３ １，４４４ ４．４％ １，０１６ ７０．４％ ３４ ２２ １２ ０
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（備考）がん発見率（％）＝大腸がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝大腸がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 検 結 果 内 訳
がん
発見率

陽性反応
適中度

大腸がん
疑い

ポリープ クローン病
潰瘍性
大腸炎

大腸憩室 痔疾患
その他
の疾患

異常なし 不 明

０ １，１５５ ３ ２５ ８９ ３６０ ８４ ９０５ ５０ ０．１２％ ３．６８％

０ ２６４ ０ ０ １８ ７６ １９ １９１ １４ ０．２７％ ５．２１％
０ ５７３ ２ １９ ４３ １９１ ４６ ４８５ ２５ ０．０８％ ３．１５％
０ ３１８ １ ６ ２８ ９３ １９ ２２９ １１ ０．１４％ ３．４２％

精 検 結 果 内 訳
がん
発見率

陽性反応
適中度

大腸がん
疑い

ポリープ クローン病
潰瘍性
大腸炎

大腸憩室 痔疾患
その他
の疾患

異常なし 不 明

０ １，１５５ ３ ２５ ８９ ３６０ ８４ ９０５ ５０ ０．１２％ ３．６８％

０ ４５ １ ９ ４ ３２ １２ ７９ ２ ０．０１％ ０．５４％
０ ７５ １ ５ ９ ２９ ８ ６４ ６ ０．０３％ １．０１％
０ ８４ ０ ３ ９ ２３ ７ ６６ ３ ０．０６％ ２．５０％
０ １２６ １ ２ ５ １９ ５ ５５ ４ ０．１６％ ６．０６％
０ １７５ ０ ０ ９ ３５ ９ ５９ １ ０．１８％ ５．２６％
０ １４７ ０ ２ １１ ２２ ２ ４３ ０ ０．２０％ ４．２２％
０ ９１ ０ ０ ２ １１ ２ ２９ ２ ０．２３％ ４．２０％
０ ８４ ０ ０ ３ １５ ３ ２７ ０ ０．２１％ ２．９４％
０ ２９ ０ ０ ２ ８ ３ ２４ ２ ０．５５％ ８．１１％
０ ２４ ０ ０ ４ ４ ２ １０ ０ ０．８８％ ８．３３％
０ ８８０ ３ ２１ ５８ １９８ ５３ ４５６ ２０ ０．１３％ ３．８７％

０ １１ ０ ２ ３ ２０ ６ ６３ ５ ０％ ０％
０ １４ ０ １ ３ １４ ２ ５５ ３ ０％ ０％
０ ２４ ０ １ ２ １５ ４ ５６ ４ ０．０２％ ０．９３％
０ ３３ ０ ０ ４ ３１ １ ５９ ４ ０．０４％ １．４９％
０ ６０ ０ ０ ４ ２６ ６ ５７ ５ ０．１１％ ３．６６％
０ ３６ ０ ０ ６ １１ １ ４０ １ ０．０３％ １．０４％
０ ２７ ０ ０ ３ １５ ４ ３４ ２ ０．５９％ １４．１４％
０ ３６ ０ ０ ４ １５ ５ ５１ １ ０．１０％ １．７５％
０ ２２ ０ ０ １ １１ １ ２４ ３ ０．３９％ ６．０６％
０ １２ ０ ０ １ ４ １ １０ ２ １．００％ １１．７６％
０ ２７５ ０ ４ ３１ １６２ ３１ ４４９ ３０ ０．１０％ ３．３５％
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６．前立腺特異抗原検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
前立腺特異抗原検査の要精密検査率は４．２％、精密検査受診率は７６．４％であった。精密検査受診者１，０４５
人のうち前立腺がんは１８２人で、精密検査受診者の１７．４２％にあたる。このうち早期がんは６９．８％であっ
た。がん発見率は例年同様全体で０．５％を超えた。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数
要精検

者数
要精検率

精検

受診者数

精検

受診率
前 立 腺 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ３２，４６０ １，３６７ ４．２％ １，０４５ ７６．４％ １８２ １２７ ２５

地域保健 １７，１８４ ８７０ ５．１％ ７１８ ８２．５％ １４１ １０２ ２１

産業保健 ７，８５９ １７５ ２．２％ ８９ ５０．９％ １１ ２ ２

一日人間ドック ７，４１７ ３２２ ４．３％ ２３８ ７３．９％ ３０ ２３ ２

年齢区分 検査人数
要精検

者数
要精検率

精検受

診者数

精検

受診率
前 立 腺 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ３２，４６０ １，３６７ ４．２％ １，０４５ ７６．４％ １８２ １２７ ２５

～３９歳 １３９ ２ １．４％ １ － ０ ０ ０

４０～４４ １７２ １ ０．６％ ０ － ０ ０ ０

４５～４９ ７６２ ７ ０．９％ ２ － ０ ０ ０

５０～５４ ６，２１１ ８３ １．３％ ５４ ６５．１％ ８ ２ １

５５～５９ ６，９２１ １７９ ２．６％ １１０ ６１．５％ １３ １０ １

６０～６４ ５，０９２ １８６ ３．７％ １２９ ６９．４％ ２６ １８ ２

６５～６９ ５，１１０ ２５９ ５．１％ ２１１ ８１．５％ ３５ ２５ ４

７０～７４ ４，６２９ ３３５ ７．２％ ２６６ ７９．４％ ５６ ４２ ６

７５～７９ ２，３８９ ２１５ ９．０％ １８８ ８７．４％ ３０ ２４ ４

８０歳～ １，０３５ １００ ９．７％ ８４ ８４．０％ １４ ６ ７
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（備考）がん発見率（％）＝前立腺がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝前立腺がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
前立腺

がん疑い

前立腺

肥大症
前立腺炎 その他 異常なし 不 明

期別不明

３０ ２１ ４７０ ４３ １９ ２５４ ５６ ０．５６％ １７．４２％

１８ １１ ３２３ ２３ １１ １６４ ４５ ０．８２％ １９．６４％

７ ４ ２９ ４ ２ ３８ １ ０．１４％ １２．３６％

５ ６ １１８ １６ ６ ５２ １０ ０．４０％ １２．６１％

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
前立腺

がん疑い

前立腺

肥大症
前立腺炎 その他 異常なし 不 明

期別不明

３０ ２１ ４７０ ４３ １９ ２５４ ５６ ０．５６％ １７．４２％

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％ －

０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０％ －

５ ２ １２ ４ ２ ２６ ０ ０．１３％ １４．８１％

２ ４ ４０ ６ ３ ４４ ０ ０．１９％ １１．８２％

６ ２ ５０ １１ １ ３３ ６ ０．５１％ ２０．１６％

６ ３ １０９ ４ ４ ４５ １１ ０．６８％ １６．５９％

８ ５ １２６ ９ １ ５８ １１ １．２１％ ２１．０５％

２ ５ ９１ ７ ５ ３２ １８ １．２６％ １５．９６％

１ ０ ４１ ２ ３ １４ １０ １．３５％ １６．６７％
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７．至急連絡による追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
当協会では、血液検査、心電図検査、眼底検査で緊急を要する所見が認められたものについて「至急連
絡」としている。これは結果報告を待たず、該当する項目の結果のみを報告し、直ちに医療機関を受診
するよう促している。ここでは平成２０年度検診実施分の至急連絡追跡調査結果を、産業保健と地域保健
に分けて掲載した。

地域保健では貧血検査によるものが最も多く、対象者は全体の０．０９％、次いで血糖検査と肝機能検査が
それぞれ０．０６％、０．０５％であった（表１‐１）。

産業保健では肝機能検査によるものが最も多く０．０９％、次いで貧血検査と尿酸検査がそれぞれ０．０６％、
０．０５％であった（表１‐２）。

表１ 部門別・項目別至急連絡追跡調査検査

表１‐１ 地域保健部門

検査項目 基 準 値 検査人数
精検

対象者数
回答数

Ｃ型肝炎�
自己免疫性肝炎�

肝 機 能
AST：２００U/l以上 ８６，１４８ ４７ ３８ 肝機能障害�
ALT：２００U/l以上 （０．０５％） （８０．９％） 胆のう結石�

痛風�
特記所見なし�

腎 機 能
BUN：４０㎎／�以上 ３９，７１３ ６ ５ 慢性腎不全�
Cre：４．０㎎／�以上 （０．０２％） （８３．３％） 高血圧�

尿 酸 UA：１１．０㎎／�以上
３８，２４９ １２ １０ 高尿酸血症�

（０．０３％） （８３．３％） 本態性高血圧�

血 糖
空腹時：３００㎎／�以上 ８５，６７３ ５３ ４４ 糖尿病�
随時：４００㎎／�以上 （０．０６％） （８３．０％） 肝機能障害�

貧 血

RBC：２００×１０４/�以下
Hb：７．０g／�以下
Ht：２５％以下

４９，１７８

鉄欠乏性貧血�
４５ ３６ 子宮筋腫	

（０．０９％） （８０．０％） 白血病�
消化管からの出血疑い�

－ １４ １２

（８５．７％）

白血病�
白 血 球 医師の判断 白血球減少症	

アルコール性肝硬変�

血 小 板 医師の判断
－ １１ ９ 本態性血小板血症�

（８１．８％） 肝硬変�
心筋梗塞�

心 電 図 医師の判断
４５，０８７ １４ １４ 発作性心房粗動�

（０．０３％） （１００．０％） 心室性期外収縮�
完全房室ブロック�

眼 底 医師の判断
３４，１６０ １５ １２ 糖尿病網膜症�

（０．０４％） （８０．０％） 白内障�
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平成２２年３月３１日現在

診断名内訳（重複回答あり）

Ｃ型慢性肝炎� 慢性肝炎� 急性肝炎�
アルコール性肝硬変� アルコール性肝障害� アルコール性肝障害疑い�
一過性肝機能障害� 脂肪肝� 薬害性肝障害疑い�
高脂血症� 脂質異常症� 高尿酸血症�
胃潰瘍� 糖尿病� 糖尿病疑い�

腎性貧血� 高カリウム血症� 慢性腎炎�
※対象者のうち、１名人工透析中

痛風� 痛風関節炎� 耐糖能異常�
慢性腎炎� ※対象者のうち、１名治療中

高脂血症� 脂肪肝� アルコール性肝障害�
甲状腺機能低下症� 高尿酸血症�
貧血� ビタミンＢ１２欠乏性貧血� 慢性腎不全�
大腸がん� 結腸がん� 胃潰瘍�
くも膜下出血� 脾腫� 骨髄異型性症候群�

成人Ｔ細胞白血病� 慢性骨髄性白血病� 慢性リンパ性白血病�
鉄欠乏性貧血� 溶血性貧血� 肝硬変�
くも膜下出血� 骨髄異型性症候群疑い�
本態性血小板増加症� 血小板増加症� 原発性血小板症疑い�
アルコール性肝硬変� 特発性血小板減少性紫斑病�
心房粗動� 洞不全症候群� 急性冠性症候群�
発作性心房細動� 発作性心室頻拍� 上室性期外収縮�
洞調律� 肺動脈狭窄症術後� 陳旧性心筋梗塞�
高血圧性心疾患疑い� 高血圧�
網膜中心静脈閉鎖症� 網膜静脈分枝閉鎖症� 硝子体出血�
緑内障� 黄斑部浮腫� その他病変�
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表１‐２ 産業保健部門

検査項目 基 準 値 検査人数
精検

対象者数
回答数

B型慢性肝炎�
アルコール性慢性肝炎�
急性肝炎�

肝 機 能
AST：２００U/l以上 １８２，１９９ １６８ １１８ 一過性肝機能障害�
ALT：２００U/l以上 （０．０９％） （７０．２％） アルコール性肝障害疑い�

慢性膵炎�
糖尿病�
脂肪肝�

腎 機 能
BUN：４０㎎/�以上 ９０，６１３ ４ ２ 慢性腎炎�
Cre：４．０㎎/�以上 （０．００％） （５０．０％） 脂質異常症�

９４，１６７ ４４

（０．０５％）

３５

（７９．５％）

高尿酸血症�
尿 酸 UA：１１．０㎎/�以上 脂肪肝�

アルコール性肝炎�

空腹時：３００㎎/�以上
随時：４００㎎/�以上

１２６，４７６ ５５

（０．０４％）

３８

（６９．１％）

糖尿病�
血 糖 脂質異常症�

脂肪肝疑い�

貧 血

RBC：２００×１０４/�以下
Hb：７．０g/�以下
Ht：２５％以下

１８１，７７７ １１３

（０．０６％）

８５

（７５．２％）

鉄欠乏性貧血	
脾腫�
胃がん�
子宮腫瘍�
急性骨髄性白血病�

白 血 球 医師の判断
－ ２６ ２０ 白血球増加�

（７６．９％） 真性赤血球増加症�
アレルギー性鼻炎�

血 小 板 医師の判断
－ １３ ６ 血小板増加症�

（４６．２％） 慢性骨髄性白血病�
無症候性心筋虚血�
タコツボ型心筋症疑い�

心 電 図 医師の判断
１７２，４９６ ２４ １９ 非発作性心室頻拍�

（０．０１％） （７９．２％） 大動脈二尖弁症�
二枝ブロック�
高血圧�

５１，４３４ ２２

（０．０４％）

１４

（６３．６％）

眼底出血�
眼 底 医師の判断 黒色腫�

強度近視�

胸部Ｘ線 医師の判断
－ ５ ５ 結核�

（１００．０％） 両結節状陰影�

胃部Ｘ線 医師の判断
－ １ １

胃がん�
（１００．０％）

乳房Ｘ線 医師の判断
－ ８ ７

乳がん�
（８７．５％）

腹 部

超 音 波
医師の判断

－ ４ ４
腎細胞がん�

（１００．０％）
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平成２２年３月３１日現在

診断名内訳（重複回答あり）

Ｃ型肝炎� Ｃ型慢性肝炎� アルコール性肝炎�
非アルコール性脂肪性肝炎� 非アルコール性脂肪性肝炎疑い� 慢性肝炎�
急性肝炎疑い� 肝硬変� 肝機能障害�
薬物性肝障害� 薬物性肝障害疑い� アルコール性肝障害�
アルコール性脂肪肝� 胆のう結石� 非Ａ非Ｂ肝炎疑い�
高脂血症� 脂質異常症� 高尿酸血症�
高血圧	 胃炎� 卵巣のう腫�
脂肪肝疑い�
慢性腎不全� 腎性貧血� 高血圧�
高尿酸血症�
痛風
 慢性腎不全� 高脂血症�
高血圧� 慢性肝炎� 慢性膵炎�
特記所見なし�
糖尿病疑い� 高血圧� 高脂血症�
肝機能障害� 腎性網膜症� 糖尿病性腎症疑い�
甲状腺機能低下症�
貧血� 小球性貧血� 低色素性貧血症�
骨髄異型性症候群� 骨髄線維症� 胃腫瘍�
大腸がん� 大腸ポリープ� 子宮筋腫�
過多月経� 器質的のう胞� 膣部びらん�
慢性骨髄性白血病� 慢性リンパ性白血病� 白血球減少症�
白血球増加症� 骨髄異型性症候群� 骨髄異型性症候群疑い�
好中球減少症� 好酸球増加症� 気管支喘息�
肝機能障害� 脂肪肝� 特記所見なし�
本態性血小板血症� 骨髄異型性症候群� 特発性血小板減少性紫斑病�

狭心症� 心筋梗塞疑い� 拡張型心筋症の疑い�
心房粗細動� 発作性心房粗動� 発作性上室頻拍�
洞性不整脈� 高度徐脈� 洞性頻脈�
大動脈弁閉鎖不全症� 三尖弁閉鎖不全症� 僧帽弁閉鎖不全症�
陳旧性心筋梗塞� 心室性期外収縮� 完全房室ブロック�
肥満� 特記所見なし�
網膜静脈分枝閉鎖症� 脈絡膜出血� 糖尿病網膜症�
網膜分離症� 黄斑部変性� 緑内障疑い�
特記所見なし�

胸水貯留疑い� 自然気胸� 縦隔陰影異常�

腎腫瘤性病変� 膵管内乳頭粘液性腫瘍疑い� 診断名記載なし�
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８．肝炎ウイルス検診追跡調査結果

■実施状況
当会は国の肝炎対策事業が開始される以前から、健康診断に肝炎検査を導入し、HCV検診は１９９３年か
ら、HBs抗原検査は１９７７年から実施している。２００２年４月からは国の５カ年計画によるC型肝炎等緊急
総合対策が実施され、その後も健康増進法に基づき肝炎検診を推進している。

また、岩手県は肝炎総合対策「肝炎総合対策肝炎治療７カ年計画」に基づき、２００７年に「岩手県肝炎対
策協議会」を設置し、肝疾患診療ネットワークの整備やインターフェロン治療費公費助成制度などキャ
リアへの診療体制の充実や岩手県肝炎対策計画の策定など肝炎対策に取り組んでいる。保健所における
無料検査に加え、現在は肝炎診療ネットワークに所属する精密医療機関１５機関や肝炎かかりつけ医６０施
設においても無料で肝炎ウイルス検査が受けられるように手続きを簡素化し、受診機会の拡大を図って
いる。

■HCV検診受診率
当会では１９９６年から従来のHCV抗体検査に加えHCV‐RNA検査を導入しHCVキャリアを特定する方法
でHCV検査を実施してきた。HCV‐RNA検査導入後である１９９６年４月から２０１０年３月までのHCV検査
初回受診者数は３５３，１０７人で、２００９年度新たに２１，６７０人がHCV検診を受診した。

２０～８４歳（２０１０年３月３１日現在の年齢）の検診受診率は岩手県の人口の３２．８％であった。

肝炎検診のターゲットである４０～７４歳の検診受診率は４２．６％で、男性３９．２％、女性４５．９％であった。６０
～７４歳の受診率は高く５０％を越える受診率であった。しかし、４０～４４歳では、男性２６．４％、女性２８．６％
と低率であった（図１）。いずれも男性の受診率が女性に比べ低く、また若年者の受診率が低い点につ
いても職域検診での取り組みが遅れていることなどの影響と考えられる。

■HCVキャリア数
１９９６年４月～２０１０年３月までに、２，６０７人（０．７４％）のHCVキャリアを発見した。図２に示すとおり、HCV
キャリア率は高齢者ほど高率であった。４０～７４歳のHCVキャリア率は０．６２％であり、３４歳以下の若年
層におけるキャリア率は０．０６％と極めて低率であった。

性・年代別HCVキャリア率から、岩手県の４０～７４歳のHCVキャリア数は３，６５４人と推計された。

（岩手県の人口：２００９年１０月１日現在）

図１ 岩手県の人口に対するHCV検診受診率
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■HBs抗原陽性者数
１９８６年～２００９年３月までにHBs抗原検査を受診した初回受診者数は４７４，５７４人で１０，４４３人（２．２０％）の
HBs抗原陽性者が発見された。男性のHBs抗原陽性率は２．６０％、女性は１．８９％であり、すべての年代に
おいて男性のHBs抗原陽性率が女性に比べ高率であった。HBs抗原陽性率のピークは戦後の混乱期に出
生した世代の６０歳～６４歳にみとめられ男性３．２７％、女性２．３０％であった（図３）。

性・年代別HBs抗原陽性率から岩手県の４０～７４歳のHBs抗原陽性者は１３，９２３人と推計された。

図２ 性・年代別HCVキャリア率

図３ 性・年代別HBs抗原陽性率
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■HCVキャリアの追跡調査
当会では検診で発見されたHCVキャリアの医療機関受診調査や医療機関を通じてその後のキャリアの
状況等の追跡調査を行っている。

１９９３～２００９年９月３０日までに検診で発見されたキャリアに対して、はがきによる医療機関受診調査を実
施し、医療機関受診が確認された方（２００９年１０月３０日現在）について追跡調査を行った（調査期間１９９６
年～２０１０年３月３１日）。

医療機関から頂いた回答によると検診によって初めてHCVキャリアであることが明らかになった方は
キャリア全体の６３．１％を占めており、潜在するキャリアの発見には、検診が有効に機能していることが
推測された。

検診で発見されたHCVキャリアの医療機関受診率は６２．２％であった。医療機関を受診したHCVキャリ
アのうち、「定期的通院」をしている方は４８．８％であった。「不定期通院」や「他医院に紹介」された方
１０．２％を加え、継続的に医療機関の管理を受けているHCVキャリアは５９．０％と考えられた。一方、一
度医療機関を受診したものの、その後「来院せず」との回答が３５．２％であった。これらから医療機関受
診率が約６割であり、その内医療機関の管理下にある方が６割であることから実際に医療機関の管理下
にあるのは発見したキャリアの４割弱であると推測された。一度も医療機関を受診していない４割を含
め発見したキャリアの６割が医療機関の管理下にないものと考えられた。

■診断名と治療
初診時の臨床診断名の回答のあった１，２７７人中、慢性肝炎が最も多く６８．２％で、次いで無症候性キャリ
ア２６．９％、肝硬変４．２％、肝細胞癌が０．８％であった。肝細胞癌の７人中３人は検診によりキャリアと判
定され、初めて医療機関を受診された方であった。初診時の治療は経過観察６０．６％、肝庇護療法２３．６％、
強力ミノファーゲンＣ８．３％、インターフェロン治療７．２％であった。

経過観察時の臨床診断名の回答のあった１，１５６人中、慢性肝炎が５７．３％、無症候性キャリアが２２．２％、
肝硬変が７．５％、肝細胞癌が４．４％と初診時に比べ慢性肝炎が減少し肝細胞癌の割合が増加した。一方、
インターフェロン著効による陰転者が５．４％と昨年調査に比べ増加していた。

経過観察時の治療は経過観察４２．５％、肝庇護療法２７．２％、インターフェロン治療１８．５％、強力ミノファー
ゲンＣ１１．０％であった。昨年調査時に比べ「経過観察」との回答が減少し、「インターフェロン治療」
の割合が２倍に増加した。

■インターフェロン実施率
観察期間中一度でもインターフェロン治療を受けたことがあると回答した人は全体の１５．９％と低率で
あった。インターフェロンの実施率を見ると男性は５０歳代に女性は６０歳代にピークが見られた。インター
フェロンを投与しなかった理由として、最も多い理由は「肝機能正常」で３２．４％、次いで「高齢のため」
が３３．２％であった。高齢のためとの判断は６０歳代から散見され６５歳以上で高率となり、７５歳以上では７４．２
％を占めていた。「本人希望せず」が５．８％、「経済的理由」が３．１％、「家庭・仕事の都合」が５．３％で、
男性では主に６０歳未満の年齢層に見られた。
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■臨床診断名の変化
初診時と最近（経過観察時）の診断名の回答があり、１３ヶ月以上の臨床的経過の追跡ができたHCVキャ
リア９４４人について臨床診断名の変化をみた。平均経過観察年数は７年２ヵ月であった（図４）。このう
ち、診断名に変化が認められた方は３５８人で、内訳は改善例１２８人（１３．０％）、進行例（他病死を除く）
２３０人（２３．４％）であった。改善例の半数はインターフェロン治療によるウイルス陰転例で６２人（６．２％）
と、昨年の４９人から増加し、インターフェロン治療の効果が認められた。

一方、進行例には慢性肝炎から肝硬変・肝細胞癌が２７人、慢性肝炎・肝細胞癌が１０人、肝細胞癌１人、
肝硬変から肝硬変・肝細胞癌が９人、合計４７人の肝細胞癌への進行が認められた。観察期間中に死亡し
た３３人のうち肝関連死は２０人で、肝不全死１人、肝がん死１９人であった。無症候性キャリアから死亡し
た４人の病態は、肝硬変に進行していた方２人、慢性肝炎１人、無症候性キャリア１人ですべて肝以外
の原因死であった。

図４ 臨床診断名の変化

平均観察期間：７年２ヶ月（１３～４４７ヶ月）
悪化：２３０例（他病死除） ２３．４％
不変：６２３例 ６３．５％
改善：１２８例 １３．０％
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部門別事業報告

Ⅳ 人間ドック

Ⅴ 生活機能評価

一日人間ドックとオプション検査

専門ドック



２００４（平成１６）年に人間ドックセンターを開設して以来、より快適な環境の
もとで充実した内容の人間ドックを提供するため、検査内容の見直しを図り、
検査項目を追加してきた。２００８（平成２０）年４月より健診項目としては日本
で始めての取組みとされる唾液による歯周病検査を新たに追加した。また同
年、健診の質の良さ等が高く評価され、日本人間ドック学会より健診施設機
能評価認定を受けた。

■実施状況
平成２１年度の検査人数は前年度より１０８人増の
１８，６６７人であった（表１）。受診構成は、男性１０，９８９
人（５８．９％）、女性７，６７８人（４１．１％）となってお
り、ここ１０年以上は男女比６：４の割合が続いて
いる。

年代別では５０代の受診が最も多く、次いで６０歳代、
４０歳代となっている。有所見率は９８．６％と例年同
様高い数字であった。このうち、７０％近くの人た
ちが何らかの検査で要医療という判定結果であっ
た。

必須項目の有所見率は、腹部超音波６１．７％が最も
高く、ＬＤＬ－コレステロール５３．８％、ヘモグロ
ビンA1c３９．７％、骨強度測定４４．３％、体脂肪４０．８
％となっており、地域保健部門や産業保健部門の
健診同様、ＬＤＬ－コレステロールは半数以上の
人が所見を持っていた（表２）。

オプション検査人数は、脳ＭＲＩ・ＭＲＡ検査８４７
人（前年度比１２５．１％）、心臓血管系超音波検査５１
７人（前年度比９８．９％）、胸部マルチヘリカルＣ
Ｔ検査４４９人（前年度比１００．０％）、ホルター心電
図検査１０８人（前年度比１０１．９％）、膀胱超音波検
査７８５人（前年度比１００．６％）、腹部ＣＴ検査４１１人
（前年度比９３．８％）であった（表２）。また、前
年度新たに導入した歯周病検査は２５９人（前年度
比３８．５％）であった（表３）。

婦人科検査については、レディースドックとして
一日人間ドックとの同時受診が可能となっている。
表２はレディースドック同時受診の成績を含んだ
ものである。平成２１年度の一日人間ドックとレ
ディースドックク同時受診人数は６８４人、前年度
より１２３人増であった。

■一日人間ドック検査項目

一日人間ドックとオプション検査

■オプション検査
血 液 型 ABO・Rh（初回、２回目）
体 温
身 体 計 測 身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・腹囲
感 覚 器 視力・聴力・眼圧
免疫学的検査 RF・CRP
代 謝 尿糖・血糖（空腹時）・ヘモグロビンA1c・総コレステロール・HDL‐コレステロール

LDL‐コレステロール・中性脂肪・尿酸・カルシウム・リン
骨 強 度 音響的骨評価（踵骨超音波法）
末 梢 血 等 赤血球系・白血球系・血小板数
泌 尿 器 クレアチニン・尿検査・前立腺特異抗原（５０歳以上男性）
肝・胆・膵 AST（GOT）・ALT（GPT）・γ-GTP・乳酸脱水素酵素・アルカリ性フォスファターゼ

総ビリルビン・（直接・間接）ビリルビン・総蛋白・アルブミン・A/G
肝炎ウイルス（初回のみ）・AFP・膵アミラーゼ

腹部超音波 肝臓・胆のう・膵臓・脾臓・腎臓
消 化 管 胃部Ｘ線・便潜血
循 環 器 血圧・心電図（安静時）・眼底
呼 吸 器 胸部X線・肺機能・喀痰細胞診（危険因子の高い人）
内 科 診 察
甲 状 腺 視触診
乳 房 視触診・乳房Ｘ線（４０歳以上の女性）

脳MRI・MRA、高次脳機能検査
膀胱超音波検査
ホルター心電図検査
心臓・血管系超音波検査
胸部マルチヘリカルCT検査
腹部CT検査（内蔵脂肪測定）
婦人科検査（内診・子宮頸部細胞診）
歯周病検査
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図１ 性別・年代別・項目別有所見率の比較
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表１ 年代別総合成績 （ ）内は％

区 分

計 男 女

検査

人数
有所見者数

検査

人数
有所見者数

有所見内訳 検査

人数
有所見者数

有所見内訳

要指導 要医療 要指導 要医療

計 １８，６６７１８，４０５（９８．６）１０，９８９１０，８５５（９８．８）３，２６３（２９．７）７，５９２（６９．１）７，６７８７，５５０（９８．３）２，３５９（３０．７）５，１９１（６７．６）

２９歳以下 １２５ １１９（９５．２） ６３ ６０（９５．２） ２９（４６．０） ３１（４９．２） ６２ ５９（９５．２） ３４（５４．８） ２５（４０．３）

３０～３９歳 １，７０２１，６１２（９４．７） ９８０ ９４１（９６．０） ４５４（４６．３） ４８７（４９．７） ７２２ ６７１（９２．９） ３５８（４９．６） ３１３（４３．４）

４０～４９歳 ４，１７５４，０７５（９７．６）２，５８５２，５３２（９７．９） ９０１（３４．９）１，６３１（６３．１）１，５９０１，５４３（９７．０） ６７４（４２．４） ８６９（５４．７）

５０～５９歳 ５，６９１５，６４５（９９．２）３，３９４３，３６９（９９．３） ９９１（２９．２）２，３７８（７０．１）２，２９７２，２７６（９９．１） ７０３（３０．６）１，５７３（６８．５）

６０～６９歳 ４，８３８４，８２２（９９．７）２，７０５２，６９５（９９．６） ６７７（２５．０）２，０１８（７４．６）２，１３３２，１２７（９９．７） ４７３（２２．２）１，６５４（７７．５）

７０歳以上 ２，１３６２，１３２（９９．８）１，２６２１，２５８（９９．７） ２１１（１６．７）１，０４７（８３．０） ８７４ ８７４（１００．０） １１７（１３．４） ７５７（８６．６）

�

人
間
ド
ッ
ク

一日人間ドックとオプション検査Ⅳ 人間ドック 129



表２ 項目別成績

区 分

体
脂
肪
率

腹

囲

腹
部
Ｃ
Ｔ

（
内
蔵
脂
肪
）

視

力

聴

力

眼

圧

Ｒ

Ｆ

Ｃ

Ｒ

Ｐ

尿

糖

血

糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ

１

ｃ

総
コ
レ
ス
テ

ロ

ー

ル
検査人数 １８，６２１ １８，６６３ ４１１ １８，６６２ １８，５７４ １８，６３９ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６２ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７

計 有所見者数 ７，５９１ ７，３２４ ２３６ ４，１８１ ８９２ １，１４０ １，０４０ ２５１ ２，６９４ ６，４３０ ６，１７１
（４０．８） （３９．２） （５７．４） （２２．５） （４．８） （６．１） （５．６） （１．３） （１４．４） （３４．４） （３３．１）

検査人数 １０，９５８ １０，９８８ ２６７ １０，９８６ １０，９２３ １０，９７５ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８５ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９

有所見者数 ４，００１ ５，９２２ １７７ ３，１４１ ５９３ ６４４ ７０９ ２２１ ２，０３３ ３，８５４ ３，２６４
（３６．５） （５３．９） （６６．３） （２８．８） （５．４） （５．９） （６．５） （２．０） （１８．５） （３５．１） （２９．７）

要指導 ３，２８０ ５，９２２ １７７ ２，１８２ ３６２ ２７９ ３４４ ７０ １，１６２ ２，７２２ １，８２１
男 有

所
見
内
訳

（２９．９） （５３．９） （６６．３） （２０．０） （３．３） （２．５） （３．１） （０．６） （１０．６） （２４．８） （１６．６）

要医療 ７２１ ９５９ ２３１ ３６５ ３６５ １５１ ８７１ １，１３２ １，４４３
（６．６） （８．８） （２．１） （３．３） （３．３） （１．４） （７．９） （１０．３） （１３．１）

判定保留

検査人数 ７，６６３ ７，６７５ １４４ ７，６７６ ７，６５１ ７，６６４ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７７ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８

有所見者数 ３，５９０ １，４０２ ５９ １，０４０ ２９９ ４９６ ３３１ ３０ ６６１ ２，５７６ ２，９０７
（４６．８） （１８．３） （４１．０） （１３．６） （３．９） （６．５） （４．３） （０．４） （８．６） （３３．６） （３７．９）

要指導 ２，２５０ １，４０２ ５９ ３５２ ２０６ ２１２ １６６ ９ ４４７ ２，１４５ １，５０８
女 有

所
見
内
訳

（２９．４） （１８．３） （４１．０） （４．６） （２．７） （２．８） （２．２） （０．１） （５．８） （２７．９） （１９．６）

要医療 １，３４０ ６８８ ９３ ２８４ １６５ ２１ ２１４ ４３１ １，３９９
（１７．５） （９．０） （１．２） （３．７） （２．１） （０．３） （２．８） （５．６） （１８．２）

判定保留

区 分

血

液

像

血
小
板
数

ク
レ
ア
チ
ニ
ン

前

立

腺

特
異
抗
原

尿

蛋

白

尿

潜

血

尿

比

重

尿

沈

渣

膀
胱
超
音
波

Ａ

Ｓ

Ｔ

（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ａ

Ｌ

Ｔ

（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ

検査人数 １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ ７，５０７ １８，６６２ １８，６６２ １８，６６２ １８，６６０ ７８５ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７
計 有所見者数 ４９０ ６０１ ９７２ ５９０ １，１２４ ２，８７９ ４３９ ４，７０９ １１ ２，６２０ ３，７８７ ４，３９２

（２．６） （３．２） （５．２） （７．９） （６．０） （１５．４） （２．４） （２５．２） （１．４） （１４．０） （２０．３） （２３．５）
検査人数 １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ ７，５０７ １０，９８５ １０，９８５ １０，９８５ １０，９８５ ５４９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９

有所見者数 ３２１ ３３４ ４９６ ５９０ ８１３ １，０４４ ３４６ １，７０５ ７ ２，０３１ ３，１２２ ３，８１８
（２．９） （３．０） （４．５） （７．９） （７．４） （９．５） （３．１） （１５．５） （１．３） （１８．５） （２８．４） （３４．７）

要指導 ３２０ ２０１ ４６１ ２７４ ５０７ ５３１ ３４６ １，４３５ ５ １，７２１ ２，１８３ ２，５０２
男 有

所
見
内
訳

（２．９） （１．８） （４．２） （３．６） （４．６） （４．８） （３．１） （１３．１） （０．９） （１５．７） （１９．９） （２２．８）

要医療 １ １３３ ３５ ３１６ ３０６ ５１３ ２７０ ２ ３１０ ９３９ １，３１６
（０．０） （１．２） （０．３） （４．２） （２．８） （４．７） （２．５） （０．４） （２．８） （８．５） （１２．０）

判定保留

検査人数 ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７７ ７，６７７ ７，６７７ ７，６７５ ２３６ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８

有所見者数 １６９ ２６７ ４７６ ３１１ １，８３５ ９３ ３，００４ ４ ５８９ ６６５ ５７４
（２．２） （３．５） （６．２） （４．１） （２３．９） （１．２） （３９．１） （１．７） （７．７） （８．７） （７．５）

要指導 １６８ １８０ ４７０ ２１２ ７００ ９３ ２，３５３ ３ ５０２ ５０４ ４４５
女 有

所
見
内
訳

（２．２） （２．３） （６．１） （２．８） （９．１） （１．２） （３０．７） （１．３） （６．５） （６．６） （５．８）

要医療 １ ８７ ６ ８６ ８５３ ５４３ ０ ８７ １６１ １２９
（０．０） （１．１） （０．１） （１．１） （１１．１） （７．１） （０） （１．１） （２．１） （１．７）

判定保留 １３ ２８２ １０８
（０．２） （３．７） （１．４）

区 分

胃
部
Ｘ
線

便

潜

血

血

圧

心

電

図

（
安
静
時
）

ホ
ル
タ
ー

心

電

図

眼

底

心
臓
超
音
波

血

管

系

超

音

波

胸
部
Ｘ
線

マ
ル
チ
ヘ
リ
カ
ル

Ｃ

Ｔ

肺

機

能

喀
痰
細
胞
診

検査人数 １８，０１６ １８，２７０ １８，６６７ １８，６６５ １０８ １８，６２６ ５１７ ５１７ １８，６３２ ４４９ １８，０３４ １，６７９
計 有所見者数 ３，４６１ ９７２ ４，３７７ ６，６６２ １０８ ４，８２８ ７７ １４７ ２，６５１ ２２７ １，８３３ １８

（１９．２） （５．３） （２３．４） （３５．７） （１００．０） （２５．９） （１４．９） （２８．４） （１４．２） （５０．６） （１０．２） （１．１）
検査人数 １０，６６０ １０，８４１ １０，９８９ １０，９８８ ６８ １０，９７０ ３３３ ３３３ １０，９８０ ３３７ １０，９７６ １，６１７

有所見者数 ２，１７４ ６３４ ２，９２３ ４，３１１ ６８ ３，０９６ ５６ １００ １，６６４ １７２ １，３７７ １７
（２０．４） （５．８） （２６．６） （３９．２） （１００．０） （２８．２） （１６．８） （３０．０） （１５．２） （５１．０） （１２．５） （１．１）

要指導 ８０７ １，４８７ ３，６２４ ５９ １，６０４ ４０ ５６ １，５１８ １５６ １，２６３ １５
男 有

所
見
内
訳

（７．６） （１３．５） （３３．０） （８６．８） （１４．６） （１２．０） （１６．８） （１３．８） （４６．３） （１１．５） （０．９）

要医療 １，３６７ ６３４ １，４３６ ６８７ ９ １，４９２ １６ ４４ １４６ １６ １１４ ２
（１２．８） （５．８） （１３．１） （６．３） （１３．２） （１３．６） （４．８） （１３．２） （１．３） （４．７） （１．０） （０．１）

判定保留

検査人数 ７，３５６ ７，４２９ ７，６７８ ７，６７７ ４０ ７，６５６ １８４ １８４ ７，６５２ １１２ ７，０５８ ６２

有所見者数 １，２８７ ３３８ １，４５４ ２，３５１ ４０ １，７３２ ２１ ４７ ９８７ ５５ ４５６ １
（１７．５） （４．５） （１８．９） （３０．６） （１００．０） （２２．６） （１１．４） （２５．５） （１２．９） （４９．１） （６．５） （１．６）

要指導 ６０６ ８９０ １，９８１ ３６ ９６４ １６ ３４ ９０９ ４０ ４３２ １
女 有

所
見
内
訳

（８．２） （１１．６） （２５．８） （９０．０） （１２．６） （８．７） （１８．５） （１１．９） （３５．７） （６．１） （１．６）

要医療 ６８１ ３３８ ５６４ ３７０ ４ ７６８ ５ １３ ７８ １５ ２４ ０
（９．３） （４．５） （７．３） （４．８） （１０．０） （１０．０） （２．７） （７．１） （１．０） （１３．４） （０．３） （０）

判定保留
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：オプション検査項目 ※１：レディースドックと重複する項目 ※２：医師の判断による

（ ）内は％

（ ）内は％

（ ）内は％

Ｌ

Ｄ

Ｈ

Ａ

Ｌ

Ｐ

総
ビ
リ
ル
ビ
ン

直

接

ビ
リ
ル
ビ
ン

間

接

ビ
リ
ル
ビ
ン

総

蛋

白

ア
ル
ブ
ミ
ン

Ａ

／

Ｇ

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原

Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
体

Ｈ

Ｃ

Ｖ

Ａ

Ｆ

Ｐ

膵
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

腹
部
超
音
波

１８，６６７ １８，６６７ ８，７７６ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，００６ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６１
２，２６０ ８４２ ２，２７６ １，１５３ ９０７ ３０４ ７２８ ４２７ ３１２ ３，５５３ ５８ ２９ ７６７ １１，５０６
（１２．１） （４．５） （２５．９） （６．２） （４．９） （１．６） （３．９） （２．３） （１．７） （１９．７） （０．３） （０．２） （４．１） （６１．７）
１０，９８９ １０，９８９ １，０９８ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，４４１ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８８
１，０５６ ３３７ １，６６８ ９３６ ６６３ ２０２ ４１３ ３０８ １９６ ２，０５２ ２９ １６ ４９３ ７，４０１
（９．６） （３．１） （１５１．

９）
（８．５） （６．０） （１．８） （３．８） （２．８） （１．８） （１９．７） （０．３） （０．１） （４．５） （６７．４）

７７１ ２９７ １，０７０ ９２７ ５７３ １９０ ３６２ ２７３ １７０ ４２５ ７，００７
（７．０） （２．７） （９７．４） （８．４） （５．２） （１．７） （３．３） （２．５） （１．５） （３．９） （６３．８）
２８５ ４０ ５９８ ９ ９０ １２ ５１ ３５ ２６ ２９ １６ ６８ ３９４

（２．６） （０．４） （５４．５） （０．１） （０．８） （０．１） （０．５） （０．３） （０．２） （０．３） （０．１） （０．６） （３．６）

７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，５６５ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７３
１，２０４ ５０５ ６０８ ２１７ ２４４ １０２ ３１５ １１９ １１６ １，５０１ ２９ １３ ２７４ ４，１０５
（１５．７） （６．６） （７．９） （２．８） （３．２） （１．３） （４．１） （１．５） （１．５） （１９．８） （０．４） （０．２） （３．６） （５３．５）
８６０ ４５８ ４２２ ２１５ ２２３ ９２ ２８７ １０８ １０１ ２４４ ３，８３６

（１１．２） （６．０） （５．５） （２．８） （２．９） （１．２） （３．７） （１．４） （１．３） （３．２） （５０．０）
３４４ ４７ １８６ ２ ２１ １０ ２８ １１ １５ ２９ １１ ３０ ２６９

（４．５） （０．６） （２．４） （０．０） （０．３） （０．１） （０．４） （０．１） （０．２） （０．４） （０．１） （０．４） （３．５）
２

（０．０）

Ｈ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ

－

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪

尿

酸

カ
ル
シ
ウ
ム

リ

ン

骨
強
度
測
定

赤
血
球
数

血
色
素
量

血
球
容
積

Ｍ

Ｃ

Ｈ

Ｍ

Ｃ

Ｖ

Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ

白
血
球
数

１８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６３３ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７ １８，６６７
１，２９１ １０，０５０ ４，４７６ ４，５１３ １７３ ５４０ ８，２４９ １，７１５ １，７７２ １，５１０ １，４３１ １，１８４ ６５２ １，３２７
（６．９） （５３．８） （２４．０） （２４．２） （０．９） （２．９） （４４．３） （９．２） （９．５） （８．１） （７．７） （６．３） （３．５） （７．１）
１０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９６９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９ １０，９８９
８７１ ５，９３４ ３，４１１ ３，１０３ ８０ ３８７ ４，２０９ ９７５ ７３２ ８６１ ５０８ ５７４ １８０ ８６９

（７．９） （５４．０） （３１．０） （２８．２） （０．７） （３．５） （３８．４） （８．９） （６．７） （７．８） （４．６） （５．２） （１．６） （７．９）
６８８ ２，８５５ ２，４１５ ２，６４６ ７５ ３７１ ３，４４８ ８８４ ５８７ ６６０ ４２７ ４４７ １５０ ５１６

（６．３） （２６．０） （２２．０） （２４．１） （０．７） （３．４） （３１．４） （８．０） （５．３） （６．０） （３．９） （４．１） （１．４） （４．７）
１８３ ３，０７９ ９９６ ４５７ ５ １６ ７６１ ９１ １４５ ２０１ ８１ １２７ ３０ ３５３

（１．７） （２８．０） （９．１） （４．２） （０．０） （０．１） （６．９） （０．８） （１．３） （１．８） （０．７） （１．２） （０．３） （３．２）

７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６６４ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８ ７，６７８
４２０ ４，１１６ １，０６５ １，４１０ ９３ １５３ ４，０４０ ７４０ １，０４０ ６４９ ９２３ ６１０ ４７２ ４５８

（５．５） （５３．６） （１３．９） （１８．４） （１．２） （２．０） （５２．７） （９．６） （１３．５） （８．５） （１２．０） （７．９） （６．１） （６．０）
４０８ １，９２７ ９３１ １，２７３ ８９ １４４ ２，７５９ ６９７ ７１９ ４８９ ５２０ ３３５ ２６９ ３３５

（５．３） （２５．１） （１２．１） （１６．６） （１．２） （１．９） （３６．０） （９．１） （９．４） （６．４） （６．８） （４．４） （３．５） （４．４）
１２ ２，１８９ １３４ １３７ ４ ９ １，２８１ ４３ ３２１ １６０ ４０３ ２７５ ２０３ １２３

（０．２） （２８．５） （１．７） （１．８） （０．１） （０．１） （１６．７） （０．６） （４．２） （２．１） （５．２） （３．６） （２．６） （１．６）
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Ａ
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※
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１８，６１５ ８４７ ８４７ ７，４５２ ７３８ ３６ ３６ ７，４５０ ６，７４８ １，００４ ６，９７３ ６，９７３ ６７８
７３９ ３９０ ９ ３２５ １５３ ９ １ ４７５ ３９２ １２８ ８３１ ７１ １９３

（４．０） （４６．０） （１．１） （４．４） （２０．７） （２５．０） （２．８） （６．４） （５．８） （１２．７） （１１．９） （１．０） （２８．５）
１０，９４８ ５３７ ５３７
４１０ ２５３ ８

（３．７） （４７．１） （１．５）
２８２ １２９

（２．６） （２４．０）
１２８ １２４ ８

（１．２） （２３．１） （１．５）

７，６６７ ３１０ ３１０ ７，４５２ ７３８ ３６ ３６ ７，４５０ ６，７４８ １，００４ ６，９７３ ６，９７３ ６７８
３２９ １３７ １ ３２５ １５３ ９ １ ４７５ ３９２ １２８ ８３１ ７１ １９３

（４．３） （４４．２） （０．３） （４．４） （２０．７） （２５．０） （２．８） （６．４） （５．８） （１２．７） （１１．９） （１．０） （２８．５）
２３２ ７８ １６７ ９８ ３５３ １７３ １１３ ７２２ ２６ １７８

（３．０） （２５．２） （２．２） （１３．３） （４．７） （２．６） （１１．３） （１０．４） （０．４） （２６．３）
９７ ５９ １ １５８ ５５ ９ １ １２２ ２１９ １５ １０９ ４５ １５

（１．３） （１９．０） （０．３） （２．１） （７．５） （２５．０） （２．８） （１．６） （３．２） （１．５） （１．６） （０．６） （２．２）
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表３ 歯周病検査（オプション検査） （ ）内は％

区 分

総

合

判

定

出

血

検

査

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）

炎

症

検

査

（
乳
酸
脱
水
素
酵
素
）

問
診
ス
コ
ア

検査人数 ２５９ ２５９ ２５９ ２５９
計

有所見者数
２０２ ８８ １０３ １５５

（７８．０） （３４．０） （３９．８） （５９．８）

男

検査人数 １４２ １４２ １４２ １４２

有所見者数
１１７ ４８ ４６ １０２

（８２．４） （３３．８） （３２．４） （７１．８）

有
所
見
内
訳

要指導
２３ ８ ５ ３３

（１６．２） （５．６） （３．５） （２３．２）

要医療
９４ ４０ ４１ ６９

（６６．２） （２８．２） （２８．９） （４８．６）

女

検査人数 １１７ １１７ １１７ １１７

有所見者数
８５ ４０ ５７ ５３

（７２．６） （３４．２） （４８．７） （４５．３）

有
所
見
内
訳

要指導
１３ ４ ５ １９

（１１．１） （３．４） （４．３） （１６．２）

要医療
７２ ３６ ５２ ３４

（６１．５） （３０．８） （４４．４） （２９．１）
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専門ドックは、「より専門的な検査を受診したい」との要望に応えるため、
一日人間ドックセンターの開設とともにスタートした。開設当初は目標人数
には及ばなかったが、２００５（平成１７）年に専門ドックの主要な検査のみ一日
人間ドックへ追加するオプション検査とし、受診し易い体制を整備し、大変
好評を得ている。
ここでは、単独で実施された専門ドックの結果のみを掲載している。

■実施状況
平成２１年度の検査人数は、脳ドック４３９人（前年
度比９８．２％）、心臓ドック６３人（前年度比７２．４％）、
肺ドック３０人（前年度比６３．８％）、レディースドッ
ク１３２人（前年度比８６．３％）であった（表１）。い
ずれも前年度を下回る結果となった。

要医療と判定された割合は、脳ドック５７．４％、心
臓ドック５７．１％、肺ドック４３．３％であった。およ
そ２人に１人は治療を必要とする結果であった
（表１）。

項目別にみると、有所見率が最も高いのはマルチ
ヘリカルＣＴで８３．３％、次いでＬＤＬ－コレステ
ロール５０．５％、体脂肪率３８．５％であった（表２‐
１）。

レディースドックにおいて有所見率が最も高いの
は血清鉄の４７．０％で、ほぼ半数の人に所見が認め
られた。また、４０歳以上を対象とした乳房X線の
有所見者数は１２人（有所見率１３．６％）、４０歳未満
へ推奨している乳房超音波では２１人（有所見率
１５．９％）という結果であった（表２‐２）。乳がん
は、若い世代でも罹患率が高くなっているが、早
期に発見できれば完治できるがんである。今後も、
年に一度のレディースドック受診を若い世代へも
推進して行きたい。

■専門ドック検査項目

専門ドック

区 分 検 査 項 目
MRI・MRA・高次脳機能検査
血液型（ABO・Rh）・体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・内科診察
尿糖・血糖・ヘモグロビンA1c・総コレステロール・HDLコレステロール・LDLコレステロール・中性脂肪・尿酸

脳 赤血球数・血色素量・血球容積・白血球数・血小板数
クレアチニン・尿（蛋白・潜血・沈渣）・AST（GOT）・ALT（GPT）・γ‐GTP
AST（GOT）・ALT（GPT）・γ‐GTP・総蛋白・アルブミン・A/G
胸部X線（CR）・血圧・心電図（安静時）
心臓超音波・血管系超音波（頸動脈・腹部大動脈）・ABI・CAVI・BMP
血液型（ABO・Rh）・体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・内科診察
尿糖・血糖・ヘモグロビンA1c・総コレステロール・HDLコレステロール・LDLコレステロール・中性脂肪・尿酸

心 臓 赤血球数・血色素量・血球容積・白血球数・血小板数
クレアチニン・尿（蛋白・潜血・沈渣）
AST（GOT）・ALT（GPT）・γ‐GTP・総蛋白・アルブミン・A/G
胸部Ｘ線（CR）・血圧・心電図（安静時）・ホルター心電図

肺

胸部Ｘ線（CR）・マルチヘリカルCT・肺機能・酸素飽和度・喀痰細胞診
CRP・CEA・シフラ２１
体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・内科診察
尿（蛋白・潜血・沈渣）
赤血球数・血色素量・血球容積・白血球数・血液像
血圧・心電図（安静時）
婦人科：内診・子宮頚部細胞診・経膣超音波検査・体部細胞診（医師の判断による）
乳房：視触診・Ｘ線（４０歳以上）・超音波（４０歳未満、希望者）
甲状腺：視触診・超音波・※TSH・FT４（医師の判断による）

レディース 体温・身長・体重・肥満度・BMI・体脂肪率・腹囲・基礎代謝量
血圧・赤血球数・血色素量・血清鉄・MCH・尿（蛋白・潜血・沈渣）
尿糖・血糖・総コレステロール・HDLコレステロール・LDLコレステロール・中性脂肪
音響的骨評価（踵骨超音波法）
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表１ 総合成績

※組み合わせ受診の場合は、それぞれの単コースに分けて集計した。

表２ 項目別成績

表２‐１ 脳・心臓・肺ドック

（ ）内は％

区 分

計 男 女

検査
人数

有所見
者数

有所見内訳
検査
人数

有所見
者数

有所見内訳
検査
人数

有所見
者数

有所見内訳
要経過
観察

要医療
要経過
観察

要医療
要経過
観察

要医療

脳
４３９ ４１６ １６４ ２５２ ２８４ ２６５ ９１ １７４ １５５ １５１ ７３ ７８

（９４．８） （３７．４） （５７．４） （９３．３） （３２．０） （６１．３） （９７．４） （４７．１） （５０．３）

心 臓
６３ ５７ ２１ ３６ ４８ ４３ １３ ３０ １５ １４ ８ ６

（９０．５） （３３．３） （５７．１） （８９．６） （２７．１） （６２．５） （－） （－） （－）

肺
３０ ２４ １１ １３ ２７ ２２ １０ １２ ３ ２ １ １

（８０．０） （３６．７） （４３．３） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

レディース
１３２ １１０ ６１ ４９ １３２ １１０ ６１ ４９

（８３．３） （４６．２） （３７．１） （８３．３） （４６．２） （３７．１）

区 分

体

脂

肪

率

内

科

診

察

Ｃ

Ｒ

Ｐ

Ｃ

Ｅ

Ａ

シ
フ
ラ
２１
‐
１

尿

糖

血

糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ

１

ｃ

総
コ
レ
ス
テ

ロ

ー

ル

Ｈ
Ｄ
Ｌ－

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ－

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

中

性

脂

肪

尿

酸

赤

血

球

数

血

色

素

量

検査人数 ４８１ ４８１ ３０ ３０ ３０ ４７０ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４７９ ４７９
計

有所見者数
１８５ ５４ ３ ９ ２ ３６ ８７ １２９ １３７ ４９ ２３７ １６５ １１０ ５３ ４５

（３８．５）（１１．２）（１０．０）（３０．０） （６．７） （７．７）（１８．６）（２７．５）（２９．２）（１０．４）（５０．５）（３５．２）（２３．５）（１１．１） （９．４）
検査人数 ３１７ ３１７ ２７ ２７ ２７ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３１６ ３１６

有所見者数
１０３ ３２ ３ ８ ２ ３４ ７０ ８９ ８１ ３６ １５７ １３７ ８０ ４０ ２１

（３２．５）（１０．１） （－） （－） （－）（１１．１）（２２．９）（２９．１）（２６．５）（１１．８）（５１．３）（４４．８）（２６．１）（１２．７） （６．６）

要指導
８４ ２５ ２ ６ １０ ５３ ６２ ４３ ２６ ９３ ６８ ６５ ３４ １３

男 有
所
見
内
訳

（２６．５） （７．９） （－） （－） （３．３）（１７．３）（２０．３）（１４．１） （８．５）（３０．４）（２２．２）（２１．２）（１０．８） （４．１）

要医療
１９ ７ １ ２ ２ ２４ １７ ２７ ３８ １０ ６４ ６９ １５ ６ ８

（６．０） （２．２） （－） （－） （－） （７．８） （５．６） （８．８）（１２．４） （３．３）（２０．９）（２２．５） （４．９） （１．９） （２．５）

判定保留

検査人数 １６４ １６４ ３ ３ ３ １６４ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３

有所見者数
８２ ２２ ０ １ ０ ２ １７ ４０ ５６ １３ ８０ ２８ ３０ １３ ２４

（５０．０）（１３．４） （－） （－） （－） （１．２）（１０．４）（２４．５）（３４．４） （８．０）（４９．１）（１７．２）（１８．４） （８．０）（１４．７）

要指導
４８ １８ ０ ０ １ １７ ３６ ３４ １２ ４１ ２０ ２６ １２ １７

女 有
所
見
内
訳

（２９．３）（１１．０） （－） （－） （０．６）（１０．４）（２２．１）（２０．９） （７．４）（２５．２）（１２．３）（１６．０） （７．４）（１０．４）

要医療
３４ ４ ０ １ ０ １ ０ ４ ２２ １ ３９ ８ ４ １ ７

（２０．７） （２．４） （－） （－） （－） （０．６） （０） （２．５）（１３．５） （０．６）（２３．９） （４．９） （２．５） （０．６） （４．３）

判定保留

区 分

血

圧

心

電

図

ホ

ル

タ

ー

心

電

図

心
臓
超
音
波

血
管
系
超
音
波

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｖ

Ｉ

Ｂ

Ｎ

Ｐ

胸

部

Ｘ

線

マ
ル
チ
ヘ
リ
カ
ル

Ｃ

Ｔ

肺

機

能

酸
素
飽
和
度

喀
痰
細
胞
診

Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ

高
次
脳
機
能

検査人数 ４８１ ４７９ ５ ６３ ６３ ６２ ６２ ６３ ４７２ ３０ ３０ ３０ ３０ ４３９ ４３９
計

有所見者数
１０８ １７１ ５ ６ １８ ５ ８ ８ ３２ ２５ ６ ０ ０ １５６ ０

（２２．５）（３５．７） （－） （９．５）（２８．６） （８．１）（１２．９）（１２．７） （６．８）（８３．３）（２０．０） （０） （０）（３５．５） （０）
検査人数 ３１７ ３１７ ５ ４８ ４８ ４７ ４７ ４８ ３１５ ２７ ２７ ２７ ２７ ２８４ ２８４

有所見者数
８９ １２０ ５ ４ １６ ４ ６ ５ １９ ２２ ６ ０ ０ ９９ ０

（２８．１）（３７．９） （－） （８．３）（３３．３） （８．５）（１２．８）（１０．４） （６．０） （－） （－） （－） （－）（３４．９） （０）

要指導
３５ ９８ ４ ２ １２ ４ ２ １７ ２０ ４ ０ ０ ５６

男 有
所
見
内
訳

（１１．０）（３０．９） （－） （４．２）（２５．０） （８．５） （４．２） （５．４） （－） （－） （－） （－）（１９．７）

要医療
５４ ２２ １ ２ ４ ０ ６ ３ ２ ２ ２ ０ ０ ４３ ０

（１７．０） （６．９） （－） （４．２） （８．３） （０）（１２．８） （６．３） （０．６） （－） （－） （－） （－）（１５．１） （０）

判定保留

検査人数 １６４ １６２ １５ １５ １５ １５ １５ １５７ ３ ３ ３ ３ １５５ １５５

有所見者数
１９ ５１ ２ ２ １ ２ ３ １３ ３ ０ ０ ０ ５７ ０

（１１．６）（３１．５） （－） （－） （－） （－） （－） （８．３） （－） （－） （－） （－）（３６．８） （０）

要指導
９ ４１ ０ ２ ０ ２ １３ ２ ０ ０ ０ ２５

女 有
所
見
内
訳

（５．５）（２５．３） （－） （－） （－） （－） （８．３） （－） （－） （－） （－）（１６．１）

要医療
１０ １０ ２ ０ １ ２ １ ０ １ ０ ０ ０ ３２ ０

（６．１） （６．２） （－） （－） （－） （－） （－） （０） （－） （－） （－） （－）（２０．６） （０）

判定保留
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（ ）内は％

血

球

容

積

Ｍ

Ｃ

Ｈ

Ｍ

Ｃ

Ｖ

Ｍ

Ｃ

Ｈ

Ｃ

白

血

球

数

血

液

像

血

小

板

数

ク
レ
ア
チ
ニ
ン

尿

蛋

白

尿

潜

血

尿

沈

渣

Ａ

Ｓ

Ｔ

（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ａ

Ｌ

Ｔ

（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ

総

蛋

白

ア
ル
ブ
ミ
ン

Ａ

／

Ｇ

４７９ ４７９ ４７９ ４７９ ４７９ ２９ ４６９ ４６９ ４８０ ４８０ ４８０ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９ ４６９
４６ ３７ ３１ ２０ ２５ ３ １２ ２５ １４ ５１ ７８ ７０ １０２ １２５ ２４ ４５ １４

（９．６） （７．７） （６．５） （４．２） （５．２） （－） （２．６） （５．３） （２．９）（１０．６）（１６．３）（１４．９）（２１．７）（２６．７） （５．１） （９．６） （３．０）
３１６ ３１６ ３１６ ３１６ ３１６ ２６ ３０６ ３０６ ３１６ ３１６ ３１６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６ ３０６
３５ ２０ １８ １３ ２０ ３ ８ １０ １３ ２２ ２８ ６０ ８９ １１４ １６ ２９ １３

（１１．１） （６．３） （５．７） （４．１） （６．３） （－） （２．６） （３．３） （４．１） （７．０） （８．９）（１９．６）（２９．１）（３７．３） （５．２） （９．５） （４．２）
２３ １４ ９ １２ １２ ３ ５ ９ ３ １１ ２２ ５０ ５２ ６３ １６ ２７ １２

（７．３） （４．４） （２．８） （３．８） （３．８） （－） （１．６） （２．９） （０．９） （３．５） （７．０）（１６．３）（１７．０）（２０．６） （５．２） （８．８） （３．９）

１２ ６ ９ １ ８ ０ ３ １ １０ １１ ６ １０ ３７ ５１ ０ ２ １
（３．８） （１．９） （２．８） （０．３） （２．５） （－） （１．０） （０．３） （３．２） （３．５） （１．９） （３．３）（１２．１）（１６．７） （０） （０．７） （０．３）

１６３ １６３ １６３ １６３ １６３ ３ １６３ １６３ １６４ １６４ １６４ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３ １６３
１１ １７ １３ ７ ５ ０ ４ １５ １ ２９ ５０ １０ １３ １１ ８ １６ １

（６．７）（１０．４） （８．０） （４．３） （３．１） （－） （２．５） （９．２） （０．６）（１７．７）（３０．５） （６．１） （８．０） （６．７） （４．９） （９．８） （０．６）
６ ９ ８ ５ ２ ０ １ １５ ０ １１ ３９ １０ ９ ９ ８ １６ １

（３．７） （５．５） （４．９） （３．１） （１．２） （－） （０．６） （９．２） （０） （６．７）（２３．８） （６．１） （５．５） （５．５） （４．９） （９．８） （０．６）

５ ８ ５ ２ ３ ０ ３ ０ １ １２ ７ ０ ４ ２ ０ ０ ０
（３．１） （４．９） （３．１） （１．２） （１．８） （－） （１．８） （０） （０．６） （７．３） （４．３） （０） （２．５） （１．２） （０） （０） （０）

６ ４
（３．７） （２．４）
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表２‐２ レディースドック （ ）内は％

区 分

体

脂

肪

率

腹

囲

基
礎
代
謝
量

血

圧

赤

血

球

数

血

色

素

量

Ｍ

Ｃ

Ｈ

血

清

鉄

尿

蛋

白

尿

潜

血

尿

沈

渣

尿

糖

血

糖

総
コ
レ
ス
テ

ロ

ー

ル

検 査 人 数 １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２

有所見者数
３７ ２０ ７ ７ ２４ ２５ ６２ ２ ２２ ４２ ０ ８ ２６

（２８．０）（１５．２） （５．３） （５．３）（１８．２）（１８．９）（４７．０） （１．５）（１６．７）（３１．８） （０） （６．１）（１９．７）

要 指 導
３２ ２０ ５ ７ １２ １１ ２６ ０ ６ ３５ ０ ８ １７

有

所

見

内

訳

（２４．２）（１５．２） （３．８） （５．３） （９．１） （８．３）（１９．７） （０） （４．５）（２６．５） （０） （６．１）（１２．９）

要 医 療
５ ２ ０ １２ １４ ３６ ０ ８ ２ ０ ０ ９

（３．８） （１．５） （０） （９．１）（１０．６）（２７．３） （０） （６．１） （１．５） （０） （０） （６．８）

判定保留
２ ８ ５

（１．５） （６．１） （３．８）

区 分

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ

ロ

ー

ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ

ロ

ー

ル

中

性

脂

肪

音

響

的

骨

評

価

値

甲
状
腺
視
触
診

甲
状
腺
超
音
波

甲

状

腺

Ｔ

Ｓ

Ｈ

甲

状

腺

Ｆ

Ｔ

４

乳
房
視
触
診

乳

房

Ｘ

線

乳
房
超
音
波

婦
人
科
内
診

婦
人
科
細
胞
診

婦
人
科
超
音
波

検 査 人 数 １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ １３２ ９ ９ １３２ ８８ １３２ １３１ １３１ １３１

有所見者数
９ ４２ １５ １９ １２ ２７ １ ０ １５ １２ ２１ ４２ ２ ４５

（６．８）（３１．８）（１１．４）（１４．４） （９．１）（２０．５） （－） （－）（１１．４）（１３．６）（１５．９）（３２．１） （１．５）（３４．４）

要 指 導
９ ３０ １４ １７ ８ １９ １１ ５ １７ ４１ ０ ４３

有

所

見

内

訳

（６．８）（２２．７）（１０．６）（１２．９） （６．１）（１４．４） （８．３） （５．７）（１２．９）（３１．３） （０）（３２．８）

要 医 療
０ １２ １ ２ ４ ８ １ ０ ４ ７ ４ １ ２ ２

（０） （９．１） （０．８） （１．５） （３．０） （６．１） （－） （－） （３．０） （８．０） （３．０） （０．８） （１．５） （１．５）
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高齢社会に突入した現在、「元気に自分らしく、長生きする」ことが誰もの
願いである。元気で長生きするには生活習慣病を予防するとともに、老化の
進行を防ぎ改善を図ることが必要である。介護保険制度の改正とともに、介
護予防の第一歩として生活機能に関する評価の実施が２００６（平成１８）年から
開始された。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は３１市町村、検査人数は前年度よ
り４，７２３人増の３１，３７４人であった。団体数の増加による
ものと思われる。全体の４１．１％にあたる候補者１２，９０２人
が特定高齢者の条件に該当するとして選定された（表１）。
前年度より１割近く多い選定となった。

特定高齢者の把握については、生活機能評価からの選定
だけでなく、地域住民からの連絡や市町村の訪問活動・
相談窓口からも見出される。最終的には地域包括支援セ
ンターにおいて特定高齢者の決定がなされる。こうした
広汎な地域ネットワークによる密接な連携の下、高齢者
本人の自己実現の支援をすることが介護予防のめざすと
ころである。

■生活機能に関する項目（基本チェックリスト）

※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が１８．５未満の場合に該当とする。

生活機能評価

■問診
自覚症状・既往歴・生活機能に関する項目

■検査
身長・体重・ＢＭＩ・血圧・

口腔内視診
理学的検査

�
�
�
�
�

反復唾液嚥下テスト
関節可動域
血色素量

貧 血 検 査

�
�
�
�
�

血球容積
赤血球数

血清アルブミン
心電図検査
※基本健康診査のデータを基本とし、不足する項目
は新たに実施する。

■検診から判定報告書提
出までの流れ基本チェックリスト 介護プログラムとの対応

１ バスや電車で１人で外出すてますか
２ 日用品の買物をしていますか
３ 預貯金の出し入れをしていますか
４ 友人の家をたずねていますか
５ 家族や友人の相談にのっていますか
６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

運動器の機能向上
７ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか
８ １５分位続けて歩いていますか
９ この１年間に転んだことがありますか
１０ 転倒に対する不安は大きいですか
１１ ６ケ月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか

栄養改善
１２ 身長 ㎝ 体重 ㎏ （ＢＭＩ＝ ）※
１３ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

口腔機能の向上１４ お茶や汁物等でむせることがありますか
１５ 口の渇きが気になりますか
１６ 週に１回以上は外出していますか
１７ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか
１８ 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか

認知症予防・支援１９ 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか
２０ 今日が何日かわからない時がありますか
２１（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない

うつ病予防・支援
２２（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
２３（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる
２４（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない
２５（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

問診

自覚症状・既往歴等

生活機能に関する項目

（基本チェックリスト）

検査

身長・体重・ＢＭＩ

血圧測定

理学的検査

�
�
�
�

口腔内視診

反復唾液嚥下テスト

関節可動域

貧血検査

�
�
�
�

血色素量

血球容積

赤血球数

血清アルブミン検査

心電図検査

判定報告書
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表１ 実施状況

団体名
受診
者数

候補 決定
全般 運 動 栄 養 口 腔 閉じこもり 認知症 うつ
候補 候補 決定 候補 決定 （Alb） 候補 決定 決定 決定 決定

計
３１，３７４ １２，９０２ １２，９０２ １，６８０ ８，０３８ ８，０３８ ３９６ １，１３３ （７８０） ６，６９３ ８，０２９ ２，４１１ ７，０３４ ５，７７７

（４１．１）（４１．１） （５．４）（２５．６）（２５．６） （１．３） （３．６） （２．５）（２１．３）（２５．６） （７．７）（２２．４）（１８．４）

盛岡市
４３０ ８１ ８１ ４ ４６ ４６ １ ４ （３） ４５ ５２ １１ ４７ ３５

（１８．８）（１８．８） （０．９）（１０．７）（１０．７） （０．２） （０．９） （０．７）（１０．５）（１２．１） （２．６）（１０．９） （８．１）

紫波町
６５７ ６５０ ６５０ １１２ ４４４ ４４４ １３ ７２ （５９） ３１４ ３８６ １２４ ３５７ ３００

（９８．９）（９８．９）（１７．０）（６７．６）（６７．６） （２．０）（１１．０） （９．０）（４７．８）（５８．８）（１８．９）（５４．３）（４５．７）

矢巾町
１，７４９ ４２８ ４２８ ４１ ２５３ ２５３ １５ ３３ （２０） ２２６ ２６３ ６２ ２１９ １４１

（２４．５）（２４．５） （２．３）（１４．５）（１４．５） （０．９） （１．９） （１．１）（１２．９）（１５．０） （３．５）（１２．５） （８．１）

八幡平市
２，２５０ ４３６ ４３６ ５３ ２４９ ２４９ ２４ ３８ （１６） ２２０ ２５４ ８１ ２４３ １３５

（１９．４）（１９．４） （２．４）（１１．１）（１１．１） （１．１） （１．７） （０．７） （９．８）（１１．３） （３．６）（１０．８） （６．０）

葛巻町
８１６ １７７ １７７ ２１ １０７ １０７ ３ １４ （１１） ８６ １１１ ４４ １０１ ９１

（２１．７）（２１．７） （２．６）（１３．１）（１３．１） （０．４） （１．７） （１．３）（１０．５）（１３．６） （５．４）（１２．４）（１１．２）

岩手町
１，２４９ ２５１ ２５１ ３２ １３４ １３４ ７ ２６ （２０） １４９ １６３ ５７ １５０ １１３

（２０．１）（２０．１） （２．６）（１０．７）（１０．７） （０．６） （２．１） （１．６）（１１．９）（１３．１） （４．６）（１２．０） （９．０）

花巻市
２，６８３ ２，６７５ ２，６７５ ３５９ １，７００ １，７００ ８６ ２８７ （２１１） １，４０６ １，７２７ ５１７ １，４９７ １，３３６

（９９．７）（９９．７）（１３．４）（６３．４）（６３．４） （３．２）（１０．７） （７．９）（５２．４）（６４．４）（１９．３）（５５．８）（４９．８）

北上市
９１２ ８９９ ８９９ １１８ ５３６ ５３６ ２２ ６９ （４９） ４９４ ６０２ １４０ ５２５ ４１０

（９８．６）（９８．６）（１２．９）（５８．８）（５８．８） （２．４） （７．６） （５．４）（５４．２）（６６．０）（１５．４）（５７．６）（４５．０）

西和賀町
１６６ １６５ １６５ ２４ １１７ １１７ ３ １９ （１７） ７７ １０２ ４０ ８９ ８１

（９９．４）（９９．４）（１４．５）（７０．５）（７０．５） （１．８）（１１．４）（１０．２）（４６．４）（６１．４）（２４．１）（５３．６）（４８．８）

奥州市
４３ ４３ ４３ ３ ３２ ３２ ３ ５ （３） ２２ ２５ １２ ２７ ２２

（１００．０）（１００．０） （７．０）（７４．４）（７４．４） （７．０）（１１．６） （７．０）（５１．２）（５８．１）（２７．９）（６２．８）（５１．２）

金ケ崎町
１，０８０ ２２９ ２２９ ３０ １４０ １４０ １４ ２１ （９） １１８ １３８ ３６ １４０ １２３

（２１．２）（２１．２） （２．８）（１３．０）（１３．０） （１．３） （１．９） （０．８）（１０．９）（１２．８） （３．３）（１３．０）（１１．４）

一関市
７１３ ６４２ ６４２ ８２ ３７５ ３７５ １３ ５０ （３８） ３７６ ４２２ １１５ ３４２ ３１０

（９０．０）（９０．０）（１１．５）（５２．６）（５２．６） （１．８） （７．０） （５．３）（５２．７）（５９．２）（１６．１）（４８．０）（４３．５）

平泉町
１３４ １０８ １０８ １１ ６９ ６９ ４ ６ （２） ５９ ７３ ２１ ６２ ４８

（８０．６）（８０．６） （８．２）（５１．５）（５１．５） （３．０） （４．５） （１．５）（４４．０）（５４．５）（１５．７）（４６．３）（３５．８）

藤沢町
３０６ ２９９ ２９９ ４８ １８４ １８４ １０ ２１ （１２） １７３ ２０４ ７９ １８１ １２０

（９７．７）（９７．７）（１５．７）（６０．１）（６０．１） （３．３） （６．９） （３．９）（５６．５）（６６．７）（２５．８）（５９．２）（３９．２）

陸前高田市
７６ ４９ ４９ １ ３０ ３０ ４ ５ （１） １７ ３０ ２ １２ １２
（６４．５）（６４．５） （１．３）（３９．５）（３９．５） （５．３） （６．６） （１．３）（２２．４）（３９．５） （２．６）（１５．８）（１５．８）

大船渡市
１，７５９ ２８３ ２８３ １３ １５１ １５１ ９ １１ （２） １６３ １８７ ３５ １３６ ７６

（１６．１）（１６．１） （０．７） （８．６） （８．６） （０．５） （０．６） （０．１） （９．３）（１０．６） （２．０） （７．７） （４．３）

遠野市
２，５７０ ５９０ ５９０ ８３ ３６５ ３６５ ２３ ６０ （３９） ３２３ ３７６ １２０ ３３２ ３００

（２３．０）（２３．０） （３．２）（１４．２）（１４．２） （０．９） （２．３） （１．５）（１２．６）（１４．６） （４．７）（１２．９）（１１．７）

釜石市
３，７６０ ５９２ ５９２ ２９ ３８９ ３８９ ３１ ７４ （４７） ２３８ ３１４ ６４ １５８ ８３

（１５．７）（１５．７） （０．８）（１０．３）（１０．３） （０．８） （２．０） （１．３） （６．３） （８．４） （１．７） （４．２） （２．２）

大槌町
２９５ ２９５ ２９５ ４０ １９９ １９９ ４ １２ （８） １４１ １８２ ６０ １４４ １３０

（１００．０）（１００．０）（１３．６）（６７．５）（６７．５） （１．４） （４．１） （２．７）（４７．８）（６１．７）（２０．３）（４８．８）（４４．１）

宮古市
８９５ ８４６ ８４６ ９３ ４８９ ４８９ ２８ ５８ （３２） ４６８ ５３３ １１３ ４５６ ３４０

（９４．５）（９４．５）（１０．４）（５４．６）（５４．６） （３．１） （６．５） （３．６）（５２．３）（５９．６）（１２．６）（５０．９）（３８．０）

山田町
１，９５３ ４５２ ４５２ ８６ ３０６ ３０６ １８ ４３ （２９） １９９ ２５４ １１０ ２１５ １７５

（２３．１）（２３．１） （４．４）（１５．７）（１５．７） （０．９） （２．２） （１．５）（１０．２）（１３．０） （５．６）（１１．０） （９．０）

川井村
４３ ４２ ４２ ８ ２５ ２５ １ ４ （３） ２４ ２８ １５ ２４ ２３
（９７．７）（９７．７）（１８．６）（５８．１）（５８．１） （２．３） （９．３） （７．０）（５５．８）（６５．１）（３４．９）（５５．８）（５３．５）

岩泉町
１８２ １７７ １７７ ２３ １３３ １３３ ４ １４ （１０） ６９ ８８ ４１ ９１ ８２

（９７．３）（９７．３）（１２．６）（７３．１）（７３．１） （２．２） （７．７） （５．５）（３７．９）（４８．４）（２２．５）（５０．０）（４５．１）

洋野町
４００ ２１９ ２１９ １８ １５１ １５１ ３ １０ （７） １０９ １３０ ３１ １１２ ８５

（５４．８）（５４．８） （４．５）（３７．８）（３７．８） （０．８） （２．５） （１．８）（２７．３）（３２．５） （７．８）（２８．０）（２１．３）

普代村
２７２ ３２ ３２ ５ ２３ ２３ １ １ （０） １５ １５ １１ １８ １４

（１１．８）（１１．８） （１．８） （８．５） （８．５） （０．４） （０．４） （０） （５．５） （５．５） （４．０） （６．６） （５．１）

野田村
１６ ６ ６ ２ ４ ４ ０ ０ （０） ３ ４ ２ ５ ５

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

久慈市
３５４ ３３５ ３３５ ４８ １９８ １９８ ８ ２７ （２１） １７７ １９８ ５２ １６９ １５０

（９４．６）（９４．６）（１３．６）（５５．９）（５５．９） （２．３） （７．６） （５．９）（５０．０）（５５．９）（１４．７）（４７．７）（４２．４）

二戸市
２，９７４ ７８８ ７８８ ９９ ４６３ ４６３ ２６ ５７ （３５） ４０４ ４６５ １３７ ５０３ ４０１

（２６．５）（２６．５） （３．３）（１５．６）（１５．６） （０．９） （１．９） （１．２）（１３．６）（１５．６） （４．６）（１６．９）（１３．５）

軽米町
２８４ ２７１ ２７１ ３５ １７０ １７０ ５ ２７ （２２） １４０ １７３ ５３ １５４ １５０

（９５．４）（９５．４）（１２．３）（５９．９）（５９．９） （１．８） （９．５） （７．７）（４９．３）（６０．９）（１８．７）（５４．２）（５２．８）

一戸町
２，１４２ ６３２ ６３２ １２０ ４１５ ４１５ １０ ５１ （４３） ３２５ ４００ １７２ ４０６ ３６１

（２９．５）（２９．５） （５．６）（１９．４）（１９．４） （０．５） （２．４） （２．０）（１５．２）（１８．７） （８．０）（１９．０）（１６．９）

九戸村
２１１ ２１０ ２１０ ３９ １４１ １４１ ３ １４ （１１） １１３ １３０ ５４ １１９ １２５

（９９．５）（９９．５）（１８．５）（６６．８）（６６．８） （１．４） （６．６） （５．２）（５３．６）（６１．６）（２５．６）（５６．４）（５９．２）
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Ⅵ 追跡調査結果

１．胃がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

２．肺がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

３．子宮がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

４．乳がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

５．大腸がん検診追跡調査結果
（平成２０年度）

６．前立腺特異抗原検診追跡調査結果
（平成２０年度）

７．至急連絡による追跡調査結果
（平成２０年度）

８．肝炎ウイルス検診追跡調査結果



追跡調査は、各種検査で要精密検査と判断したものを確実に医療機関につな
ぐことと、更にその診断結果を把握することで健康診断の精度向上をはかる
ことを目的としている。現在、地域保健部門では実施市町村の保健師が精密
検査未受診者に直接働きかけ、受診状況の確認および受診勧奨を行っている。
また、人間ドック部門では受診後３～４カ月を目安に精密検査未受診者に対
して受診確認の文書を送付し、受診状況を把握するとともに受診を勧奨して
いる。これに比較して産業保健部門では専門的な知識を持ったスタッフの配
置が少ないため、他部門のように精密検査未受診者に対しての調査、受診勧
奨が徹底出来ない状況にある。
当協会では、受診情報をもとに医療機関へ直接に結果を問い合わせるなど、
回収率の向上に努めている。

■実施状況
主な検査・検診の平成２０年度追跡調査結果を表に
した。精密検査受診率は、性別にみると男性に比
べ女性が高くなっている。また、検診別では肺が
ん検診が最も高く８９．５％、最も低いのが大腸がん
検診６０．６％と検診により大きな差があった。部門
別では、地域保健部門が７０％を超え、以下の人間
ドック部門、産業保健部門と続いている。

精密検査受診率については、医療機関からの回答
率も大きく関係する。地域保健・一日人間ドック
については得られた情報をもとに医療機関に問い
合わせるなどして回収率の向上に努めている。

なお、追跡調査の集計において、対象者から精密
検査受診の報告があっても、医療機関から診断結
果の報告がないものについては未受診者とし、精
密検査受診者数には含めていない。

■追跡調査の対象とする条件
１．①～⑭に関してｃ判定および医師の指示
２．⑮に関して基準値を越えたものおよび医師の
指示

３．健診実施団体が追跡調査実施に同意している
こと

■追跡調査対象検査項目
①胃がん検診（胃部Ｘ線検査）
②肺がん検診（胸部Ｘ線検査・喀痰細胞診検査）
③子宮がん検診（子宮内診検査・子宮頚部細胞診
検査・子宮体部細胞診検査）
④乳がん検診（乳房視触診検査・乳房Ｘ線検査・
乳房超音波検査）
⑤大腸がん検診（便潜血反応検査）
⑥前立腺特異抗原検診（前立腺特異抗原検査）
⑦甲状腺視触診検査・甲状腺超音波検査
⑧ＡＦＰ検査
⑨腹部超音波検査
⑩膀胱超音波検査
⑪心臓血管系超音波検査
⑫胸部ＣＴ検査
⑬脳ＭＲＩ検査
⑭肝炎ウイルス検査
⑮血液一般検査・生化学的検査・眼底検査・心電
図検査の至急連絡

■追跡調査結果の流れ
１．対象者に対して、精密検査受診勧奨文書と医
療機関宛の紹介状（診断名報告用連絡票を同
封）を発行する。
２．精密検査実施医療機関から診断名などの報告
を受ける。
３．個々に記録を整備し、結果を解析する。

追跡調査結果
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１．胃がん検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
当協会の胃がん検診（胃部Ｘ線検査）は、産業保健と一日人間ドックで全体の９９％以上を占める。要精
密検査率は全体の７．７％、精密検査受診率は６９．０％であった。精密検査受診者３，３００人のうち、胃がんと
診断されたのは４１人、うち７８．０％が早期がんであった。性別・年代別では６０歳以上の男性のがん発見率
が特に高い。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数
要精

検者数
要精検率

精検

受診者数

精検

受診率
胃 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ６２，０４１ ４，７８６ ７．７％ ３，３００ ６９．０％ ４１ ３２ ７

～２９歳 ３０６ ３ １．０％ ２ － ０ ０ ０

３０～３４ １，１４１ ３３ ２．９％ ２６ ７８．８％ ０ ０ ０

３５～３９ ５，５３８ ２３６ ４．３％ １３７ ５８．１％ ０ ０ ０

４０～４４ ６，５３８ ３３５ ５．１％ ２０３ ６０．６％ ０ ０ ０

４５～４９ ６，９９２ ５２６ ７．５％ ３３０ ６２．７％ ２ ２ ０

５０～５４ ６，４５２ ６７２ １０．４％ ３９０ ５８．０％ ２ １ ０

男 ５５～５９ ６，４４３ ７５８ １１．８％ ４６１ ６０．８％ ５ ５ ０

６０～６４ ３，５８１ ４７０ １３．１％ ３３８ ７１．９％ １２ ６ ５

６５～６９ １，５２３ ２３４ １５．４％ １９０ ８１．２％ ７ ７ ０

７０～７４ ８６１ １３３ １５．４％ １１２ ８４．２％ ３ ２ １

７５～７９ ３４９ ４３ １２．３％ ３７ ８６．０％ １ ０ １

８０歳～ １１８ １６ １３．６％ １２ － １ １ ０

小計 ３９，８４２ ３，４５９ ８．７％ ２，２３８ ６４．７％ ３３ ２４ ７

～２９歳 ２１０ ８ ３．８％ ６ － ０ ０ ０

３０～３４ ６０４ １８ ３．０％ １４ － ０ ０ ０

３５～３９ ２，９４６ ９１ ３．１％ ７１ ７８．０％ ０ ０ ０

４０～４４ ３，６０８ １５２ ４．２％ １１９ ７８．３％ ２ ２ ０

４５～４９ ３，９２９ ２１６ ５．５％ １５６ ７２．２％ ２ ２ ０

５０～５４ ３，８１２ ２３９ ６．３％ １８２ ７６．２％ ２ ２ ０

女 ５５～５９ ３，４５７ ２６５ ７．７％ ２１９ ８２．６％ １ １ ０

６０～６４ １，７６０ １５９ ９．０％ １３４ ８４．３％ ０ ０ ０

６５～６９ １，０５９ ９３ ８．８％ ８４ ９０．３％ １ １ ０

７０～７４ ６００ ６４ １０．７％ ５８ ９０．６％ ０ ０ ０

７５～７９ １７９ １９ １０．６％ １６ － ０ ０ ０

８０歳～ ３５ ３ ８．６％ ３ － ０ ０ ０

小計 ２２，１９９ １，３２７ ６．０％ １，０６２ ８０．０％ ８ ８ ０

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率
精検

受診者数

精検

受診率
胃 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ６２，０４１ ４，７８６ ７．７％ ３，３００ ６９．０％ ４１ ３２ ７

地域保健 ４２３ ４１ ９．７％ ３０ ７３．２％ ０ ０ ０

産業保健 ４３，６２８ ２，９１９ ６．７％ １，８２５ ６２．５％ １７ １３ ３

一日人間ドック １７，９９０ １，８２６ １０．２％ １，４４５ ７９．１％ ２４ １９ ４
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その他：食道がん� 含む

男６０～６４歳 その他：食道がん� 含む

（備考）がん発見率（％）＝胃がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝胃がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 検 結 果 内 訳
がん

発見率

陽性反応

適中度
胃がん

疑い
胃ポリープ 胃潰瘍 その他 異常なし 不 明

期別不明

２ ２ ４１３ １８９ １，８１３ ８４０ ２ ０．０７％ １．２４％

０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０％ －

０ １ １ ３ １０ １１ ０ ０％ －

０ ０ １０ ６ ８１ ４０ ０ ０％ ０％

０ ０ ２１ １３ １１０ ５８ １ ０％ ０％

０ １ ２３ ３０ ２０１ ７３ ０ ０．０３％ ０．６１％

１ ０ ３０ ２７ ２４８ ８３ ０ ０．０３％ ０．５１％

０ ０ ４５ ３８ ２８１ ９２ ０ ０．０８％ １．０８％

１ ０ ３４ ２２ ２１５ ５５ ０ ０．３４％ ３．５５％

０ ０ １８ ８ １１１ ４６ ０ ０．４６％ ３．６８％

０ ０ １５ ２ ６０ ３２ ０ ０．３５％ ２．６８％

０ ０ ７ ０ ２３ ６ ０ ０．２９％ ２．７０％

０ ０ １ ０ １０ ０ ０ ０．８５％ －

２ ２ ２０５ １４９ １３５１ ４９７ １ ０．０８％ １．４７％

０ ０ ２ ０ １ ３ ０ ０％ －

０ ０ ４ ０ １ ９ ０ ０％ －

０ ０ １６ １ ２３ ３１ ０ ０％ ０％

０ ０ ２２ ３ ４６ ４６ ０ ０．０６％ １．６８％

０ ０ ２５ ８ ７１ ５０ ０ ０．０５％ １．２８％

０ ０ ３２ １０ ７７ ６１ ０ ０．０５％ １．１０％

０ ０ ４８ ８ ９２ ７０ ０ ０．０３％ ０．４６％

０ ０ ２３ ２ ７３ ３６ ０ ０％ ０％

０ ０ ２１ ６ ３７ １９ ０ ０．０９％ １．１９％

０ ０ １２ ２ ３３ １１ ０ ０％ ０％

０ ０ ２ ０ ６ ７ １ ０％ －

０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０％ －

０ ０ ２０８ ４０ ４６２ ３４３ １ ０．０４％ ０．７５％

精 検 結 果 内 訳
がん

発見率

陽性反応

適中度
胃がん

疑い
胃ポリープ 胃潰瘍 その他 異常なし 不 明

期別不明

２ ２ ４１３ １８９ １，８１３ ８４０ ２ ０．０７％ １．２４％

０ ０ ７ １ １６ ６ ０ ０％ ０％

１ ２ １８８ １２６ ９９６ ４９５ １ ０．０４％ ０．９３％

１ ０ ２１８ ６２ ８０１ ３３９ １ ０．１３％ １．６６％
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２．肺がん検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
胸部Ｘ線検査の要精密検査率は１．９％、精密検査受診率は８９．５％であった。精密検査受診者１，１６５人のう
ち原発性肺がんは４１人、転移性肺がん２人、肺がん疑い５人であった。がん発見率は男女とも従来に比
べ高い傾向にあった。

喀痰細胞診検査の要精密検査率は０．２％、精密検査受診者１５人のうち原発性肺がん７人、がん発見率０．０９
％であった。

【胸部Ｘ線検査】

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率
精検

受診者数

精検

受診率 原発性肺がん 転移性肺がん

計 ６８，５３５ １，３０１ １．９％ １，１６５ ８９．５％ ４１ ２

地域保健 ４１，８２８ １，０３６ ２．５％ ９４８ ９１．５％ ２８ ２

産業保健 ８，２０７ ８１ １．０％ ６１ ７５．３％ ４ ０

一日人間ドック １８，５００ １８４ １．０％ １５６ ８４．８％ ９ ０

性
別 年齢区分 検査人数 要精検者数 要精検率

精検

受診者数

精検

受診率 原発性肺がん 転移性肺がん

計 ６８，５３５ １，３０１ １．９％ １，１６５ ８９．５％ ４１ ２

～３９歳 ２，６９２ １１ ０．４％ ８ － ０ ０

４０～４４ ２，８９２ ２８ １．０％ ２１ － ０ ０

４５～４９ ３，４０６ ４０ １．２％ ２９ ７２．５％ １ ０

５０～５４ ４，０１９ ４０ １．０％ ２９ ７２．５％ ０ ０

５５～５９ ５，０７８ ７４ １．５％ ５８ ７８．４％ ２ ０

男 ６０～６４ ４，５８８ ８４ １．８％ ６６ ７８．６％ ３ ０

６５～６９ ３，９０１ １０１ ２．６％ ９０ ８９．１％ ４ ０

７０～７４ ３，７２８ １２１ ３．２％ １１０ ９０．９％ ４ １

７５～７９ ２，５７５ １１１ ４．３％ １０２ ９１．９％ ８ ０

８０歳～ １，２４９ ８１ ６．５％ ８０ ９８．８％ ５ １

小計 ３４，１２８ ６９１ ２．０％ ５９３ ８５．８％ ２７ ２

～３９歳 １，６１５ ８ ０．５％ ８ － ０ ０

４０～４４ ２，３２３ １６ ０．７％ １５ － １ ０

４５～４９ ２，８２９ ２５ ０．９％ ２２ － １ ０

５０～５４ ３，７６９ ３９ １．０％ ３６ ９２．３％ ２ ０

５５～５９ ５，４９６ ７３ １．３％ ６７ ９１．８％ ３ ０

女 ６０～６４ ５，７１８ ８１ １．４％ ７４ ９１．４％ ３ ０

６５～６９ ４，５４７ ９１ ２．０％ ８７ ９５．６％ ０ ０

７０～７４ ４，２８８ １１９ ２．８％ １１４ ９５．８％ １ ０

７５～７９ ２，６１２ １０１ ３．９％ ９５ ９４．１％ １ ０

８０歳～ １，２１０ ５７ ４．７％ ５４ ９４．７％ ２ ０

小計 ３４，４０７ ６１０ １．８％ ５７２ ９３．８％ １４ ０
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（備考）がん発見率（％）＝原発性肺がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝原発性肺がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 密 検 査 結 果 がん

発見率

陽性反応

適中度肺がん疑い 縦隔腫瘍 肺結核 その他 異常なし 不 明

５ １ ３ ６９１ ４１７ ５ ０．０６％ ３．５２％

５ ０ ２ ５８２ ３２５ ４ ０．０７％ ２．９５％

０ １ １ ２３ ３１ １ ０．０５％ ６．５６％

０ ０ ０ ８６ ６１ ０ ０．０５％ ５．７７％

精 密 検 査 結 果 がん

発見率

陽性反応

適中度肺がん疑い 縦隔腫瘍 肺結核 その他 異常なし 不 明

５ １ ３ ６９１ ４１７ ５ ０．０６％ ３．５２％

０ ０ ０ ４ ４ ０ ０％ －

０ ０ ０ １０ １１ ０ ０％ －

０ １ ０ １５ １２ ０ ０．０３％ －

０ ０ １ １１ １６ １ ０％ －

１ ０ ０ ３１ ２４ ０ ０．０４％ ３．４５％

０ ０ １ ３９ ２３ ０ ０．０７％ ４．５５％

２ ０ ０ ５０ ３４ ０ ０．１０％ ４．４４％

０ ０ １ ７４ ２９ １ ０．１１％ ３．６４％

０ ０ ０ ６４ ３０ ０ ０．３１％ ７．８４％

０ ０ ０ ６２ １１ １ ０．４０％ ６．２５％

３ １ ３ ３６０ １９４ ３ ０．０８％ ４．５５％

０ ０ ０ ２ ６ ０ ０％ －

０ ０ ０ ６ ８ ０ ０．０４％ －

０ ０ ０ １０ １１ ０ ０．０４％ －

０ ０ ０ １７ １７ ０ ０．０５％ ５．５６％

０ ０ ０ ２８ ３６ ０ ０．０５％ ４．４８％

０ ０ ０ ５０ ２１ ０ ０．０５％ ４．０５％

０ ０ ０ ４９ ３８ ０ ０％ ０％

０ ０ ０ ６８ ４５ ０ ０．０２％ ０．８８％

１ ０ ０ ６５ ２７ １ ０．０４％ １．０５％

１ ０ ０ ３６ １４ １ ０．１７％ ３．７０％

２ ０ ０ ３３１ ２２３ ２ ０．０４％ ２．４５％
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【喀痰細胞診検査】

表３ 精密検査受診状況

表４ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数

肺 癌 学 会 基 準 分 類
要精検

者数
要精検率

精検

受診者数Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

計 ７，９２３ ４０７ ７，４５５ ４２ １４ ５ １９ ０．２％ １５

地域保健 ３，００９ ８１ ２，９０１ １７ ７ ３ １０ ０．３％ ８

産業保健 ３，２２９ ２８０ ２，９３６ １３ ０ ０ ０ ０％ ０

一日人間ドック １，６８５ ４６ １，６１８ １２ ７ ２ ９ ０．５％ ７

性

別
年齢区分 検査人数

肺 癌 学 会 基 準 分 類
要精検

者数
要精検率

A B C D E

計 ７，９２３ ４０７ ７，４５５ ４２ １４ ５ １９ ０．２％

～３９歳 ５８５ ６０ ５２４ １ ０ ０ ０ ０％

４０～４４ ６６５ ５６ ６０７ ２ ０ ０ ０ ０％

４５～４９ ６９７ ４５ ６４７ ５ ０ ０ ０ ０％

５０～５４ １，０４１ ４９ ９８７ ４ １ ０ １ ０．１％

５５～５９ １，１７０ ３２ １，１３０ ５ ３ ０ ３ ０．３％

男 ６０～６４ ９８４ ２６ ９５２ ４ １ １ ２ ０．２％

６５～６９ ８１７ １８ ７８６ ８ ３ ２ ５ ０．６％

７０～７４ ６４２ １６ ６１６ ６ ２ ２ ４ ０．６％

７５～７９ ４３２ １７ ４０９ ４ ２ ０ ２ ０．５％

８０歳～ １８８ ７ １７６ ３ ２ ０ ２ １．１％

小計 ７，２２１ ３２６ ６，８３４ ４２ １４ ５ １９ ０．３％

～３９歳 ９４ １５ ７９ ０ ０ ０ ０ ０％

４０～４４ ９８ １２ ８６ ０ ０ ０ ０ ０％

４５～４９ ９８ １７ ８１ ０ ０ ０ ０ ０％

５０～５４ １１５ １７ ９８ ０ ０ ０ ０ ０％

５５～５９ １０６ １１ ９５ ０ ０ ０ ０ ０％

女 ６０～６４ ５９ ２ ５７ ０ ０ ０ ０ ０％

６５～６９ ５８ １ ５７ ０ ０ ０ ０ ０％

７０～７４ ３８ ４ ３４ ０ ０ ０ ０ ０％

７５～７９ ２６ １ ２５ ０ ０ ０ ０ －

８０歳～ １０ １ ９ ０ ０ ０ ０ －

小計 ７０２ ８１ ６２１ ０ ０ ０ ０ ０％
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（備考）がん発見率（％）＝原発性肺がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝原発性肺がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精検

受診者数

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
原発性

肺がん

転移性

肺がん

肺がん

疑い
その他 異常なし 不 明

１５ － ７ ０ ０ ４ ４ ０ ０．０９％ －

０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０％

０ － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

３ － ０ ０ ０ ２ １ ０ ０％ －

１ － １ ０ ０ ０ ０ ０ ０．１０％ －

３ － ２ ０ ０ ０ １ ０ ０．２４％ －

４ － ２ ０ ０ １ １ ０ ０．３１％ －

２ － １ ０ ０ ０ １ ０ ０．２３％ －

２ － １ ０ ０ １ ０ ０ ０．５３％ －

１５ － ７ ０ ０ ４ ４ ０ ０．１０％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
原発性

肺がん

転移性

肺がん

肺がん

疑い
その他 異常なし 不 明

－ ７ ０ ０ ４ ４ ０ ０．０９％ －

－ ５ ０ ０ ２ １ ０ ０．１７％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

－ ２ ０ ０ ２ ３ ０ ０．１２％ －
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３．子宮がん検診（頚部細胞診検査）追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
頚部細胞診検査の要精密検査率は１．４％、精密検査受診率は８０．６％であった。精密検査受診者２０８人のう
ち子宮頚がんと診断されたのは１３人、うち１２人は早期がんであった。要精密検査率、がん発見率ともに、
２０～３０代が高い。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 年齢階級別精密検査受診状況

年齢区分
検査

人数

細 胞 診 ク ラ ス 分 類
要精検

者数

要精

検率Ⅰ Ⅱ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲ Ⅲｂ Ⅳ Ⅴ
判定

不能

計 １８，６２５ １，６５６ １６，６１４ ９７ ２０３ ９ ２２ ２２ ２ ０ ２５８ １．４％

～２４歳 ３５７ ６４ ２６７ ５ １８ ０ ３ ０ ０ ０ ２１ ５．９％

２５～２９ ７４０ １０８ ５９２ ８ ２９ ０ ２ １ ０ ０ ３２ ４．３％

３０～３４ １，３３１ １５０ １，１２３ １１ ３６ １ ５ ５ ０ ０ ４７ ３．５％

３５～３９ ２，１２７ ２０９ １，８４３ １９ ３８ ２ ６ ８ ２ ０ ５６ ２．６％

４０～４４ ２，３１９ ２３１ ２，０４３ ７ ２９ ２ ４ ３ ０ ０ ３８ １．６％

４５～４９ ２，４６８ ２６７ ２，１５３ １４ ２９ １ １ ３ ０ ０ ３４ １．４％

５０～５４ ２，４３０ ２２８ ２，１７７ １３ ９ １ １ １ ０ ０ １２ ０．５％

５５～５９ ２，５７９ １７７ ２，３９０ ６ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０．２％

６０～６４ １，６９１ ９６ １，５８６ ４ ４ ０ ０ １ ０ ０ ５ ０．３％

６５～６９ １，３８６ ７２ １，３０６ ６ １ １ ０ ０ ０ ０ ２ ０．１％

７０～７４ ８４６ ３７ ８０３ ２ ３ １ ０ ０ ０ ０ ４ ０．５％

７５～７９ ２９３ １５ ２７６ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

８０歳～ ５８ ２ ５５ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １．７％

区 分
検査

人数

細 胞 診 ク ラ ス 分 類
要精検

者数

要精

検率Ⅰ Ⅱ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲ Ⅲｂ Ⅳ Ⅴ
判定

不能

計 １８，６２５ １，６５６ １６，６１４ ９７ ２０３ ９ ２２ ２２ ２ ０ ２５８ １．４％

地域保健 ４，３４４ ３１７ ３，９５８ ２０ ４０ ０ ５ ４ ０ ０ ４９ １．１％

産業保健 ７，４５７ ６９４ ６，５６９ ４１ １１７ ５ １６ １３ ２ ０ １５３ ２．１％

一日人間ドック ６，８２４ ６４５ ６，０８７ ３６ ４６ ４ １ ５ ０ ０ ５６ ０．８％

146



（備考）がん発見率（％）＝子宮頚がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝子宮頸がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精検受

診者数

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性

反応

適中度

子 宮 頚 が ん 子宮頚
がんの
疑い

子宮

体がん
異形成 その他

異常

なし
不 明

小計 早期がん 進行がん

２０８ ８０．６％ １３ １２ １ ０ ０ １１９ ４６ ３０ ０ ０．０７％ ６．２５％

１７ － １ １ ０ ０ ０ ７ ４ ５ ０ ０．２８％ －

２８ ８７．５％ １ １ ０ ０ ０ １２ １２ ３ ０ ０．１４％ －

３９ ８３．０％ １ １ ０ ０ ０ ２８ ７ ３ ０ ０．０８％ ２．５６％

４６ ８２．１％ ６ ５ １ ０ ０ ２７ ７ ６ ０ ０．２８％ １３．０４％

２７ ７１．１％ １ １ ０ ０ ０ １８ ５ ３ ０ ０．０４％ －

３０ ８８．２％ ２ ２ ０ ０ ０ １９ ４ ５ ０ ０．０８％ ６．６７％

１２ － １ １ ０ ０ ０ ２ ５ ４ ０ ０．０４％ －

４ － ０ ０ ０ ０ ０ ３ １ ０ ０ ０％ －

４ － ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ １ ０ ０％ －

０ － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

１ － ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

０ － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

精検受

診者数

精検

受診率

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性

反応

適中度

子宮頚がん 子宮頚
がんの
疑い

子宮

体がん
異形成 その他

異常

なし
不 明

小計 早期がん 進行がん

２０８ ８０．６％ １３ １２ １ ０ ０ １１９ ４６ ３０ ０ ０．０７％ ６．２５％

３５ ７１．４％ ２ ２ ０ ０ ０ ２２ ６ ５ ０ ０．０５％ ５．７％

１３１ ８５．６％ ８ ７ １ ０ ０ ７４ ３１ １８ ０ ０．１１％ ６．１１％

４２ ７５．０％ ３ ３ ０ ０ ０ ２３ ９ ７ ０ ０．０４％ ７．１４％
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４．乳がん検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
乳がん検診の要精密検査率は４．８％、精密検査受診率は８９．１％であった。精密検査受診者８６１人のうち乳
がんは５０人であった。年代別では４０代前半からがん発見率が高くなっているのが目につく。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表１‐１ 視触診・乳房Ｘ線・超音波検査の単独及び併用方式

表１‐２ 視触診・乳房Ｘ線併用方式

表２ 年齢階級別精密検査受診状況

表２‐１ 全体（視触診・乳房Ｘ線・超音波検査の単独検診及び併用検診の合計）

表２‐２ 視触診・乳房Ｘ線併用方式

年齢区分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 １２，２７２ ５９０ ４．８％ ５２７ ８９．３％ ３４ ２３
～２９歳 １４ ０ － ０ ０ ０

３０～３４ ２９ １ － ０ － ０ ０
３５～３９ ２８５ ２１ ７．４％ １９ － ０ ０
４０～４４ １，６６０ １１４ ６．９％ １０１ ８８．６％ ６ ２
４５～４９ １，８７１ １１７ ６．３％ １０２ ８７．２％ ４ ４
５０～５４ ２，１８２ １２１ ５．５％ １０４ ８６．０％ ７ ４
５５～５９ ２，３２３ ９２ ４．０％ ８５ ９２．４％ １０ ８
６０～６４ １，５２５ ５７ ３．７％ ５２ ９１．２％ ２ １
６５～６９ １，２６１ ３９ ３．１％ ３７ ９４．９％ ４ ３
７０歳～ １，１２２ ２８ ２．５％ ２７ － １ １

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 １２，２７２ ５９０ ４．８％ ５２７ ８９．３％ ３４ ２３

地域保健 ２，２７７ ９４ ４．１％ ８９ ９４．７％ ９ ７
産業保健 ４，０３５ ２２９ ５．７％ ２０１ ８７．８％ １２ ５

一日人間ドック ５，９６０ ２６７ ４．５％ ２３７ ８８．８％ １３ １１

区 分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 ２０，００４ ９６６ ４．８％ ８６１ ８９．１％ ５０ ３６

地域保健 ５，０７８ ２７７ ５．５％ ２６９ ９７．１％ １６ １３
産業保健 ７，５７９ ３５５ ４．７％ ３０３ ８５．４％ １７ ９

一日人間ドック ７，３４７ ３３４ ４．５％ ２８９ ８６．５％ １７ １４

年齢区分 検査人数 要精検者数 要精検率 精検
受診者数

精検
受診率 乳 が ん

小計 早期がん
計 ２０，００４ ９６６ ４．８％ ８６１ ８９．１％ ５０ ３６
～２９歳 ３２３ ４ １．２％ ２ － ０ ０

３０～３４ ５７４ １２ ２．１％ ７ － ０ ０
３５～３９ １，６０１ ６９ ４．３％ ５４ ７８．３％ １ ０
４０～４４ ２，８２４ ２００ ７．１％ １８１ ９０．５％ ９ ５
４５～４９ ３，０９５ １９１ ６．２％ １６７ ８７．４％ １１ １０
５０～５４ ３，０１８ １５７ ５．２％ １３６ ８６．６％ ７ ４
５５～５９ ３，１３３ １３７ ４．４％ １２６ ９２．０％ １２ ９
６０～６４ ２，１０７ ８５ ４．０％ ８０ ９４．１％ ２ １
６５～６９ １，７５７ ５９ ３．４％ ５７ ９６．６％ ５ ４
７０歳～ １，５７２ ５２ ３．３％ ５１ ９８．１％ ３ ３
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（備考）がん発見率（％）＝乳がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝乳がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
７２．０％ １ １９８ ６３ ２４３ ３０２ ４ ０．２５％ ５．８１％

０ ０ １ １ ０ ０ ０％ －
０ ３ ３ ０ １ ０ ０％ －
０ １５ ６ １４ １６ ２ ０．０６％ １．８５％

５５．６％ ０ ４７ １６ ５８ ５１ ０ ０．３２％ ４．９７％
９０．９％ ０ ３４ ８ ６０ ５３ １ ０．３６％ ６．５９％
５７．１％ １ ３２ １３ ３６ ４７ ０ ０．２３％ ５．１５％
７５．０％ ０ ２９ １０ ２５ ５０ ０ ０．３８％ ９．５２％
５０．０％ ０ １８ ４ ２１ ３４ １ ０．０９％ ２．５０％
８０．０％ ０ １０ １ １３ ２８ ０ ０．２８％ ８．７７％
１００．０％ ０ １０ １ １５ ２２ ０ ０．１９％ ５．８８％

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
６７．６％ ０ １３１ ３６ １４９ １７５ ２ ０．２８％ ６．４５％

０ ０ ０ ０ ０ ０ －
０ ０ ０ ０ ０ ０ －
０ ６ １ ５ ６ １ ０％ －

３３．３％ ０ ３０ ７ ２９ ２９ ０ ０．３６％ ５．９４％
１００．０％ ０ ２４ ２ ３９ ３２ １ ０．２１％ ３．９２％
５７．１％ ０ ２４ １２ ２９ ３２ ０ ０．３２％ ６．７３％
８０．０％ ０ １９ ８ １５ ３３ ０ ０．４３％ １１．７６％
５０．０％ ０ １２ ４ １７ １７ ０ ０．１３％ ３．８５％
７５．０％ ０ ９ １ ７ １６ ０ ０．３２％ １０．８１％
１００．０％ ０ ７ １ ８ １０ ０ ０．０９％ －

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
７２．０％ １ １９８ ６３ ２４３ ３０２ ４ ０．２５％ ５．８１％
８１．３％ ０ ５３ ２０ ７６ １０４ ０ ０．３２％ ５．９５％
５２．９％ １ ７３ ２０ ８７ １０４ １ ０．２２％ ５．６１％
８２．４％ ０ ７２ ２３ ８０ ９４ ３ ０．２３％ ５．８８％

精 密 検 査 結 果 がん
発見率

陽性反応
適中度乳がん

疑い 乳腺症 線維腺腫 その他 異常なし 不 明早期がん比率
６７．６％ ０ １３１ ３６ １４９ １７５ ２ ０．２８％ ６．４５％
７７．８％ ０ ２７ ６ ２３ ２４ ０ ０．４０％ １０．１１％
４１．７％ ０ ５２ ９ ５９ ６８ １ ０．３０％ ５．９７％
８４．６％ ０ ５２ ２１ ６７ ８３ １ ０．２２％ ５．４９％
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５．大腸がん検診精密検査調査結果（平成２０年度）

■実施状況
大腸がん検診（便潜血反応検査）の要精密検査率は５．３％、精密検査受診率はがん検診の中でも最も低
く６０．６％であった。部門別では地域保健は８１．５％、産業保健５１．８％、一日人間ドック６８．５％であった。
精密検査受診者２，７７３人のうち大腸がんと診断されたのは１０２人、うち早期がんは６７．６％であった。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 性別・年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数
要精検
者数

要精検率
精検

受診者数
精検
受診率

大 腸 が ん
小計 早期がん 進行がん 期別不明

計 ８６，０２３ ４，５７９ ５．３％ ２，７７３ ６０．６％ １０２ ６９ ２６ ７

地域保健 １２，０１３ ７５３ ６．３％ ６１４ ８１．５％ ３２ ２２ ８ ２
産業保健 ５５，８６８ ２，７６１ ４．９％ １，４２９ ５１．８％ ４５ ２８ １３ ４

一日人間ドック １８，１４２ １，０６５ ５．９％ ７３０ ６８．５％ ２５ １９ ５ １

性
別

年齢区分 検査人数
要精
検者数

要精検率
精検

受診者数
精検
受診率

大 腸 が ん
小計 早期がん 進行がん 期別不明

計 ８６，０２３ ４，５７９ ５．３％ ２，７７３ ６０．６％ １０２ ６９ ２６ ７

～３９歳 ８，４２１ ３５０ ４．２％ １８５ ５２．９％ １ １ ０ ０
４０～４４ ７，８２０ ３６５ ４．７％ １９９ ５４．５％ ２ ２ ０ ０
４５～４９ ８，６１３ ４００ ４．６％ ２００ ５０．０％ ５ ３ １ １
５０～５４ ８，５４１ ５２６ ６．２％ ２３１ ４３．９％ １４ ９ ３ ２
５５～５９ ８，９２６ ５８３ ６．５％ ３０４ ５２．１％ １６ １３ ２ １

男 ６０～６４ ５，０３８ ３７７ ７．５％ ２３７ ６２．９％ １０ ６ ３ １
６５～６９ ２，６１５ ２０６ ７．９％ １４３ ６９．４％ ６ ３ ２ １
７０～７４ １，８７８ １７９ ９．５％ １３６ ７６．０％ ４ ３ １ ０
７５～７９ １，０９２ ９０ ８．２％ ７４ ８２．２％ ６ ５ ０ １
８０歳～ ４５６ ５９ １２．９％ ４８ ８１．４％ ４ ２ ２ ０
小計 ５３，４００ ３，１３５ ５．９％ １，７５７ ５６．０％ ６８ ４７ １４ ７

～３９歳 ４，３８３ １９７ ４．５％ １１０ ５５．８％ ０ ０ ０ ０
４０～４４ ４，１４２ １７８ ４．３％ ９２ ５１．７％ ０ ０ ０ ０
４５～４９ ４，８８０ １８９ ３．９％ １０７ ５６．６％ １ １ ０ ０
５０～５４ ５，２６７ １９８ ３．８％ １３４ ６７．７％ ２ １ １ ０
５５～５９ ５，２４６ ２１３ ４．１％ １６４ ７７．０％ ６ ３ ３ ０

女 ６０～６４ ３，００３ １１６ ３．９％ ９６ ８２．８％ １ １ ０ ０
６５～６９ ２，３６８ １１５ ４．９％ ９９ ８６．１％ １４ ９ ５ ０
７０～７４ １，９１３ １２７ ６．６％ １１４ ８９．８％ ２ １ １ ０
７５～７９ １，０１９ ７２ ７．１％ ６６ ９１．７％ ４ ３ １ ０
８０歳～ ４０２ ３９ ９．７％ ３４ ８７．２％ ４ ３ １ ０
小計 ３２，６２３ １，４４４ ４．４％ １，０１６ ７０．４％ ３４ ２２ １２ ０

150



（備考）がん発見率（％）＝大腸がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝大腸がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 検 結 果 内 訳
がん
発見率

陽性反応
適中度

大腸がん
疑い

ポリープ クローン病
潰瘍性
大腸炎

大腸憩室 痔疾患
その他
の疾患

異常なし 不 明

０ １，１５５ ３ ２５ ８９ ３６０ ８４ ９０５ ５０ ０．１２％ ３．６８％

０ ２６４ ０ ０ １８ ７６ １９ １９１ １４ ０．２７％ ５．２１％
０ ５７３ ２ １９ ４３ １９１ ４６ ４８５ ２５ ０．０８％ ３．１５％
０ ３１８ １ ６ ２８ ９３ １９ ２２９ １１ ０．１４％ ３．４２％

精 検 結 果 内 訳
がん
発見率

陽性反応
適中度

大腸がん
疑い

ポリープ クローン病
潰瘍性
大腸炎

大腸憩室 痔疾患
その他
の疾患

異常なし 不 明

０ １，１５５ ３ ２５ ８９ ３６０ ８４ ９０５ ５０ ０．１２％ ３．６８％

０ ４５ １ ９ ４ ３２ １２ ７９ ２ ０．０１％ ０．５４％
０ ７５ １ ５ ９ ２９ ８ ６４ ６ ０．０３％ １．０１％
０ ８４ ０ ３ ９ ２３ ７ ６６ ３ ０．０６％ ２．５０％
０ １２６ １ ２ ５ １９ ５ ５５ ４ ０．１６％ ６．０６％
０ １７５ ０ ０ ９ ３５ ９ ５９ １ ０．１８％ ５．２６％
０ １４７ ０ ２ １１ ２２ ２ ４３ ０ ０．２０％ ４．２２％
０ ９１ ０ ０ ２ １１ ２ ２９ ２ ０．２３％ ４．２０％
０ ８４ ０ ０ ３ １５ ３ ２７ ０ ０．２１％ ２．９４％
０ ２９ ０ ０ ２ ８ ３ ２４ ２ ０．５５％ ８．１１％
０ ２４ ０ ０ ４ ４ ２ １０ ０ ０．８８％ ８．３３％
０ ８８０ ３ ２１ ５８ １９８ ５３ ４５６ ２０ ０．１３％ ３．８７％

０ １１ ０ ２ ３ ２０ ６ ６３ ５ ０％ ０％
０ １４ ０ １ ３ １４ ２ ５５ ３ ０％ ０％
０ ２４ ０ １ ２ １５ ４ ５６ ４ ０．０２％ ０．９３％
０ ３３ ０ ０ ４ ３１ １ ５９ ４ ０．０４％ １．４９％
０ ６０ ０ ０ ４ ２６ ６ ５７ ５ ０．１１％ ３．６６％
０ ３６ ０ ０ ６ １１ １ ４０ １ ０．０３％ １．０４％
０ ２７ ０ ０ ３ １５ ４ ３４ ２ ０．５９％ １４．１４％
０ ３６ ０ ０ ４ １５ ５ ５１ １ ０．１０％ １．７５％
０ ２２ ０ ０ １ １１ １ ２４ ３ ０．３９％ ６．０６％
０ １２ ０ ０ １ ４ １ １０ ２ １．００％ １１．７６％
０ ２７５ ０ ４ ３１ １６２ ３１ ４４９ ３０ ０．１０％ ３．３５％
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６．前立腺特異抗原検診追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
前立腺特異抗原検査の要精密検査率は４．２％、精密検査受診率は７６．４％であった。精密検査受診者１，０４５
人のうち前立腺がんは１８２人で、精密検査受診者の１７．４２％にあたる。このうち早期がんは６９．８％であっ
た。がん発見率は例年同様全体で０．５％を超えた。

表１ 精密検査受診状況（全体）

表２ 年齢階級別精密検査受診状況

区 分 検査人数
要精検

者数
要精検率

精検

受診者数

精検

受診率
前 立 腺 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ３２，４６０ １，３６７ ４．２％ １，０４５ ７６．４％ １８２ １２７ ２５

地域保健 １７，１８４ ８７０ ５．１％ ７１８ ８２．５％ １４１ １０２ ２１

産業保健 ７，８５９ １７５ ２．２％ ８９ ５０．９％ １１ ２ ２

一日人間ドック ７，４１７ ３２２ ４．３％ ２３８ ７３．９％ ３０ ２３ ２

年齢区分 検査人数
要精検

者数
要精検率

精検受

診者数

精検

受診率
前 立 腺 が ん

小計 早期がん 進行がん

計 ３２，４６０ １，３６７ ４．２％ １，０４５ ７６．４％ １８２ １２７ ２５

～３９歳 １３９ ２ １．４％ １ － ０ ０ ０

４０～４４ １７２ １ ０．６％ ０ － ０ ０ ０

４５～４９ ７６２ ７ ０．９％ ２ － ０ ０ ０

５０～５４ ６，２１１ ８３ １．３％ ５４ ６５．１％ ８ ２ １

５５～５９ ６，９２１ １７９ ２．６％ １１０ ６１．５％ １３ １０ １

６０～６４ ５，０９２ １８６ ３．７％ １２９ ６９．４％ ２６ １８ ２

６５～６９ ５，１１０ ２５９ ５．１％ ２１１ ８１．５％ ３５ ２５ ４

７０～７４ ４，６２９ ３３５ ７．２％ ２６６ ７９．４％ ５６ ４２ ６

７５～７９ ２，３８９ ２１５ ９．０％ １８８ ８７．４％ ３０ ２４ ４

８０歳～ １，０３５ １００ ９．７％ ８４ ８４．０％ １４ ６ ７
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（備考）がん発見率（％）＝前立腺がん数／受診者数×１００ 陽性反応的中度（％）＝前立腺がん数／精検受診者数×１００

平成２２年８月３１日現在

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
前立腺

がん疑い

前立腺

肥大症
前立腺炎 その他 異常なし 不 明

期別不明

３０ ２１ ４７０ ４３ １９ ２５４ ５６ ０．５６％ １７．４２％

１８ １１ ３２３ ２３ １１ １６４ ４５ ０．８２％ １９．６４％

７ ４ ２９ ４ ２ ３８ １ ０．１４％ １２．３６％

５ ６ １１８ １６ ６ ５２ １０ ０．４０％ １２．６１％

精 密 検 査 結 果
がん

発見率

陽性反応

適中度
前立腺

がん疑い

前立腺

肥大症
前立腺炎 その他 異常なし 不 明

期別不明

３０ ２１ ４７０ ４３ １９ ２５４ ５６ ０．５６％ １７．４２％

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０％ －

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％ －

０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０％ －

５ ２ １２ ４ ２ ２６ ０ ０．１３％ １４．８１％

２ ４ ４０ ６ ３ ４４ ０ ０．１９％ １１．８２％

６ ２ ５０ １１ １ ３３ ６ ０．５１％ ２０．１６％

６ ３ １０９ ４ ４ ４５ １１ ０．６８％ １６．５９％

８ ５ １２６ ９ １ ５８ １１ １．２１％ ２１．０５％

２ ５ ９１ ７ ５ ３２ １８ １．２６％ １５．９６％

１ ０ ４１ ２ ３ １４ １０ １．３５％ １６．６７％
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７．至急連絡による追跡調査結果（平成２０年度）

■実施状況
当協会では、血液検査、心電図検査、眼底検査で緊急を要する所見が認められたものについて「至急連
絡」としている。これは結果報告を待たず、該当する項目の結果のみを報告し、直ちに医療機関を受診
するよう促している。ここでは平成２０年度検診実施分の至急連絡追跡調査結果を、産業保健と地域保健
に分けて掲載した。

地域保健では貧血検査によるものが最も多く、対象者は全体の０．０９％、次いで血糖検査と肝機能検査が
それぞれ０．０６％、０．０５％であった（表１‐１）。

産業保健では肝機能検査によるものが最も多く０．０９％、次いで貧血検査と尿酸検査がそれぞれ０．０６％、
０．０５％であった（表１‐２）。

表１ 部門別・項目別至急連絡追跡調査検査

表１‐１ 地域保健部門

検査項目 基 準 値 検査人数
精検

対象者数
回答数

Ｃ型肝炎�
自己免疫性肝炎�

肝 機 能
AST：２００U/l以上 ８６，１４８ ４７ ３８ 肝機能障害�
ALT：２００U/l以上 （０．０５％） （８０．９％） 胆のう結石�

痛風�
特記所見なし�

腎 機 能
BUN：４０㎎／�以上 ３９，７１３ ６ ５ 慢性腎不全�
Cre：４．０㎎／�以上 （０．０２％） （８３．３％） 高血圧�

尿 酸 UA：１１．０㎎／�以上
３８，２４９ １２ １０ 高尿酸血症�

（０．０３％） （８３．３％） 本態性高血圧�

血 糖
空腹時：３００㎎／�以上 ８５，６７３ ５３ ４４ 糖尿病�
随時：４００㎎／�以上 （０．０６％） （８３．０％） 肝機能障害�

貧 血

RBC：２００×１０４/�以下
Hb：７．０g／�以下
Ht：２５％以下

４９，１７８

鉄欠乏性貧血�
４５ ３６ 子宮筋腫	

（０．０９％） （８０．０％） 白血病�
消化管からの出血疑い�

－ １４ １２

（８５．７％）

白血病�
白 血 球 医師の判断 白血球減少症	

アルコール性肝硬変�

血 小 板 医師の判断
－ １１ ９ 本態性血小板血症�

（８１．８％） 肝硬変�
心筋梗塞�

心 電 図 医師の判断
４５，０８７ １４ １４ 発作性心房粗動�

（０．０３％） （１００．０％） 心室性期外収縮�
完全房室ブロック�

眼 底 医師の判断
３４，１６０ １５ １２ 糖尿病網膜症�

（０．０４％） （８０．０％） 白内障�
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平成２２年３月３１日現在

診断名内訳（重複回答あり）

Ｃ型慢性肝炎� 慢性肝炎� 急性肝炎�
アルコール性肝硬変� アルコール性肝障害� アルコール性肝障害疑い�
一過性肝機能障害� 脂肪肝� 薬害性肝障害疑い�
高脂血症� 脂質異常症� 高尿酸血症�
胃潰瘍� 糖尿病� 糖尿病疑い�

腎性貧血� 高カリウム血症� 慢性腎炎�
※対象者のうち、１名人工透析中

痛風� 痛風関節炎� 耐糖能異常�
慢性腎炎� ※対象者のうち、１名治療中

高脂血症� 脂肪肝� アルコール性肝障害�
甲状腺機能低下症� 高尿酸血症�
貧血� ビタミンＢ１２欠乏性貧血� 慢性腎不全�
大腸がん� 結腸がん� 胃潰瘍�
くも膜下出血� 脾腫� 骨髄異型性症候群�

成人Ｔ細胞白血病� 慢性骨髄性白血病� 慢性リンパ性白血病�
鉄欠乏性貧血� 溶血性貧血� 肝硬変�
くも膜下出血� 骨髄異型性症候群疑い�
本態性血小板増加症� 血小板増加症� 原発性血小板症疑い�
アルコール性肝硬変� 特発性血小板減少性紫斑病�
心房粗動� 洞不全症候群� 急性冠性症候群�
発作性心房細動� 発作性心室頻拍� 上室性期外収縮�
洞調律� 肺動脈狭窄症術後� 陳旧性心筋梗塞�
高血圧性心疾患疑い� 高血圧�
網膜中心静脈閉鎖症� 網膜静脈分枝閉鎖症� 硝子体出血�
緑内障� 黄斑部浮腫� その他病変�
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表１‐２ 産業保健部門

検査項目 基 準 値 検査人数
精検

対象者数
回答数

B型慢性肝炎�
アルコール性慢性肝炎�
急性肝炎�

肝 機 能
AST：２００U/l以上 １８２，１９９ １６８ １１８ 一過性肝機能障害�
ALT：２００U/l以上 （０．０９％） （７０．２％） アルコール性肝障害疑い�

慢性膵炎�
糖尿病�
脂肪肝�

腎 機 能
BUN：４０㎎/�以上 ９０，６１３ ４ ２ 慢性腎炎�
Cre：４．０㎎/�以上 （０．００％） （５０．０％） 脂質異常症�

９４，１６７ ４４

（０．０５％）

３５

（７９．５％）

高尿酸血症�
尿 酸 UA：１１．０㎎/�以上 脂肪肝�

アルコール性肝炎�

空腹時：３００㎎/�以上
随時：４００㎎/�以上

１２６，４７６ ５５

（０．０４％）

３８

（６９．１％）

糖尿病�
血 糖 脂質異常症�

脂肪肝疑い�

貧 血

RBC：２００×１０４/�以下
Hb：７．０g/�以下
Ht：２５％以下

１８１，７７７ １１３

（０．０６％）

８５

（７５．２％）

鉄欠乏性貧血	
脾腫�
胃がん�
子宮腫瘍�
急性骨髄性白血病�

白 血 球 医師の判断
－ ２６ ２０ 白血球増加�

（７６．９％） 真性赤血球増加症�
アレルギー性鼻炎�

血 小 板 医師の判断
－ １３ ６ 血小板増加症�

（４６．２％） 慢性骨髄性白血病�
無症候性心筋虚血�
タコツボ型心筋症疑い�

心 電 図 医師の判断
１７２，４９６ ２４ １９ 非発作性心室頻拍�

（０．０１％） （７９．２％） 大動脈二尖弁症�
二枝ブロック�
高血圧�

５１，４３４ ２２

（０．０４％）

１４

（６３．６％）

眼底出血�
眼 底 医師の判断 黒色腫�

強度近視�

胸部Ｘ線 医師の判断
－ ５ ５ 結核�

（１００．０％） 両結節状陰影�

胃部Ｘ線 医師の判断
－ １ １

胃がん�
（１００．０％）

乳房Ｘ線 医師の判断
－ ８ ７

乳がん�
（８７．５％）

腹 部

超 音 波
医師の判断

－ ４ ４
腎細胞がん�

（１００．０％）
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平成２２年３月３１日現在

診断名内訳（重複回答あり）

Ｃ型肝炎� Ｃ型慢性肝炎� アルコール性肝炎�
非アルコール性脂肪性肝炎� 非アルコール性脂肪性肝炎疑い� 慢性肝炎�
急性肝炎疑い� 肝硬変� 肝機能障害�
薬物性肝障害� 薬物性肝障害疑い� アルコール性肝障害�
アルコール性脂肪肝� 胆のう結石� 非Ａ非Ｂ肝炎疑い�
高脂血症� 脂質異常症� 高尿酸血症�
高血圧	 胃炎� 卵巣のう腫�
脂肪肝疑い�
慢性腎不全� 腎性貧血� 高血圧�
高尿酸血症�
痛風
 慢性腎不全� 高脂血症�
高血圧� 慢性肝炎� 慢性膵炎�
特記所見なし�
糖尿病疑い� 高血圧� 高脂血症�
肝機能障害� 腎性網膜症� 糖尿病性腎症疑い�
甲状腺機能低下症�
貧血� 小球性貧血� 低色素性貧血症�
骨髄異型性症候群� 骨髄線維症� 胃腫瘍�
大腸がん� 大腸ポリープ� 子宮筋腫�
過多月経� 器質的のう胞� 膣部びらん�
慢性骨髄性白血病� 慢性リンパ性白血病� 白血球減少症�
白血球増加症� 骨髄異型性症候群� 骨髄異型性症候群疑い�
好中球減少症� 好酸球増加症� 気管支喘息�
肝機能障害� 脂肪肝� 特記所見なし�
本態性血小板血症� 骨髄異型性症候群� 特発性血小板減少性紫斑病�

狭心症� 心筋梗塞疑い� 拡張型心筋症の疑い�
心房粗細動� 発作性心房粗動� 発作性上室頻拍�
洞性不整脈� 高度徐脈� 洞性頻脈�
大動脈弁閉鎖不全症� 三尖弁閉鎖不全症� 僧帽弁閉鎖不全症�
陳旧性心筋梗塞� 心室性期外収縮� 完全房室ブロック�
肥満� 特記所見なし�
網膜静脈分枝閉鎖症� 脈絡膜出血� 糖尿病網膜症�
網膜分離症� 黄斑部変性� 緑内障疑い�
特記所見なし�

胸水貯留疑い� 自然気胸� 縦隔陰影異常�

腎腫瘤性病変� 膵管内乳頭粘液性腫瘍疑い� 診断名記載なし�
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８．肝炎ウイルス検診追跡調査結果

■実施状況
当会は国の肝炎対策事業が開始される以前から、健康診断に肝炎検査を導入し、HCV検診は１９９３年か
ら、HBs抗原検査は１９７７年から実施している。２００２年４月からは国の５カ年計画によるC型肝炎等緊急
総合対策が実施され、その後も健康増進法に基づき肝炎検診を推進している。

また、岩手県は肝炎総合対策「肝炎総合対策肝炎治療７カ年計画」に基づき、２００７年に「岩手県肝炎対
策協議会」を設置し、肝疾患診療ネットワークの整備やインターフェロン治療費公費助成制度などキャ
リアへの診療体制の充実や岩手県肝炎対策計画の策定など肝炎対策に取り組んでいる。保健所における
無料検査に加え、現在は肝炎診療ネットワークに所属する精密医療機関１５機関や肝炎かかりつけ医６０施
設においても無料で肝炎ウイルス検査が受けられるように手続きを簡素化し、受診機会の拡大を図って
いる。

■HCV検診受診率
当会では１９９６年から従来のHCV抗体検査に加えHCV‐RNA検査を導入しHCVキャリアを特定する方法
でHCV検査を実施してきた。HCV‐RNA検査導入後である１９９６年４月から２０１０年３月までのHCV検査
初回受診者数は３５３，１０７人で、２００９年度新たに２１，６７０人がHCV検診を受診した。

２０～８４歳（２０１０年３月３１日現在の年齢）の検診受診率は岩手県の人口の３２．８％であった。

肝炎検診のターゲットである４０～７４歳の検診受診率は４２．６％で、男性３９．２％、女性４５．９％であった。６０
～７４歳の受診率は高く５０％を越える受診率であった。しかし、４０～４４歳では、男性２６．４％、女性２８．６％
と低率であった（図１）。いずれも男性の受診率が女性に比べ低く、また若年者の受診率が低い点につ
いても職域検診での取り組みが遅れていることなどの影響と考えられる。

■HCVキャリア数
１９９６年４月～２０１０年３月までに、２，６０７人（０．７４％）のHCVキャリアを発見した。図２に示すとおり、HCV
キャリア率は高齢者ほど高率であった。４０～７４歳のHCVキャリア率は０．６２％であり、３４歳以下の若年
層におけるキャリア率は０．０６％と極めて低率であった。

性・年代別HCVキャリア率から、岩手県の４０～７４歳のHCVキャリア数は３，６５４人と推計された。

（岩手県の人口：２００９年１０月１日現在）

図１ 岩手県の人口に対するHCV検診受診率

158



■HBs抗原陽性者数
１９８６年～２００９年３月までにHBs抗原検査を受診した初回受診者数は４７４，５７４人で１０，４４３人（２．２０％）の
HBs抗原陽性者が発見された。男性のHBs抗原陽性率は２．６０％、女性は１．８９％であり、すべての年代に
おいて男性のHBs抗原陽性率が女性に比べ高率であった。HBs抗原陽性率のピークは戦後の混乱期に出
生した世代の６０歳～６４歳にみとめられ男性３．２７％、女性２．３０％であった（図３）。

性・年代別HBs抗原陽性率から岩手県の４０～７４歳のHBs抗原陽性者は１３，９２３人と推計された。

図２ 性・年代別HCVキャリア率

図３ 性・年代別HBs抗原陽性率
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■HCVキャリアの追跡調査
当会では検診で発見されたHCVキャリアの医療機関受診調査や医療機関を通じてその後のキャリアの
状況等の追跡調査を行っている。

１９９３～２００９年９月３０日までに検診で発見されたキャリアに対して、はがきによる医療機関受診調査を実
施し、医療機関受診が確認された方（２００９年１０月３０日現在）について追跡調査を行った（調査期間１９９６
年～２０１０年３月３１日）。

医療機関から頂いた回答によると検診によって初めてHCVキャリアであることが明らかになった方は
キャリア全体の６３．１％を占めており、潜在するキャリアの発見には、検診が有効に機能していることが
推測された。

検診で発見されたHCVキャリアの医療機関受診率は６２．２％であった。医療機関を受診したHCVキャリ
アのうち、「定期的通院」をしている方は４８．８％であった。「不定期通院」や「他医院に紹介」された方
１０．２％を加え、継続的に医療機関の管理を受けているHCVキャリアは５９．０％と考えられた。一方、一
度医療機関を受診したものの、その後「来院せず」との回答が３５．２％であった。これらから医療機関受
診率が約６割であり、その内医療機関の管理下にある方が６割であることから実際に医療機関の管理下
にあるのは発見したキャリアの４割弱であると推測された。一度も医療機関を受診していない４割を含
め発見したキャリアの６割が医療機関の管理下にないものと考えられた。

■診断名と治療
初診時の臨床診断名の回答のあった１，２７７人中、慢性肝炎が最も多く６８．２％で、次いで無症候性キャリ
ア２６．９％、肝硬変４．２％、肝細胞癌が０．８％であった。肝細胞癌の７人中３人は検診によりキャリアと判
定され、初めて医療機関を受診された方であった。初診時の治療は経過観察６０．６％、肝庇護療法２３．６％、
強力ミノファーゲンＣ８．３％、インターフェロン治療７．２％であった。

経過観察時の臨床診断名の回答のあった１，１５６人中、慢性肝炎が５７．３％、無症候性キャリアが２２．２％、
肝硬変が７．５％、肝細胞癌が４．４％と初診時に比べ慢性肝炎が減少し肝細胞癌の割合が増加した。一方、
インターフェロン著効による陰転者が５．４％と昨年調査に比べ増加していた。

経過観察時の治療は経過観察４２．５％、肝庇護療法２７．２％、インターフェロン治療１８．５％、強力ミノファー
ゲンＣ１１．０％であった。昨年調査時に比べ「経過観察」との回答が減少し、「インターフェロン治療」
の割合が２倍に増加した。

■インターフェロン実施率
観察期間中一度でもインターフェロン治療を受けたことがあると回答した人は全体の１５．９％と低率で
あった。インターフェロンの実施率を見ると男性は５０歳代に女性は６０歳代にピークが見られた。インター
フェロンを投与しなかった理由として、最も多い理由は「肝機能正常」で３２．４％、次いで「高齢のため」
が３３．２％であった。高齢のためとの判断は６０歳代から散見され６５歳以上で高率となり、７５歳以上では７４．２
％を占めていた。「本人希望せず」が５．８％、「経済的理由」が３．１％、「家庭・仕事の都合」が５．３％で、
男性では主に６０歳未満の年齢層に見られた。
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■臨床診断名の変化
初診時と最近（経過観察時）の診断名の回答があり、１３ヶ月以上の臨床的経過の追跡ができたHCVキャ
リア９４４人について臨床診断名の変化をみた。平均経過観察年数は７年２ヵ月であった（図４）。このう
ち、診断名に変化が認められた方は３５８人で、内訳は改善例１２８人（１３．０％）、進行例（他病死を除く）
２３０人（２３．４％）であった。改善例の半数はインターフェロン治療によるウイルス陰転例で６２人（６．２％）
と、昨年の４９人から増加し、インターフェロン治療の効果が認められた。

一方、進行例には慢性肝炎から肝硬変・肝細胞癌が２７人、慢性肝炎・肝細胞癌が１０人、肝細胞癌１人、
肝硬変から肝硬変・肝細胞癌が９人、合計４７人の肝細胞癌への進行が認められた。観察期間中に死亡し
た３３人のうち肝関連死は２０人で、肝不全死１人、肝がん死１９人であった。無症候性キャリアから死亡し
た４人の病態は、肝硬変に進行していた方２人、慢性肝炎１人、無症候性キャリア１人ですべて肝以外
の原因死であった。

図４ 臨床診断名の変化

平均観察期間：７年２ヶ月（１３～４４７ヶ月）
悪化：２３０例（他病死除） ２３．４％
不変：６２３例 ６３．５％
改善：１２８例 １３．０％
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